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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　プロローグ






　永遠なる桜の都、第だい弐に京都の中心──

　政府の名称でもある白はく桜おう宮きゆうは、旧京都の二条城をモデルに建造された。

　その敷地内には、至る所に桜が植えられ、一年中咲き続けている。

　終わらない春と咲き続ける桜は、時間と空間を狂わせる時じ空くう嵐あらしの影響によるものだ。

　白桜宮の永遠の桜の下で──

「そっちだ、逃がすな！」

「逃げても無駄だ、あきらめろ！」

　怒号が響き、大勢が走り回っていた。

　ほとんどが制服姿の警察官である。この白桜宮に常駐して警備にあたっている部隊だ。

　今日の彼らは、大忙しだった。警官たちは白桜宮のあらゆる建物に突入し、目標の人物を次々と拘こう束そくしていった。

　中には逃げ出す者もいたが、建物の内外を警けい戒かいする警官たちにあっさりと捕まっていく。

「……意外と手こずりますね。社会的立場もある人が、まさか逃げるなんて」

「普段は紳士ぶってる高級官かん僚りよう様も、保身のためならどんな醜みにくいことでもやりますよ」

　少女がぼそりと言い、その隣に立つ少年も独り言のように応こたえた。

　白はく桜おう宮きゆうの正門近く──

　黒い制服を着た十数人の男女がいて、少年と少女はその中心にいる。

　少女は白桜宮の主あるじにして、日本の頂点に立つ結ゆう城きノア。

　長くつややかな黒髪、桜色のドレスに包まれた身体からだは華きや奢しやで、それでいて胸は大きくふくらんでいる。

　少年は、白桜宮直属の治安維持部隊──新しん撰せん組ぐみの副長である。

　本名は犬いぬ神がみ冬とう夜やといい、土ひじ方かた歳とし三ぞうというコードネームを持つ。

　ぼさぼさの黒髪に、黒い上下の制服。袖そで口ぐちにはだんだら模様が入っている。

「でもまあ、時間の問題でしょう。大丈夫です、一人も逃がしません」

　冬夜の前には机が置かれ、ノートＰＣや書類が載のせられている。

　ＰＣの液晶画面に表示されているのは、十人ほどの中年から壮年の男たちの写真だ。

　全員が、この白桜宮に務つとめる政治家や官かん僚りようである。中には大臣経験者までいる。

　彼らは──内通者だ。

　世間では〝黒船来航〟と呼ばれる事件から二週間が過ぎた。

　その一ヶ月ほど前に、この白桜宮がテロリストに襲われ、ノアの警護に就ついていた警官の一人が自爆した。

　それからさらに数日後、ノアが乗っていた車が故障し、そこを〝吉よし田だ松しよう陰いん〟を名乗るリンカーに襲撃されている。

　白桜宮の内部に、テロリストや松陰を手引きした者がいると考えるのが自然だろう。

　ノアは、黒船来航の後始末が一段落すると即座に、白桜宮直属の捜査機関に内通者の調査を命じた。

　そして浮かび上がった有力な容疑者たちを、こうして一いち網もう打だ尽じんにしているというわけだ。

　中には無実の者もいるかもしれないが、それはあとで確認すればいい。

「このまま、何事もなく終わればいいのですが……」

「それはどうでしょうか」

　心配そうな顔をするノアに、冬夜は周りを見ながら言った。

「さっそく──来たようですよ」

「来た？」

　ノアの質問に答えず、冬夜は右太ももにつけたホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜いた。

　コルトパイソン３５７マグナム──六連発の回転式拳銃リボルバーである。

　冬夜は片手でパイソンを構えると、なにもない虚こ空くうに向けていきなり数発撃うった。

「────っ！」

　空間そのものがぐらりと揺れ、二人の人影が唐突に姿を現した。

　新撰組が集まっている場所から、二十メートルと離れていない。

　現れたのは、青年二人だ。レインコートのような灰色の服を着ており、手には大型の剣を握にぎっている。フードをかぶっていて、顔はよく見えない。

　光こう学がく迷めい彩さい──彼らは、周囲の景色に同化して姿を消していたのだ。

「沖オ田キ！」

「ねえねえ、トーヤ。新しん撰せん組ぐみもＳＮＳをやるべきじゃない？　『人ひと斬きりなう』とか」

「バカ言ってないで、行け！」

「はいよ、オキちゃん発進！」

　冬とう夜やの隣でスマホをいじっていた少女──沖おき田た総そう司じのコードネームを持つ新撰組一番隊リーダーが走り出す。

　風のように速い。オリンピックの短距離走金メダリストだろうと、彼女の影も踏めないだろう。

　門を開けし者クロノ・リンカー──二十世紀の終わり頃に現れ始めた超人的な身体能力を持つ者たちがいる。通常はリンカーと呼ばれる。

　リンカーの肉体そのものが別時空と繋つながる門であり、時空の歪ゆがみを通して、過去に存在した英雄の魂を呼び出し、その身に宿す。

　英雄の魂から霊子スピリアと呼ばれるエネルギーを引き出し、全身に循じゆん環かんさせることで身体能力を強化しているのだ。

「はい、お覚悟！」

　駆けながら、沖田の胸が淡く光り、一丁のライフルが飛び出してくる。ライフルを構え、続けて二発撃うった。青年の足下に着弾し、爆発でもしたように、地面が大きくえぐれる。

　撃剣霊子式長銃バレツト・ブレイド──銃であり剣でもある武器だ。リンカーが英雄の魂から引き出した霊子を弾丸にチャージし、通常のライフルなど比べものにならない威力の銃じゆう撃げきを放ち、凄すさまじい斬れ味の刃やいばをつくりだす。

「誰だか知らないけど、白はく桜おう宮きゆうに乗り込んでくるなんて大胆だね！」

　沖田は、バレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせ、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを、青年の一人に向けて振るった。

　しかし──

「おおっ!?」

　沖田が素すっ頓とん狂きような声を出した。

　青年のほうも、同じく斬撃モードのバレット・ブレイドを取り出し、沖田の剣を受け止めたのだ。

　敵がバレット・ブレイドを使うことは、意外ではない。バレット・ブレイドはかなりの数が世間に散さん逸いつしているし、政府に反逆するリンカーも今では珍しくないからだ。

　だが、達人である沖田の剣を止めるとは──

「ノア様をお守りしろ！　そいつは俺が相手をする！」

　冬夜は隊士に命令を出しつつ、バレット・ブレイドを取り出して、銃撃モードで構えた。

　もう一人の青年が沖田の横をすり抜けて、冬夜たちのほうへ向かってきている。

　冬夜は、慌てることなく銃じゆう口こうを青年に向け──

「…………っ！」

　青年が、突然跳ちよう躍やくした。五メートル以上も跳んでいる。そしてそれ以上に異様なのは、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを高々と掲げた構えだった。

「蜻蛉トンボ──!?」

　冬とう夜やはぎょっとして、目を見開いた。

「キエェェェェェェイッ！」

　青年は奇声を上げながら、バレット・ブレイドを振り下ろしてくる。冬夜はとっさにバレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターンさせたが──

「ぐっ…………！」

　両腕の骨が粉々に砕けたような激痛が走り、冬夜は顔をしかめ、片かた膝ひざをついてしまう。

　それでも冬夜はバレット・ブレイドの握にぎりを離さず、すぐに体勢を立て直し──さらに大きく目を開いた。

　冬夜のすぐ横の地面に、亀き裂れつが生じている。長さは五メートルもないが、底はかなり深いようで、どれほど深くえぐられているのか見えない。

「ちっ、全員撃うて！　俺にかまわず撃て撃て！」

　冬夜は、バレット・ブレイドを構え直しながら、隊士に新たな命令を出した。

　すぐに背後で隊士たちが動き、バレット・ブレイドの銃声が次々に鳴り響く。

「ふん、狂った連中だ……！」

　再びバレット・ブレイドを高々と掲げていた青年は忌いま々いましそうにつぶやくと、後ろに向けてジグザグに跳びながら銃弾をかわす。

「逃がすか──！」

「追うな！」

　青年を追いかけようとした隊士数人を、冬夜は鋭するどく制した。

「……私も？」

「おまえもだ、オキ」

　冬夜は、沖おき田たのほうに目を向けた。彼女が相手をしていた青年も、今まさに正門を抜けて逃げようとしているところだった。

「あくまで今日の目的は内通者の確保だ。深追いはしなくていい」

　冬夜は周囲を警けい戒かいしながら、ノアのほうへと戻る。

『聞こえるか、土ひじ方かた？』

「……局長？」

　冬夜が耳につけていたインカムから、新しん撰せん組ぐみ局長、近こん藤どう勇いさみの声が聞こえた。

　彼は、半分に分けた隊士を率ひきいて裏門の警備を固めている。

『今、妙な奴やつらに襲われた。数は二人。仕掛けてきたのは一人だけだが、二人とももう逃げた。藤とう堂どうが少し手傷を負ったが、心配はないだろう』

「了解。こっちも怪しい奴に襲われましたが、ノア様はご無事です。隊士も無傷です」

　近こん藤どうが返事をしてから、通信が切れる。

　どうやら、裏門の襲撃者たちは、今の二人とタイミングを合わせて襲ってきたようだ。

「見事な引き際だな……暗殺者か」

　冬とう夜やは、ぽつりと言った。暗殺でなによりも重要なのは、襲うタイミングと引き際だ。

　その二つを心得ているということは、相手は素人ではない。

「冬夜さん……」

　ノアが、心配そうな顔をして近づいてくる。

「大丈夫です、ノア様。さあ、そろそろ捕り物も終わりです」

　冬夜は笑みを浮かべて、ノアに向き直った。

　彼女に心配をかけるわけにはいかない。

　この貴とうとく気高い姫君をすべてをかけて守ること──それが冬夜の覚悟であり。

　兄から引き継いだ新しん撰せん組ぐみがなすべき使命でもあるのだから。






　　１章　新撰組副長の悩める日々






　新撰組の屯所ホームは、白はく桜おう宮きゆうから二キロと離れていない位置にある。

　首都を守る治安維持部隊なのだから、政府の中ちゆう枢すう近くにあるのは当然のことだ。

　建物は武ぶ家け屋や敷しき風のつくりで、併へい設せつされている訓練施設も含めると、敷地はかなり広大である。

「お…………」

　開け放った窓の外から、桜の花びらがひらりと舞い込んできた。

　冬夜は、書類の上に載のった花びらをつまみ上げ、じっと見つめる。

　第だい弐に京都の桜は、散ちっても散っても咲き続ける。十年前に直撃した強烈な時じ空くう嵐あらしの影響のせいだ。

　春がずっと続いているのも同じ理由だ。だが、時空嵐でもっと甚じん大だいな被害を受けた街はいくらでもある。街そのものが消滅したこともあった。かつての首都である東京は、何度となく時空嵐の直撃を受けたため、この第弐京都への遷せん都とが行われたのだ。

　遷都した直後に、第弐京都にも強烈な時空嵐が襲いかかったわけだが……今のところ、首都は消えることなく、その機能を果はたしている。

　この先も、首都を守っていくことが冬夜の仕事の一つだ。

　彼がいるのは、副長の執しつ務む室だ。机と、壁際に書類が詰まった棚、それに応接用のソファとテーブルが置かれている。

　広くはなく、必要なものだけが置かれた合理的な部屋だ。

　まだ、自分の部屋という実感はない。他の人間の匂においがするからだ。

　それは、他でもない冬とう夜やの兄──土ひじ方かた歳とし三ぞうを名乗っていた、平ひら隊たい士しの男の匂いだ。

　執務室には、一つだけ任務に必要のないものがある。

　部屋の隅の壁にかけられた、新しん撰せん組ぐみの制服の上着だ。冬夜のものではなく、兄である犬いぬ神がみ夏なつ緒おがいつも袖そでを通さずに肩に羽は織おっていたものだ。

　兄が斬きられたときの血や破やぶれた跡は、あえてそのままにしてある。いつかは片付けることもあるだろうが、今のところ冬夜にそのつもりはなかった。

「あー、疲れたなあ。トーヤ、お茶ー」

「…………」

　いきなり部屋のドアが開き、沖おき田た総そう司じが入ってきた。

　茶色の髪をポニーテールにして、黒い上着に短いプリーツスカート。新撰組の制服姿だ。

　沖田は、どさりとソファに横になった。スカートの裾すそがめくれて下着が見えそうになっている。

「……オキ、おまえなにやってるんだ？」

「なにって、パトロールから帰ってきたから報告。なんにもありませんでしたー」

「それはお疲れ……って、あのな。自分の部屋みたいに入ってくるなよ」

「やだなあ、トーヤ。副長になったからって偉そうに」

「ケジメってもんがあるだろ。もちろん仕事以外じゃ、前と同じだ」

　冬夜も、副長になったからといって偉ぶるつもりは微み塵じんもない。だが、組織である以上、立場を考えた行動が必要だ。

「わかったよ、もうー。ああ、テロリストさんたちは、最近おとなしいもんだね。黒船にびびって逃げちゃったのかもね」

「そんな可愛かわいげのある連中ならいいんだけどな」

　先日の〝黒船来航〟では、第だい弐に京都で千人近い犠牲者が出てしまった。

　それ以降、大きな事件は起きていないが、まだまだ油断はできない。

　黒い船団シユヴアルツ・フロツテはまったく動きを見せないが、次の手を練っているだけだろう。

　白はく桜おう宮きゆうの統治に反逆するリンカーやテロリスト、それに黒い船団との戦闘直後に姿を見せた、二人の坂さか本もと龍りよう馬ま──軍雄フオースと名乗った者たちの動きも気になる。

　新撰組としては、パトロールを欠かすわけにはいかない。一番から三番までの実働部隊は、休みなしでフル稼働している状況だった。

「で、トーヤはなにしてたの？」

　沖田は勢いよく立ち上がり、冬夜のそばへとやってきた。

　背中から抱きつくような体勢で、冬夜が見ていた書類を覗のぞき込こんでくる。

「おい、背中、胸当たってるぞ」

「こんなちっちゃい胸に反応するなんて、えっちだね！　ダメだよ！」

「おまえがやっておいて……って、前にも似たような話をしたような」

　冬とう夜やは呆あきれつつ、書類をとんと叩たたいた。

「この前、白はく桜おう宮きゆうで襲ってきた連中が気になるんだよ」

「トーヤに斬きりつけたのは、中なか村むら半はん次じ郎ろうの転生じゃない？　藤とう堂どう君にケガさせたのは、河かわ上かみ彦げん斎さいかなあ」

「……わかってたのか」

　あっさりとした沖おき田たの言葉に、冬夜はあまり驚かなかった。彼女は一見バカのようではあるが、頭は回るし、必要なことは勉強もしている。

「中村半次郎、のほうはまだ怪しいもんだけどな」

　冬夜に斬りつけてきた男が取っていた蜻蛉トンボの構え──剣を高々と構えるのは、示じ現げん流りゆうの特徴だ。

　中村半次郎は、明治維新の英雄である西さい郷ごう隆たか盛もりの側近で、示現流の達人だった。幕末期、西郷の障害になる人物を、その優すぐれた剣術で次々に暗殺したという。

　ただ、示現流は薩さつ摩ま藩はんでは当然のように学ばれていた流派で、使い手は珍しくもない。

　今、幕末に活躍した英雄のリンカーが多く誕生している。示現流の使い手が何人かいても不思議はない。

「ただ、もう一人のほうは、かなり特徴的だな」

　藤堂に手傷を負わせたという襲撃者は、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを地面を這はうようにして繰り出してきたという。

　半次郎と同じく、暗殺者として知られた河上彦斎は同じように、膝ひざをつくような低さから放つ居合いを得意としていたらしい。

　半次郎と彦斎、それに田た中なか新しん兵べ衛えと岡おか田だ以い蔵ぞうという二人を合わせて〝幕末の四大人ひと斬きり〟と呼ぶ。

　ただし、四人が協力して暗殺していたわけではない。

　残りの二人が田中と岡田かどうかは不明だ。ただ、少なくとも白桜宮で襲ってきた四人は、襲撃のタイミングを合わせたことを除けば、ろくに連携は取れていなかった。

「どうする、トーヤ？　あいつら斬ったほうがいいなら、私がやるよ？」

「素性は不明だけど、まともな手合いじゃなさそうだ。迂う闊かつに手を出すのは避さけたいな」

「甘い！　あっまいなー、トーヤ。まともじゃないから、やるんだよ。慎重になっても、トーヤの評価が上がるわけじゃないんだから」

「…………」

「早く副長として認められたいんだろうけど、余計なこと考えてると判断を間違うよ」

「……わかってる」

　冬夜は、つい先日まで平ひら隊たい士しだった。

　土ひじ方かた歳とし三ぞうの転生だと判明したから、副長に就任したわけだが──

　土方だから副長にならなければいけない、ということはない。

　実際、藤とう堂どう平へい助すけは史実では八番隊組長だったが、転生である藤堂は本人の希望で平ひら隊たい士しを務つとめている。

「トーヤを認めてるのは、半分くらいかな？」

「そんなところだろうな」

　冬とう夜やは頷うなずく。アンケートを採ったわけではないが、冬夜の副長就任を認めているのは全隊士のうちで半分ほどだろう。

　藤堂などは賛成派で──

「冬夜が土方歳三かー。まあ、いいんじゃね。そうだ、トッシーって呼んでいい？」

　などと言っていた。賛成というより、深く考えてないのかもしれない。

　一方で、幹部ではないが優秀なリンカーでコードネーム持ちの吉よし村むら貫かん一いち郎ろうや、服部はつとり武たけ雄おなどは反対派だ。

　言葉に出すわけではないが、副長としての冬夜をよく思っていない気配ははっきりと伝わってくる。

　新しん撰せん組ぐみの指揮系統は、局長から副長、副長から各小隊のリーダーへという流れだ。

　局長がおおまかな方針を決定し、副長が細部を含めた具体的な命令を出す。

　実際に任務に臨のぞむ隊士たちは、副長の判断に従うのだ。

　まだ十七歳の少年である冬夜には、重すぎる役割とも言える。

「考えすぎちゃダメだよ、トーヤ。ていうか、心配いらないでしょ」

「……なんで？」

「ま、土方だろうが秀ひで吉よしだろうが、正体なんてなんでもいいんだよ。誰が反対したって、私だけは味方だから」

「……ありがとうな」

　冗談めかしてはいるが、沖おき田たは本気で言ってるのだろう。冬夜には、ありがたいことだった。

　沖田が新撰組随ずい一いちの使い手だからというだけではない。気心が知れている彼女が味方をしてくれることが嬉うれしい。

　冬夜が七年前に家族を失って以来、放ほうり込まれていた孤児院で沖田とはずっと一緒だった。何度もケンカをしてきたが、ともにリンカーに覚かく醒せいし、今もこうしてそばにいる。

「さてと、お茶も出ないようだし、訓練にでも行ってきますか！」

「ん？　パトロールから帰ったばかりだろ？」

「なにもなかったからね、これじゃ身体からだがなまっちゃうよ」

　沖田はにこにこ笑って言い、手を振ってから部屋を出ようとして──

「うおっ、沙さ羅らちゃん。やっほー！」

「あ、こんにちは、沖田さん。今日も元気ですね」

「それが私の取り柄だから！　あ、トーヤに変なことされたら私に言ってね。撃うつから」

「は、はぁ……」

　そう言って、沖おき田たと入れ違いに副長室に入ってきたのは──

「土ひじ方かた副長、昨日頼まれた繕つくろいが終わったので、お持ちしました」

「ああ、ありがとう、沙さ羅らさん」

　冬とう夜やはデスクから立ち上がり、沙羅が差し出してきた紙袋を受け取る。

　彼女は、梅うめ崎ざき沙羅──芹せり沢ざわ鴨かもの家族同然だった少女だ。

　芹沢の死後に、沙羅に対して徹底的な取り調べが行われた。冬夜には最初からわかりきっていたが、沙羅はずば抜けた美少女で、手芸が得意なだけの女子高生だった。

　沙羅は今、この新しん撰せん組ぐみ屯所ホームで食事や洗濯などを手伝ってくれている。

　裏切り者となった芹沢の身内を、屯所内に入れるなどとんでもないことではあるが──

「……私、まだ驚いてます」

「え？　なにが？」

　冬夜は、先日の戦闘で破やぶれてしまった制服を紙袋から取り出しながら訊きいた。手芸が得意というだけあって、どこが切れたのか一目でわからないほどきっちり修しゆう繕ぜんされている。

「こんなに簡単に、新撰組で雇ってもらえるなんて」

「まだ言ってるのか。芹せり姉ねえに言われてたんだろ？　自分になにかあったら、犬いぬ神がみ冬夜を頼れって」

　芹沢は、妹同然の沙羅にそう言い含めてあったらしい。

「頼られたなら応こたえるさ。それに、うちも屯所を切り盛りしてくれる人が必要だったから。期待以上だったよ。君がつくるメシ、芹姉と同じ味だよな」

「お姉さんの一番弟子ですから」

　沙羅は、誇らしそうに笑う。

　実のところ、芹沢の身内を雇うにあたって意外なほどに問題はなかった。

　芹沢は、新撰組を裏切った身である。

　だが、隊士の中で沙羅の雇用に反対の声は上がらなかった。むしろ、賛成の声が大きかった。若い男が多いため、美少女である沙羅を歓迎するのも当然というのもあったが──

　芹沢の銃牙フアング、〝鉄てつ風ぷう〟で重傷を負った者もいるというのに、芹沢への恨み言を口にした隊士は一人もいなかった。むしろ、誰もが彼女の死を悼いたんでいた。

　彼女が私欲で裏切ったのではない、と全員が理解し、そう信じているからだろう。

　その芹沢の身内を拒絶する理由はない、と沙羅は歓迎されている。

「でも、俺のほうだって意外だよ。新撰組が、芹姉を──」

「お姉さんは信念に従って行動しただけです。勝つか負けるか、結果はどちらかだけ。誰も恨んではいけないと、お姉さんはよく言ってました。その意味がわかったのは、お姉さんがいなくなってからでしたけど……でも、私にとってあの人の言葉は絶対です。誰も恨まない、それに……あなたを頼れという言葉を最後まで撤回しませんでしたから」

「……芹せり姉ねえは、俺を買いかぶりすぎてたな」

「そうでもないですよ」

　沙さ羅らは、小さく首を振った。

「私を虐ぎやく待たいした最初の里親の正体に気づけなくて……そのあと、人を見る目が厳しくなってましたから、お姉さんは。土ひじ方かたさんは、そんなお姉さんが信じた方なんですよ」

「そ、そうなのか……」

　冬とう夜やは、だんだん照れくさくなってきた。芹せり沢ざわに可愛かわいがられていた実感はあったが、そこまで信じてもらっていたとは。

「っと、そうだ。こっちも君に渡すものがあったんだ。えーと……」

　冬夜は、机横のテーブルに置いてあった書類の山をより分けていく。

　そこには、芹沢の私物が置いてある。黒い船団シユヴアルツ・フロツテの事件の後、芹沢の部屋は一通り調べておいたのだ。

　芹沢は黒い船団と繋つながりがあり、彼らの手がかりがあることを期待したのだが──さすがに彼女は、証拠を残すほど甘くはなかった。

「ここにあるのは、芹姉が屯所ホームでつけてた記録とかだ。買い物メモとか、栄養計算とか、あとはレシピだな。問題ないから、沙羅さんが持っていてくれ──っと」

　一番上に積まれていたノートを手に取ろうとして、書類の山がざざーっと崩れてしまう。

「あーあ……」

「あ、手伝います」

　冬夜が屈かがみ込こんでノートや書類を集め、沙羅も手を出してきた。

「それが、レシピノートだな。まあ、一番弟子にはもう必要ないだろうけど」

「いえ、お借りします。お姉さん、新しいレシピの開発もしてたでしょうし……あれ？」

「ん？　どうかした？」

　冬夜は首を傾かしげた。

「これ……お姉さんの暗号……」

「暗号？」

　冬夜は、沙羅の後ろからノートを覗のぞく。一応、目を通してあるが、本当にただのレシピノートだったはず。

「施設にいた頃、私とお姉さんの間でだけ使ってた暗号があるんです。施設の先生の悪口とか、好きな男の子のこととか、こっそりメモでやり取りしてたんですよ。たとえば、〝よ〟のくるっと丸まってるところの書き方が他と違いますよね」

「……なるほど、確かに」

　他と比べると、同じ字なのに明らかにクセが違っている。

「さ、ん、な、ん……ち、よ、う、さ、ほ、う、こ、く……ちようさ？　調査報告？」

「…………！」

　さんなん──冬夜は、それがなにを示しているのか、すぐに理解した。

「沙さ羅らさん、悪いけど、全部解読してくれないか」

「え、ええ。かまいませんけど……」

　沙羅は戸惑っているようだ。冬とう夜やの食いつきに驚いたのだろう。

　これは──芹せり沢ざわの遺言だ。

　決して見逃してはいけないと、冬夜のカンが告げていた。

　兄である犬いぬ神がみ夏なつ緒おも言っていた。新しん撰せん組ぐみ副長はカンがよくなくては務つとまらないと。冬夜は、自分のカンの良よし悪あしはわからないが、直感を信じるべきだと思った。

「面白そうなお話をしてますね」

　と、そのとき突然、凛りんとした声が響いた。冬夜が顔を上げると──

「ノア様!?」

　副長室のドアのところに、結ゆう城きノアが立っていた。セーラー服姿だ。彼女は、時々こうしてふらっと屯所ホームに現れる。

「……っ！　も、申し訳ありません」

　なぜか沙羅が謝って、その場に膝ひざをつこうとする。

「あ、待ってください。跪ひざまずいたりしないでください。それより──」

　ノアはにっこりと笑って言い、冬夜のほうを向いた。

「わたしもそのお話、とても興味があります。さんなん──山やま南なみ敬けい助すけのことですね？」







　山南敬助──苗みよう字じはヤマナミと呼ばれるのが一般的だが、実際はサンナンと読んでいた説もある。

　新撰組結成当時からの隊士で、総長という肩書きを持ち、土ひじ方かたと並ぶナンバー２だった。

　ただし、土方はナンバー２が二人いることを嫌い、山南を肩書きだけで実権を持たないポジションへ追いやったとも言われている。

　戦闘力重視の新撰組では珍しい、文武両道の男だったらしい。親切な男でもあり、隊内では慕したわれてたという。

「なるほど、史実の山南さんという方はなかなかの人物だったのですね」

「ええ、そうらしいです」

　冬夜は、隣を歩くノアに頷うなずいてみせた。

　芹沢鴨かもの遺ゆい言ごんとも言うべきノートを見つけた翌日。

　第だい弐に京都にある、かつては大おお須すと呼ばれていた電気街へとやって来ていた。

　芹沢のノートによると、山南敬助はこの街にいるらしい。ただし、詳しい場所まではわからない。だからこそ、芹沢も山南を確保できなかったのだろう。

　新撰組総長だった男の転生。仲間に引き入れることができれば、必ず大きな戦力になる。

「うわぁ、でも凄すごいですね。遷せん都とのあと、ここが秋葉原以上の電気街になったってお話は聞いてたのですけど」

　電気街は、その名のとおり電器店が数多く並んでいるが──それ以上に、漫画やアニメ、ゲームなどの専門店がずらりと軒のきを連ねている。

　冬とう夜やは、十七歳になったばかりの少年だ。ゲームや漫画に人並みの興味はある。

　しかし、初めて訪れた電気街に圧倒されていた。機き関かん銃じゆうを向けられても、怯ひるまずに突っ込める程度の度胸はあるのだが、こういうのはまた別らしい。

　いや、それよりも──

「あの、ノア様。やはり、帰ったほうがいいのでは……？」

「今さらなにを言ってるんです。大丈夫ですよ」

　ノアは、なんでもないように答えた。

　今日は平日だが、電気街は人で溢あふれている。こんなにぎやかな場所に、この国の頂点に立つ結ゆう城きノアがいることがバレたら大騒ぎになってしまう──

「ほら、大丈夫ですよ。誰も気づいてません」

　ノアは、意味もなくくるりと一回転してみせた。

　彼女は野球帽をかぶり、眼鏡をかけて、ワンピースの上にカーディガンを羽は織おっている。

　冬夜は、ふと気づいた。いつもノアはドレスか制服姿で、彼女の私服を見たのは初めてだった。ネット上にノアの写真はいくらでも溢れているが、私服姿というのは見たことがない。

　帽子と眼鏡で顔を隠している上に、見慣れない私服姿──あるいは、本当にバレないのかもしれないが……。

「心配性ですね、冬夜さん。帽子と眼鏡だけで、ずいぶん印象が変わるものです。意外とバレませんでしたよ」

「はあ、そういうもんですか……って、バレませんでした？」

「割と何度もやってます。わたしもこれでも、十代の乙女なのですよ、冬夜さん」

　姫君は、以前にもお忍びでお出かけの経験があるらしい。確かに、十代の女の子が自由に買い物もできないのでは、たまらないだろう。

　ノアの護衛部隊が、たいして渋らずに冬夜と二人だけでの行動に納得したのも、ようやく納得できた。慣れているからだ。

　ただ、今回はバレた場合のリスクが大きい。姫君が、同い年の男と二人だけで出かけているのだから。

　冬夜は地味な普段着姿だが、変装というほどではないので、写真でも出回ればすぐに正体が露ろ見けんしてしまう。

　妙なスキャンダルを起こさないためにも、気を引き締めてかからなければならない。

「このところ、ドタバタしていて忙しかったですからね。たまには息抜きもしないと」

「……はい」

　冬夜は、頷うなずいた。彼女の言葉に、ふと気づいたのだ。

　黒い船団シユヴアルツ・フロツテの襲撃という大事件の直後に、先日の大捕物と、確かにノアには気が抜けない時間が続いた。

　いや、彼女には気を抜ける機会などほとんどないのだ。

　冬とう夜やはノアと出会い、副長として少し距離を縮め、わずかながらも彼女の日常を知り始めた。

　ノアは誰にでも優しく微笑ほほえみ、時には姫として凛り々りしくその役割を果はたしているが──

　孤こ独どくだ。どうしようもない孤独が、ノアには宿命のようにまとわりついている。

　十六歳の少女の楽しみなどとは無縁で、心を許せる誰かがいるようにも見えない。

　冬夜には幼なじみの沖おき田たがいて、新しん撰せん組ぐみの仲間たちがいる。

　副長になったことで関係が変わった者たちがいても、孤独からは縁遠い。

　おこがましいことではあっても──彼女の孤独を少しでも埋うめてやらなければ。

　年頃の少女らしく楽しみ、笑える機会があるなら、サポートするべきなのだろう。

「では、まずはどこへ行きましょうか」

　冬夜は深刻にならないように、明るく言った。

「冬夜さんも乗り気になってくれましたね。といっても、趣しゆ旨しは山やま南なみさん捜しですけど」

「ただ、経歴どころか、顔すらわからないのがどうにも……」

　冬夜は、ぼりぼりと頬ほおをかいた。

　新撰組のデータベースで調べた限り、確かに山南敬けい助すけというリンカーは存在している。

　だが、山南の情報の九十八パーセントは消去されていた。

　わずかに残されていた情報からは、山南は〝電子情報戦〟に長たけたリンカーらしい。

　コンピューター関係に強いリンカーはレアであるため、新撰組ではなく、白はく桜おう宮きゆう直属の情報機関に配属されていた。

　極めて秘ひ匿とく性の高い組織であり、活動内容はもちろん、構成員の素性も組織の外部にはほぼ漏れていない。ノアの権限をもってしても、組織の内情を調べるには複雑な手続きと長い時間が必要になるそうだ。

　山南は、情報機関の重要メンバーの一人として活躍していたらしい。

　しかし、あるとき唐突に自分のデータを消去し、行方ゆくえをくらました──

「さて、その方はどちらにいらっしゃるんでしょう？」

「電気街といっても広いですからね……」

　冬夜は、あたりを見回した。電気街の店の数は千を越えるという。山南がこの街でなにをしているのか知らないが、店に住み込んでいる可能性もある。

　情報機関に山南のデータの開示も要求しているが、いつになるかわからない。

　ならば芹せり沢ざわの情報をもとに、人数を出して捜索したいところだが、新撰組はフル稼働中だ。いるかいないかわからない、山南捜しに人数を割さく余裕はない。

　そこで、冬夜が一人で出てきたわけだが──

「あー、凄すごいですね、このゲーム。もう実写にしか見えません。あ、でもこっちの童話みたいな絵のゲームもなかなか……」

「ノア様、あまりしゃべると声でバレます……」

　冬とう夜やは、呆あきれつつノアをいさめる。ゲームショップの店頭にモニターが置いてあり、最新ゲームのＰＶが流れているのだ。

「というかノア様、ゲームに興味あるんですか？」

「ええ、アクション系が好みです。ゾンビをこう、チェーンソーでずばーっとやるゲームが大好きですね」

「た、楽しそうですね」

　それは年齢制限のあるゲームではないだろうか、と冬夜は思いつつも突っ込まなかった。

　ゲームで気晴らしをする程度、見逃してあげてもバチは当たるまい。

「あ、あれ！　冬夜さん、あれ面白そうですよ！」

「あれ……って、本気ですか、ノア様!?」

　冬夜の質問に、ノアはにっこり笑って頷うなずいた。

　早くも趣しゆ旨しを見失っているが──ノアの気晴らしになるなら是非もない。

　冬夜は自分を納得させつつ、ノアが指差した看板を見上げた。

　そこには、「コスプレ喫茶」「撮影ブース有り！」と書かれている。







　そのコスプレ喫茶では、もちろんコスプレした女性店員が接客してくれる。

　ノアは、まずは紅茶をいただきつつ、アニメのキャラやメイド服、巫み女こ装束などを着た店員を目で楽しんでから──

「すみません、冬夜さん。もうちょっと待っててください」

「は、はぁ……」

　冬夜は戸惑いつつ返事をする。

　コスプレ喫茶は二フロアあり、二階が撮影ブースになっていた。六畳じようほどの狭いスペースに、多少の照明設備なども揃そろっている。

　カメラの貸し出しもやっているが、自分のカメラやスマホなどでも撮影できる。

　ブースの隅にカーテンで仕切られた更衣室があり、ノアは今まさにそこで着替えているところだった。

「…………」

　冬夜は、すぐそばでノアが着替えているという状況にドキドキしつつ、周りを警けい戒かいする。部屋の窓はカーテンが閉まっているし、隠しカメラのチェックは既に済ませている。

　ノアがコスプレしているところなど、万が一にも外部に流出してはならない。

「じゃーん、です！　どうですか、冬夜さん！」

「…………っ！」

　カーテンが勢いよく開き、ノアが常にないテンションで飛び出してきた。

　長い黒髪を二つに結び、ブラウスにノースリーブのスクールセーター、チェックのミニスカートという格好だ。

　大きな胸の谷間に挟みこむようにして、短いネクタイをつけている。

「えーと……なんですかね、ギャル……とか？」

「女子高生、っていう大ざっぱなくくりみたいですけど。いいですね、こういう格好してみたかったんですよ。なんだかんだで、女子高生コスプレは大人気だって店員さんが言ってました」

　ノアは、ご機嫌で言った。セーターの胸元は大きく盛り上がり、ミニスカートは危ういほど短い。

「というか、いろいろ衣装があるのに、いきなりそれですか？」

「むっ、なにかご不満でも？」

「い、いいえっ、そういうわけではありません！　もの凄すごく似合ってます！」

　冬とう夜やは慌てて首を振った。このお姫様は穏おだやかそうに見えて、意外とすぐにご機嫌を損ねがちだ。

「ありがとうございます。こういう、ちょっと着き崩くずした感じが憧あこがれだったんですよ。街中で見かける、同じ年頃の女の子たちがこんな服装してるじゃないですか」

「ああ……ノア様がそんな格好したらニュースになっちゃいますね……」

　ネクタイで隠れてはいるが、ちらちらと胸の谷間が見えてしまっている。白はく桜おう宮きゆうの姫にふさわしい服装ではない。












「というわけで、記念に撮とってください」

「え、ええ……」

　冬とう夜やはスマホを構えて、パシャパシャと撮影する。ノアのこんな姿を撮っていいのか気になるが、嬉うれしそうな彼女に水を差せない。

「あ、そうだ。冬夜さんもコスプレしますか？　男性用もあるみたいですよ」

「いえ、俺は遠えん慮りよしておきます」

「ですか。まあ、冬夜さんは普段からコスプレしてるようなものですしね」

「えっ……？　ノア様、新しん撰せん組ぐみの制服をそんな風に見てたんですか……？」

　冬夜は、制服が気に入っているので、地味にショックだった。

「さて、じゃあ次いきましょうか」

「ま、まだ着替えるんですか？」

「ここ、一時間借りたのでしょう？　一種類だけなんてもったいないですよ」

　ノアはそう言うと、ブースの壁際にずらりと吊つるされた衣装から、何着か手に取って、鼻歌まじりにまたカーテンの向こうに消えた。

　これはもう、腹をくくって彼女と一緒に楽しんだほうがよさそうだった。

　それから、待つこと数分──

「はいっ、どうでしょう！」

「いいです、いいですよ、ノア様！」

　現れたノアは、巫み女こ装束姿だった。艶つややかな黒髪のノアに、それは恐ろしいほど似合っていた。その上、なぜか緋ひ袴ばかまがミニ丈で、太ももがあらわになっている。

「ああ、いいですね。ちょっと斜め向いてこっちに視線を──はい、そうです、そう！」

　冬夜は、ご機嫌なノアのノリに付き合い、テンションを上げて写真を撮り続ける。

「なんだか凄すごく楽しいです。それでは、次いきますね！」

「どんどん来てください！　スマホのメモリはまだまだ空いてます！」

　さらに続けて、ナース、ＣＡとちょっと大人っぽい衣装、そしてアニメキャラの衣装が数種類と、ノアは次々にコスプレを披ひ露ろうしていく。

　冬夜はなんだかもう、山やま南なみ敬けい助すけのことが頭から消えてしまいそうだった。憧あこがれの姫君が、目の前でコスプレを見せてくれているのだから、当然かもしれないが。

　さらにしばらく撮影を続け──

「っと、そろそろ時間ですね……でも、最後にもう一着。気になるのがあったんですよ」

　ノアはそう言うと、カーテンの向こうに戻っていった。

　冬夜は、撮影した写真を眺めながらノアが出てくるのを待つ。夢中になって撮ってしまったが、割ときわどい写真もある。冬夜に『えっちなことは禁止！』と常に目を光らせている沖おき田たに見られたら怒られそうなたぐいだ。

「ノア様に渡したら、俺のスマホからは消さなきゃダメかな。でも、惜おし──」

「きゃああああっ！」

「…………！」

　冬とう夜やの身体からだは、考えるよりも先に動いていた。一瞬でカーテンの前に移動、ためらいなくそれを開ける。彼女の安全以上に優先するものは、なにもない。

「ノア様！」

「…………え？」

　カーテンの向こうの、狭い空間で──

　ノアが両足を広げるようにして、座り込んでいた。ニーソックスを片足だけ、しかも半分ほどしかはいていない。

　他に身につけているのは──フリルのついたピンクのブラジャーと同色のパンツだけだ。

　しかも、なにかの弾みか、ブラジャーは外れかけ、片方の胸がほとんどあらわになっている。

「えーとですね」

「は、はい……？」

　冬夜は、カーテンを開けた姿勢で固まったまま、聞き返す。

「ニーソックスがはきにくくて、あとここ狭いので……ちょっとバランスを崩して尻しり餅もちをついてしまいまして……この有様です」

「ご、ご説明ありがとうございま……す」

　冬夜はそう答えるのがやっとだった。目の前の衝撃的な光景に、思考がついていかない。

　以前、バスタオル一枚のノアも目撃しているが、これはまた違うインパクトがある。

　ノアの下着姿──ブラジャー越しにも形がよくわかる二つのふくらみは大きく柔らかそうで、ピンクのパンツは清せい楚そでなおかつ可愛かわいらしく、彼女によく似合っている。

「あの……冬夜さん、さすがにそんなに凝視されると、わたし……」

「し、失礼しましたっ！」

　冬夜は目を逸そらしながら、急いでカーテンを閉めた。

　これは不ふ敬けい罪ざいか、あるいは単純にワイセツ罪で捕まりかねない。

　それにしても──カーテンを閉める直前のノアは、頬ほおを紅こう潮ちようさせ、肌にうっすら赤みが差して、なんとも言えない色っぽさだった。

　普段、あまり羞しゆう恥ち心しんをあらわにしない彼女だけに、ふと見せる照れた顔がたまらない。

　それに加えて、清楚で、なおかつ色気たっぷりの下着姿──冬夜はもう興奮のあまり、叫びだしたいほどだった。

「こ、こちらこそお騒がせして失礼しました、冬夜さん」

「い、いいえ。勘違いして申し訳ありません……」

　カーテンから出てきたノアに、冬夜はぺこりと一礼する。

　ノアは、まだ少し顔が赤い。その彼女が着ているのは、メイド服だった。胸元が強調されたデザインで、スカート丈もかなり短い。

　ただでさえ早はや鐘がねのように打っていた冬夜の鼓こ動どうが、さらに早まってしまう。

「そ、それもお似合いですけど……メイド服ですか」

「普通に暮らしてたら、まず着ないものですし……せっかくですから」

　ノアは、満面の笑みを浮かべている。可愛かわいいメイド服を着られるのが嬉うれしいのだろう。

　新しん撰せん組ぐみの屯所ホームでは、芹せり沢ざわとその部下の女性隊士がメイド服を着ていたので見慣れてはいるが、ノアが着るとまた全然違っている。

「メイド服を着るなんて、これが最初で最後かもしれませんしね。冬とう夜やさん、頑張って可愛く撮とってください」

「わざわざ頑張る必要はなさそうですね」

「え？」

「いいえ、なんでもありません。じゃ、撮りますよ」

　冬夜はスマホを構え、どんどん撮影していく。

　そう、ノアはコスプレなんてバカなことをするにもいちいち周りを気にしなくてはならない。冬夜は、最後になどしたくはなかった。

　姫君であっても、十六歳の少女が人生を楽しんで悪いはずがない。

　俺が楽しませてやる──冬夜は固く誓いつつ、スマホを向け続ける。

「おお、いいですよ、ノア様。今度はムービーも──」

「えっ？」

　突如、冬夜が床を蹴けりつけて跳んだ。

　きょとんとするノアの身体からだを抱えるようにして、そのまま床に押し倒す。

「と、冬夜さ──」

　ノアがなにか言いかけたとき、ブースの壁に人間の胴体ほどの幅の大穴が空いた。その直後に、冬夜の聴覚は遠くで響いた銃声を捉とらえていた。

「狙そ撃げきです！」

「……驚きました。いきなりこういうのは心の準備もできてないので、さすがに……と思いましたけど」

「なんのことですか。それどころじゃありません、狙撃なんですよ！」

　冬夜は、ノアを押し倒した体勢のまま、既に取り出していたバレット・ブレイドを片手で構えている。

　彼のバレット・ブレイドは、イズミノカミカネサダ──そう名付けられている。

　今の銃じゆう撃げきは、ライフルの一撃よりもはるかに強力だ。バレット・ブレイドが相手ならば、コルトパイソンでは対抗できない。

「でも、殺気を感じなかった。どうなってるんだ……？」

「殺気を消す能力か、装備か、あるいは冬夜さんでも殺気を感知できない遠距離から撃うってきた、ということですか？」

「土ひじ方かた歳とし三ぞうの名を思い出してから、これでも能力は上がってるんですけどね」

　冬夜は、少し前までは自分を新撰組平ひら隊たい士しの転生と信じていた。

　だが今は、ランクＢの土ひじ方かた歳とし三ぞうである。新しん撰せん組ぐみ隊士は戦闘に関してはランクを超えた能力を持つ。数百メートル内であれば、殺気を感じ取ることもできるのだが──

「銃声が着弾より後で聞こえました。おそらく、二キロ以上離れた位置からの狙そ撃げきです」

　バレット・ブレイドの弾丸は、霊子スピリアのかたまりである。だが、霊子も直進しないことは実験で確認されている。大気や重力などの影響を受けて曲がるのだ。照準を定めたところに命中するわけではない。数百メートルも離れれば、誤差を計算して撃うつ必要がある。

「長距離狙撃ですね。ずいぶん狙ねらいが正確です。あの着弾の位置……よけなかったら、冬とう夜やさんの頭をスイカみたいに砕いてたでしょうね」

「ノア様をかばう必要はなかったようですね」

　しかし、冬夜でも銃弾が飛んでくる気配は感知できても、どこを狙っているかまでは着弾しないとわからない。ノアをかばわないわけにはいかなかった。

「っと、またか！」

　冬夜は、再びノアを抱えて跳ちよう躍やくする。今度は、さっきと同じ大きさの穴が床に空いた。

　おそらく、今の一撃も冬夜を狙ったものだろう。

　ノアではなく、冬夜がターゲットなのは大歓迎だ。だが──おかしいのは、正確に狙ってきていることだ。特に一撃目は、部屋のカーテンが閉まっていて、外からは室内の様子は一切見えなかったはずだ。

　熱源暗視装置のたぐいか、それとも──

「ふ、ふふふふ……」

「ノ、ノア様？」

「リンカーか、黒い船団シユヴアルツ・フロツテの巡礼者ベイグラントたちですね。この前の襲撃者たちは、すぐに逃げてしまいましたが、今度は本格的に狙ってきたのでしょうか」

　ノアは冬夜に抱えられたまま、にこにこと笑っている。

「……ノア様。敵が来たら喜ぶのやめませんか？　一歩間違えたら死ぬんですよ？」

「ふふふ、いいじゃないですか。事態が膠こう着ちやくするより、ずっとマシです。もちろん、敵のみなさんには、やったことの報むくいも受けさせましょう。こんな人の多い街中で発はつ砲ぽうするなんて……許す理由は一つもありません」

「そこは同感です」

　冬夜は言い切って、ノアから微妙に距離を取る。自分を狙った弾丸で彼女が巻き添えをくらわず、なおかつ敵が標的を切り替えてもすぐに主あるじを助けられる距離だ。

　部屋の窓と壁に、二つの穴が空いて外が見える。二キロほどの距離には、いくつもビルがあるが、どこから狙われているかは判断できない。

「まったく、本当に山やま南なみ捜しどころじゃなくなってきたな」

　冬夜は舌打ちし、Ｄ結界を身体からだの周囲に展開する。使い手の周囲の空間を歪ゆがませることで形成される防御フィールドである。

　普通の銃弾くらいなら軽く防いでしまう。バレット・ブレイドの弾丸ならば、Ｄ結界の上からでもダメージを与えてくるが、まともにくらうよりマシだ。

「どこから来る……？　こいつは、手加減をしてる場合じゃなさそうだ……」

「冬とう夜やさん！」

「…………っ！」

　冬夜は、ノアの鋭するどい声にはっとなる。

　自分の身体からだからわずかに溢あふれていた黒い煙のようなものが、一瞬で散ちった。

「……むやみに使ってはダメ、と言ったでしょう」

「そうでしたね……」

　冬夜には、リンカーとしては極めつけに異質な力を持っている。

　土ひじ方かた歳とし三ぞうの転生だからこそ持つ〝鬼の魂〟、そこから引き出される黒い霊子スピリアだ。

　だが、その黒い霊子はあまりに強力で、他者の霊子を呑のみ込こんでしまう。冬夜は、その力をまだ完全に制御できているとは言えない。

　迂う闊かつに使えば、周囲を巻き込み、自分にもダメージを与えてしまうかもしれないのだ。

　そのため、使用には細心の注意を払うようにノアから命じられている。

　相手が何者かもわからない、不透明な状況で使うべきではなかった。

　冬夜は、すうっと息を吸い込んだ。

「…………」

　もう一発撃うってこい、と冬夜は祈りながら銃じゆう口こうを構え直す。方向は絞しぼれた。ならば、次弾で居場所を突き止めてみせる。破やぶられた窓を通して、外を睨にらむ。

　頭を使えば、強い力に頼らずとも戦えるはず。ランクＢとはいえ、新しん撰せん組ぐみ隊士である冬夜は、充分な戦闘力を備えている。

「来い、来い、来い、来い、来い、来い、来い……！」

　冬夜は、引き金に指をかけ、カネサダの銃口に白い光が集まり始める。

　牙が竜りゆう──カネサダが持つ特殊能力、銃牙フアングである。装そう填てんされた弾丸の霊子エネルギーをまとめて引き出し、さらに増幅された波動として放つ一撃必殺の技だ。

「…………っ！」

　冬夜は異様な気配を感じ、即座に構えを解いた。

「なにぃっ……!?」

　正面ではなく──真横の壁に穴が空き、弾丸が飛び込んでくる。

　かわせない！　冬夜は瞬時に判断し、すべての霊子をＤ結界に注ぎ込む。

「甘いわね、土方歳三──」

　不意に、そんな声がして──冬夜は、身体が浮き上がるような感覚を覚えた。

　そして、次の瞬間には──







「うおっ？」

「きゃっ……」

「んっ……！」

　自分の声も含めて、三人分の悲鳴を冬とう夜やは聞いた。

「……三人？」

「さ、さすがに三人まとめて〝緊きん急きゆう離り脱だつ〟は無む茶ちやだったかしら……って、ちょっと！」

「んん？」

　冬夜は、自分の頬ほおがなにかに触れているのを感じた。あたたかく、柔らかく、それでいて吸いつくような感触──

「あ、あなたなにを……」

「……マーヤ？」

　聞き違えるはずもない声だった。

　銀色の髪をした、不思議な少女。本当は敵であるはずだが、憎めない女の子。

　冬夜は、その少女の──スカートの中に思い切り顔を突っ込んでいた。

「う、ああああ……」

　マーヤは、声にならない声を漏らしている。

　冬夜も唐突な事態に、どうすればいいのかわからない。

　マーヤは、うつぶせのような姿勢で地面に倒れていた。

　冬夜は彼女がはいているスカートの中に首を突っ込み、顔が尻しりと太ももに当たっている。

　すぐ目の前に、水色の下着があり、視線がそこに吸い込まれてしまう。

　まるで、冬夜がマーヤの背後から襲いかかったかのようだ。

「って、悪い！　ごめん！」

　冬夜は、素早い身のこなしでマーヤから離れる。

　ここは、裏路地のようだ。雰囲気から察するに、電気街のどこからしい。

「……………………」

　マーヤは、ゆっくりとその場に座り直すと、スカートの裾すそを戻す。

　それから──

「ううう……」

　だばーっ、と滝のような涙を流し始めた。冬夜にとっては、どこかで見たような光景だった。

「あーあ、泣かしましたね」

「痛いたっ！」

　冬夜の頬に、焼けるような痛みが走った。いつの間にかそばに座り込んでいたノアが、ぎゅうっと冬夜の頬をつねっている。

「あ、あの……ノア様、地味にもの凄すごく痛いんですけど……」

「痛くしてますから」

　ノアは、しれっと言った。顔は無表情だが、異様な迫力がある。

　間違いなく怒っている。それは、冬とう夜やの痴漢まがいの行為に女性として怒っているのか、それとも──

「ああ、もうっ！　揉もめてる場合じゃないの！　土ひじ方かた歳とし三ぞう、結ゆう城きノア！」

　マーヤがごしごしと涙をぬぐいながら叫んだ。

　彼女は長い銀髪をそのまま背中に流し、パーカーとミニスカートという前に見たのと同じ格好だ。その服装で以前にも冬夜にパンツを見られたのだが、懲こりていないらしい。

「……マーヤさん。どうして、あなたがここへ？」

　ノアはようやく冬夜の頬ほおから手を離して、険しい目をマーヤに向ける。

　マーヤは、第だい弐に京都で千人近い犠牲者を出した黒い船団シユヴアルツ・フロツテ事件の関係者なのだ。

　いや、それどころか黒い船団のリーダーだという。

　ノアがマーヤにいい感情を持つ理由は一つもないのだろう。

「あたしには、いろんなことがわかってるの。あんたたちが、そろそろこの街に来るだろうってこともね」

「アタリをつけて、監視していたということですか。ですが、まるであなたがわたしたちを助けたように見えましたが？」

　ノアとマーヤは同時に立ち上がり、睨にらみ合あう。

「あたしたちが、あなたに死なれたら困るってことくらい、もう知ってるでしょ」

　マーヤは、ノアに怯ひるまずに言った。

　黒い船団は、未来からやって来たという。

　彼らがいた世界は、結城ノアの能力によって時空が大きく狂ってしまったらしい。

　異常気象に襲われ、生物の生態が激変し、人間も動物も植物も怪物のようになり、世界は地獄と化した──そうだ。

　その話が真実だとしても、この世界のノアにはなんの罪もない。

　だが、黒い船団はノアを自分たちの時空に連れて帰り、激変してしまった世界を彼女の能力で正しい姿に戻そうとしている。

　そんな無む茶ちやな話は──冬夜には許せることではない。

「緊きん急きゆう離り脱だつは、瞬時に使えるのはいいけど、数百メートル内のどこかに移動するだけなのよ。基本的に一人で使うものだから、着地に失敗しちゃったわ」

「……あなたの能力は、〝空間移動〟なのですね？」

「今さら、なに言ってんのよ。この前、あなたたちを黒船から転移させたでしょ」

　マーヤは、ノアの質問になんでもないように答えた。

　冬夜も、既に推測はしていた。先日、黒い船団に〝回かい天てん〟で乗り込んだ際に、冬夜たちはいつの間にか回天ごと海上に移動させられていた。

　それに、さっきの狙そ撃げきからの脱出──瞬間移動のような能力によるものとしか思えない。

「あたしのバレット・ブレイドの銃牙フアングよ。〝食らい繋ぐ空間メビウス・ポーター〟って名付けてるけど」

「待て、おまえはバレット・ブレイドを発現させてないじゃないか」

「〝ヨシュア〟と戦ったんでしょう。あたしたちと、あなたたちは似ているけど違う。バレット・ブレイドを肉体に格納したままでも、ある程度は能力を使えるの」

「……便利なことだな」

　冬とう夜やは、黒船で戦ったヨシュアという青年を思い出す。彼は単体で新しん撰せん組ぐみを全滅させかねないほどの戦闘能力を持っていた。

　それに、ヨシュアが持っていたバレット・ブレイドは第二世代ネクストタイプ、冬夜たちの使うそれは第一世代プロトタイプらしい。

「って、そんな話はどうでもいいの！　とにかく逃げるわよ。奴はランクＣ程度だけど、暗殺に特化した力を持ってる。油断したらあんたでも……！」

　マーヤがそう言った瞬間──

　冬夜は、肌がざわっと粟あわ立だつのを感じた。即座に、ノアの手を引き、マーヤの腰を掴つかむようにして走り出す。

「あっ!?　ちょ、ちょっと！」

「両手に花ですね、冬夜さん」

「冗談言ってる場合じゃないです、ノア様！」

　そのとき、冬夜がいたあたりに、銃弾が着弾する。曲がりくねった、ほとんど見通しのきかない狭い路地に、どうやって弾丸を命中させてきたのか──

「おい、マーヤ！　おまえは狙そ撃げき者の正体知ってるんだろ、教えろ！」

「お、教えるから腰から手を──」

「いいから答えろ！」

「も、もう……訊きくほうが偉そうに……」

　マーヤは顔を真っ赤にしながら、唇くちびるを尖とがらせた。

「たぶん、狙撃者は〝岡おか田だ以い蔵ぞう〟！　坂さか本もと龍りよう馬まの部下よ！」

「…………っ！」

　冬夜が顔をしかめ、その真横を銃弾が衝撃波をともないながら通り過ぎていく。

　四大人ひと斬きりの一人、岡田以蔵──

　幕末の土と佐さ藩はんに生まれ、武たけ市ち半はん平ぺい太たの手下として多くの暗殺に関かかわったと言われる。その転生となれば、並みの腕前ではないだろう。

　それも、黒い船団シユヴアルツ・フロツテから脱出した直後に現れた坂本龍馬の部下！

「あの野郎の差し金か──！」

　冬夜は、ぎりっと歯は噛がみしながら走り続けた。

　やはり、龍馬はあの場で片付けておくべきだった。いや、どういうわけか龍馬は二人いたが、大男のほうの仕し業わざのように思えてならない。

　まずは岡田以蔵、そしてあの坂本龍馬をなんとしても仕留めなければ──







　美少女二人を両腕で抱えるようにして、犬いぬ神がみ冬とう夜やが路地を駆けていく。

　むやみに走り回っているように見えて、巧妙に壁や曲がり角を盾たてにしている。

「ふうん、なるほど、なるほど。あれが二代目か」

　その様子を──路地の至るところに隠された監視カメラ越しに見ている人物がいた。

　電気街のある場所の、あるマンション。

　その屋上に、デッキチェアとパラソルが設置されている。デッキチェアから伸びたアームには、タブレット端末が取りつけられており、犬神冬夜を追いかけて、次々に映像が切り替わっていく。

「ん？　本物を入れると三代目の土ひじ方かた歳とし三ぞうになるのかにゃ？　ま、いいや。二代目より面白そうだにゃー」

　デッキチェアに寝そべり、タブレットを眺めている人物はにやりと笑った。

「自力で切り抜けてほしいとこだけど、お姫様が一緒じゃ厳しいか。このまま逃げ去られても面倒だしにゃ」

　その人物は、デッキチェア横のミニテーブルからドリンクを取り上げて、ストローで一口飲む。

「しょうがないにゃ。やったるかー」

　それから、手を伸ばしてタブレット端末にタッチした。画面上に現れたスクリーンキーボードを、片手で目にも見えない速度で打ち始める。

「あー、あー、聞こえるかな、土方歳三？」







『あー、あー、聞こえるかな、土方歳三？』

「なんだ……!?」

　冬夜は、走りながらぎょっとした。ポケットに入れたスマホから、突然声が響いたのだ。

　電話に出ていないどころか、着信音すら聞いていない。

　聞こえてきたのは──若い女性の声だった。

『驚かずに聞いて。ま、驚いてる暇なんかないかにゃ』

「なんだ、なんなんだ、おまえは！」

『ちょっと君の電話を乗っ取って、スピーカーモードで話してるだけ。それより、ピンチなんじゃないのー？』

「冬夜さん、まさかこれは……」

　冬夜に手を引かれているノアが、はっとしたような顔になっている。

「確か、電子戦に強い方、でしたよね？」

『はい、お姫様のほうが先に気づいたにゃ。ま、自分の正体なんかはどうでもいいにゃ』

「よくないだろ！　おまえが──山やま南なみ敬けい助すけなのか!?」

『ケイと呼んで、土方歳三』

　電話の向こうから聞こえる声は、あくまでマイペースだ。

　予想はしていたが、また面倒な奴やつか──と、冬とう夜やの頭が少し痛んだ。

『その狙そ撃げきはいつまでもかわしきれない。弾は物理法則をスルーして飛んでくるにゃ。軌道から、狙撃者を捜し出すのは無理だしー』

「それは、わかって──」

　と言いかけた冬夜の頭の横を、また弾丸がすり抜けていく。衝撃波で、首から上が持って行かれそうになった。

「くそっ、なにかわかってるなら教えてくれ！　こっちにはノア様がいるんだ！」

『見えてるにゃー。でも、もっとよく見たいからこっち来てー』

「できればそうしてる！　どこにいるんだ、ケイ！」

　冬夜は怒鳴り返した。一人ならばしばらく鬼ごっこを続けてもいいが、ノアと敵の大将を連れたままでは、そうもいかない。

『君たちがいる路地から南西に百五十メートル、ああ、どんどん離れていくにゃー。とにかくその位置にある六階建ての茶色いマンション、その屋上。そこの萌もえ萌もえな銀髪っ子なら玄関を通らずに来られるんじゃないかにゃ？』

「マーヤ！」

「あたしはタクシーじゃないのよ！」

　文句を言いつつ、マーヤは冬夜の顔を見つめてきた。

　そして、次の瞬間にはまた身体からだが浮遊する感覚──

「うおっ！」

　今度は、かろうじて着地に成功する。ノアとマーヤも同じく冬夜の両隣に立っている。

「ここは……」

「はい、ようこそにゃー。ホントはあまり歓迎したくないんだけど」

「…………！」

　冬夜は、ノアをかばいつつ、声がしたほうに目を向ける。

　そこには、パラソルとデッキチェアが置かれ、まるでプールサイドのようだ。デッキチェアから伸びるアームの先にタブレット端末が取りつけられている。

　そのそばにはミニテーブルが置かれ、小さな可愛かわいらしい人形がいくつか飾ってある。

「……おまえが、山やま南なみ敬けい助すけか」

「ケイでいいってば。本名も好きじゃないけど、あからさまな男の名前もやだにゃー」

　リンカーは過去の英雄の転生とも言える。だが、沖おき田たのように性別が異なることも珍しくない。

　山南敬助もそのパターンらしい。

　デッキチェアに横になっているのは──冬夜とほぼ同年代と思わしき少女だ。

　赤い髪を肩まで伸ばし、整ととのった顔立ちにはどこか幼さが残っている。

　女性にしては長身で、身体はすらりと細い。だが、胸だけは大きくふくらんでいて、圧倒的な存在感を放っている。

　どういうわけか頭にはネコミミをつけ、尻しりからはしっぽまで出ている。

　それになにより──

「なんで水着なんだ!?」

「副長さんは、隊士の服装までチェックするのかにゃ？」

　山やま南なみは、にやりと笑いながら言った。

　そう、彼女はなぜかフリルのついた水着姿だった。柄はストライプ、ビキニタイプで、下にはスカートをはいている。

　第だい弐に京都は一年中春が続いている。基本的にあたたかな気候なので、街には半はん袖そで姿もよく見かけるが、水着姿は珍しいなどというものではない。

「これが楽なんだにゃー。自分、体温高いしー」

　山南は、勢いをつけて立ち上がった。その弾みで、大きな胸がぷるんと揺れる。

「それで、山南──ケイさん。あなたは、こんなところでなにを？」

「ここはいい街だからにゃー。パソコンのパーツもすぐに揃そろうし、漫画も円えん盤ばんもゲームもフィギュアもなんでも売ってるし。自分には夢の街だにゃー。むしろ、自分のためにつくられた街かと思ったー」

　推測するに、山南はただの電子情報戦のエキスパートというだけでなく、オタク趣味も持ち合わせているようだ。












「……なかなかいい性格をしているようですね、ケイさん」

「お姫様も、思ったより砕けた性格にゃー。そのほうが可愛かわいいー」

　山やま南なみは、あまりノアを敬うやまっていないのがありありと伝わってくる。というより、誰に対してもこんな態度なのだろう。

「ところで、土ひじ方かた歳とし三ぞう。君は、魂源アニマを知ってるにゃ？」

「は？　当たり前だろ」

　魂源とは、リンカーが繋つながった過去の英雄の魂──その性質を形作るもの。

　言い換えれば、英雄の生き方そのもののことである。

　たとえば、織お田だ信のぶ長ながの魂源は〝天てん下か布ふ武ぶ〟。征服と支配を目指す強い衝動と、それを可能とするカリスマ性や知略が宿っている。

　冬とう夜やの、土方歳三の魂源は〝鬼〟である。

　魂源があるからこそ、リンカーたちはある程度前世をなぞるかのような性格、行動を示すことが多い。

「自分たちリンカーは、魂源に動かされてしまう。それは、人間を大きく超えた力の代償とも言えるにゃー。さてさて、織田信長の転生がこの国を奪ったのは彼自身の意志だったのでしょうか？　それとも前世の魂の操り人形になった結果でしょうか？」

「リンカーは意志を持った人間です。自分が望まないことに命を懸けるほど、人の意志は弱くありません。もちろん、義ち父ちも──」

　ノアは、即座に毅き然ぜんとした態度で反論する。

　冬夜は、ノアが義父である信長をどう思っていたかは知らない。だが、これまでの彼女の態度から察するに敬意を持っているように感じる。

「そうだにゃ、一いち概がいにどうとは言えないかもしれない。ただ──」

「あのね、あたしさっきから言ってるんだけど、おしゃべりしてる場合じゃないのよ」

　マーヤが険しい目をして、口を挟んでくる。

「いい？　岡おか田だ以い蔵ぞうの銃牙フアングは、〝遠隔透視クレアボヤンス〟。バレット・ブレイドに装着したスコープ越しに、壁だろうが地面だろうが透とう過かしてその向こう側を見ることができるのよ！　自分の周囲二キロ以内に限定されるけど、効果範囲としては充分すぎるわ」

「……まあ、そんなとこだろうな」

　なかば予測していたので、冬夜は驚かなかった。透視でもしていなければ、これまでの執しつ拗ような狙そ撃げきに説明がつかない。

「けど、それだけじゃないよな？　たぶん、もう一つ──」

「ええ、岡田以蔵は〝二つ持ちダブル〟よ。あいつのもう一つの銃牙は〝軌道操作トレーサー〟。発射した弾丸を誘導して確実に標的に命中させる能力よ。ただし、土方がやったみたいにギリギリでかわされると制御を外れるわ」

「二つ持ち、ね……厄介だな」

　たとえば、遠隔透視と近距離を攻撃する能力のセットならば、対処は難しくない。だが、岡おか田だ以い蔵ぞうの能力は互いに補い合い、一つ一つの能力の効果を最大限に引き伸ばしている。

「そういうあなたも、二つ持ちダブルだけどね」

「ん？　あれ、そうか？」

　冬とう夜やは、マーヤの言葉にきょとんとしてしまう。

「牙が竜りゆうだけじゃないわ。追い込まれるたびに力が増す能力──〝悪あがきの勝利ラスト・スタンド〟もバレット・ブレイドの銃牙フアングよ」

「……なんだか俺のことを、俺より知ってるみたいだな」

「そ、そんなことはどうでもいいでしょ！」

　マーヤは、ぷいっと横を向いてしまう。

　それにしても、と冬夜は苦笑する。〝悪あがきの勝利〟とは、また身みも蓋ふたもない能力名だ。だが、しっくり来るような気もする。

「まあでも、問題はそこなんだにゃー」

「……ケイさん。わたしには、あなたが言いたいことがわかりません」

「すぐにわかるよ、お姫様。そう、あと五秒で。四、三、二、一──」

「…………っ！」

　冬夜は、一瞬のうちに駆け出していた。

　マンションの屋上に、突如として黒い影が現れ、山やま南なみの背後から襲いかかって──

「……冗談、だろ！」

　冬夜はカネサダを発現させ、その影が振り下ろしてきた刃やいばを受け止めていた。

　襲いかかってきた影は──白い髪を伸ばした、野人のような風ふう貌ぼうの若い男だった。

　異様に眼がん光こうが鋭するどく、凍りつくような殺気を放っている。

「凄すごい目だな……まるで獣だ」

「黙れ、狼ヴオルフ」

　冬夜と野人──いや、岡田以蔵は鍔つば迫ぜり合あいをしつつ、殺気を向け合う。

「いいや、黙らせるのは──俺だ！」

　冬夜は斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを振り、岡田以蔵を背後へ飛ばす。

　岡田以蔵は体勢を崩すことなく、屋上の縁へりに静かに着地する。

「さあ、これでわかったにゃ！」

　と、唐突に山南が甲高い声を上げた。

「これほどまでに暗殺に特化した能力を持ちながら、それでも獲物に近づいて後ろから背中を叩たたき割わる！　自分の手で直接、肉と骨を断つ感覚を楽しまずにはいられない！　もちろん言うまでもなく、岡田以蔵の魂源アニマは〝暗殺〟！」

　山南の言葉は、これまでのようなナメきったものではなかった。

　一本芯しんが通った、胸の奥にまで響き渡るような声。

　冬夜は、山南のふざけた態度は、彼女の仮面でしかないように思えてきた。

「山南敬けい助すけ……くだらん演説などいらん。貴様は死ね。すみやかに──死せ」

　岡おか田だ以い蔵ぞうの鋭するどい眼がん光こうが、まっすぐに山やま南なみに向けられている。

「まさか、岡田以蔵……おまえの標的は、山南なのか？」

「あったり前だにゃ。今日、土ひじ方かた歳とし三ぞうとお姫様が来るなんて誰も知らなかったんだから。二人はたまたま見つかっただけで、これまでの狙そ撃げきは、ここに近づいてくる前のフェイントだにゃ。普通に近づいてきたら、自分は監視カメラで気づいちゃうからにゃー。まあ、あわよくば土方も仕留めたかったんだろうけど」

　山南は、とんでもない話をさらりと言った。

「自分に近づいてきてたのは、芹せり沢ざわ鴨かもだけじゃないにゃ。もう一組、別の勢力が自分を探ってたのはお見通し。情報を探るってことは、自分たちの情報をさらすってことでもあるんだからにゃ」

「黙れ、山南。俺はおまえを殺す。それだけのことだ」

「うにゃにゃー、ずいぶんと殺伐としてるにゃあ」

「これ以外に生きる道を知らん。信じた主あるじに裏切られ、見捨てられ、死後に栄誉を与えられることすらなく、闇やみに堕おちた魂を──救ってくれたあの男のために、殺す」

「……冬とう夜やさん、あの方、ずいぶんとなりきっています」

　ノアが、ぼそりと言った。

　冬夜も、気づいていた。以前にノアを襲った吉よし田だ松しよう陰いんは、史実の松陰の言葉を引用したりと、かなり本人になりきっていたが──この岡田以蔵も同じ雰囲気だ。

　岡田以蔵は、主として崇あがめた武たけ市ち半はん平ぺい太たに見捨てられたとも言われている。武市を含めて命を落とした土と佐さ藩はんの維新志士たちは死後に栄誉を得たが、岡田以蔵は数少ない例外だった。

「なりきってるというより……融合が進んでしまっているのよ」

「融合？」

　冬夜は、マーヤに聞き返す。

「リンクした魂に本人が呑まれかかっている。彼には本当の名前があるはずよ。けど、それすら忘れてしまうほどに、英雄の魂が彼自身の魂を侵食しているの。乗っ取り、と言ったほうが正確かもね」

「そんなことが……あるのか……」

　冬夜にも、土方歳三の魂が宿っている。おそらく、兄である犬いぬ神がみ夏なつ緒おの魂も。

　彼らの影響を受けてはいても、土方や夏緒と自分が別人であることは断言できる。

「あるのよ。本人の魂が絶望に沈みきったときなんかに──起きるらしいわ」

「絶望……」

　冬夜は、あらためて岡田以蔵の顔を凝視する。まともとは言えない目つきだ。

「要するに、絶望して岡田以蔵の魂につけこまれて、坂さか本もと龍りよう馬まに利用されてるってことか。情けない奴やつだな……！」

「俺の絶望もどうでもいい。だが、俺はもう二度と主は持たない。誰かに仕えて自分を殺すことはしない。それでも──救ってくれたあの男のために、居場所を与えてくれた友のために、山やま南なみ敬けい助すけ、おまえを殺す！」

「こりゃ、龍りよう馬まに心酔しきってるな。あいつの人物像が、見えてきた気がするよ」

　冬とう夜やは、つぶやいた。坂さか本もと龍馬はフィクションによってイメージをつくられてきたが、実際に尊敬に値する好人物であったことは確かなようだ。

　回かい天てんに乗り込んできたあの大男も、そのイメージどおりの人物なのかもしれない。

　凶暴な獣のような岡おか田だ以い蔵ぞうも、上う手まく手なずけてしまっている。

「なかなか有益な情報だったよ。じゃ、そういうことで消えろ、岡田以蔵」

「貴様も邪魔をするなら殺すだけだ、土ひじ方かた歳とし三ぞう！」

　岡田以蔵は、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを振り下ろしてきた。冬夜も斬撃モードで、その刃やいばを弾はじき返かえす。霊子スピリアの刃がぶつかって轟ごう音おんを上げ、白い光がぱっと飛び散ちる。

「山南！　おまえも下がってろよ！」

「……そうなんだにゃー、自分は霊子の力が頭脳の強化に多めに回ってるからにゃー。戦闘能力は、普通の人間よりマシってくらいなんだよ」

「余計なことは言わなくていい！」

　冬夜は、岡田以蔵と刃をぶつけ合いながら叫ぶ。

　確かに、山南はわずかな動作を見ただけでも、さほどの強さは感じなかった。素人ではないにしても、冬夜には及ばないだろう。

「貴様もそれ以上口を利くな、土方ぁぁぁぁぁっ！」

　岡田以蔵はバレット・ブレイドを銃装転化バレル・ターンさせ、銃じゆう口こうを真上へと向け、立て続けに数発放った。

「なんだ……!?」

　冬夜は、目を見開いた。岡田以蔵のバレット・ブレイドは狙そ撃げき銃タイプだが、連射も利くようだった。

　虚こ空くうへ放たれた弾丸は、数十メートル飛んで唐突にターンし、冬夜めがけて落下してくる。

「くっ！」

　冬夜は後ろに跳んで、数発の弾丸をギリギリのところでかわす。

　弾丸はすべて屋上の床に激突し、大穴を空けつつ煙を舞い上げていく。

「めくらましか！　せこい手を──！」

　冬夜は、一瞬たりとも判断を迷わなかった。岡田以蔵の狙ねらいが山南であることをわかっていても、万が一の可能性を考えて、ノアのそばへと走った。

　あくまで、冬夜が最優先に守るべきは結ゆう城きノアなのだから。

「ノア様っ！」

「冬夜さん、あれ──！」

　冬夜が背中にかばったノアが、煙の中で動く影を指差した。

　影の形だけで、はっきり確信できた。

　今まさに、岡おか田だ以い蔵ぞうがバレット・ブレイドを山やま南なみに向けて振り下ろそうとしている。

　冬とう夜やはバレット・ブレイドを銃装転化バレル・ターンさせ、岡田以蔵を狙ねらうが間に合わない。マーヤは崩れた床の上で、尻しり餅もちをついている。

　岡田以蔵の暗殺剣が、山南の華きや奢しやな身体からだに食い込んで──

「暗殺っていうのはね──バカの所しよ業ぎようだにゃ。暗殺で歴史は動かないにゃ！」

　そう思えた瞬間、山南は両手を伸ばし、岡田以蔵の刃やいばを掴んでいた。

　いや、一瞬のうちに指先で次々に刃に触れて──

「なっ……!?」

　岡田以蔵が、ぎょっとして目を見開いた。彼が握にぎっているバレット・ブレイドが、数個のパーツに分解され、空中に散ちらばったのだ。

「バカな、これは──！」

「自分の専門は解析。機械もデータも、どっちもＯＫ！　航空機のエンジンだろうが、量子暗号だろうが、バラせないものはないにゃ。ギミックだらけ、継ぎ目だらけのバレット・ブレイドの構造なんて、一目見ただけですべてが──わかる！」

　山南は不敵に笑うと、胸元からバレット・ブレイドを取り出した。驚いて固まっている岡田以蔵に向けて、無造作に数発撃うつ。

「きっ、貴様っ……！」

　岡田以蔵はすべての弾丸をまともに食らってしまい、Ｄ結界でもガードしきれず、派手に後ろに吹き飛んでいく。

「あーあ、やっぱり自分のバレット・ブレイドじゃ威力が足りないにゃ。じゃ、あとはよろしく、副長様」

「……いいんだけどさ」

　冬夜は、ぼやきながら、煙の中を吹き飛んでいく岡田以蔵に照準を合わせ──一秒だけチャージした牙が竜りゆうを放った。

　銃じゆう口こうから迸ほとばしった白い光が、岡田以蔵のＤ結界と衝突して雷らい鳴めいのような轟ごう音おんを鳴らし、そのまま空間の歪ゆがみを突き破やぶり、彼の胸の中心を見事に貫つらぬいていく。

「坂さか本もと……さんっ、すまないっ……！」

　岡田以蔵は、胸を貫かれた勢いでさらに吹き飛び、マンションの下へと落ちていった。

　冬夜は牙竜を放ったバレット・ブレイドの銃口を上げ、煙を上げる弾倉をリリースする。

　牙竜は一発で残弾すべてを消滅させてしまうのだ。だが、弾倉を交換する必要はないだろう。

　岡田以蔵は、仕留めた。冬夜はトドメを刺しただけだ。

　バレット・ブレイドを素手で解体するという離れ業をやってのけた、山南敬けい助すけ──

　電子情報戦のプロというだけではないらしい。わざわざ、龍りよう馬まが岡田以蔵を放って殺しにきたのも頷うなずけるというものだ。

「あーあ、アジトがめちゃくちゃだにゃー。やってくれたよ、岡おか田だ以い蔵ぞう」

「……なんか、恐ろしくゴタゴタしたけど、山やま南なみ。俺が言いたいことはわかってるな？」

「ケイだってば。うーん、自分は頭が悪いからよくわかんないにゃー」

「冗談言ってると、一発くらわしてでも連れて行くぞ」

「……あーんもう、鬼の副長なんだにゃー。わかった、わかったよ。こうなるから、新しん撰せん組ぐみとは距離を取りたかったんだよ」

　山南は、崩れかけた床に転がったフィギュアを取り上げ、悲しそうな顔をする。

「ケイさん。そもそも、あなたはなぜ政府から逃げ出したのですか？」

　ノアが一歩前に出て問いかける。

「研究所勤めは退屈だったからにゃー。それに、いつか新撰組に連れて行かれるのは間違いなかったしねー」

「新撰組に入りたくない理由でもあるのか？」

「……笑わないで聞いてほしいにゃ」

　山南は、少しばつが悪そうな顔をしてから──

「新撰組に一度入っちゃったら、がんじがらめにされて、もう自由じゃなくなるからにゃー。自分の魂源アニマは──〝節せつ義ぎ〟なんだにゃ」

「せ、節義……？」

　冬とう夜やは、我が耳を疑ってしまった。

　史実の山南敬けい助すけは親切で、筋を通す男だったらしいが……。

「言いたいことはわかるにゃ！　でもそうなんだにゃ！　一度新撰組に入っちゃったら、あんたらがどんなバカだろうと、最後まで付き合うしかなくなるんだにゃーっ！」

「……それがイヤで逃げてたのか」

　目の前にいる少女は義理や筋とは無縁に見えるが、山南が言っていることに矛盾は見当たらない。

「ですが、坂さか本もと龍りよう馬まにも狙ねらわれているのです。あの分解の技があっても、あなた一人では刺客を抑えきれないでしょう。ケイさんの能力は、新撰組の中にいてこそ最大限に働くのでは？」

「……姫様、わかりきったことをズバリと突きつけてくるにゃー。そうだよ、そのとおり、もうやるしかない！」

　山南は、くるりと身体からだを一回転させて、冬夜のほうを向いた。

　そして、びしっと敬礼する。

「山南敬助、新撰組に加えていただきます！　専門は電子情報戦、得意分野は解析。戦闘はちょっぴり苦手！　身長一六七センチ、体重は謎なぞ、スリーサイズは上から92、58、88！　歳としは今年十二歳！」

「いや、スリーサイズまでは言わなくても……ん？　おまえ、最後におかしなこと言わなかったか？」

　冬とう夜やは、苦笑しかけてから、また首を傾かしげた。

「へ？　ううん、言ってないと思うにゃ」

「い、いえ、言ったわよ。あたしも山やま南なみ敬けい助すけのことは詳しくないけど──ちょっと待って、十二歳ってことは……今年、小学六年生!?」

　ずっと黙っていたマーヤが口を挟んでくる。ノアもきょとんとしたままだ。

「そうだけど、なにか？」

　山南は心の底から不思議そうな顔をしている。

　冬夜は、彼女が冗談だと言うのを待っていたが、その言葉は期待できそうになかった。

　どう見ても女子高生、下手をしたら女子大生にも見えそうな外見なのに、十二歳。

　これは──新しん撰せん組ぐみにいろんな意味での火種が持ち込まれることになりそうだった。






　　２章　姫君、二人






　白はく桜おう宮きゆうには、今日も静かに桜が舞っている。

　まるで雪のように、花びらがひらひらと落ちてくる。

　現在も拡張工事が続けられている白桜宮の北西に、ひときわ大きな桜があちこちに散ちらばるようにして植えられている区域があった。

　そこは、白桜宮の大臣や上級官かん僚りようですら立ち入ることを許されない。

　桜吹雪の中に、ひっそりとまぎれるようにして一軒の家が建っている。

　二階建ての日本家屋風のつくりで、豪華ではないものの、上品なたたずまいだ。

　家の位置も、わずかな木々と岩、池がある庭も、周りの桜にあわせてつくられているのがわかる。質素でありながら、調和を考えて建造された美しい家だった。

「いい家だなあ。なんか落ち着く」

「あはは、トーヤにお家のわびさびとかわかるの？」

　玄関のすぐ前に、冬夜と沖おき田たが並んで立っている。

　二人とも新撰組の制服姿で、少しだけいつもより小こ綺ぎ麗れいだ。

「お待たせしました」

　そんな声とともに、玄関の引き戸ががらりと開いた。

　家の中から出てきたのは、ドレス姿の結ゆう城きノアだった。冬とう夜やたちに、優ゆう雅がに一礼する。

「ようこそいらっしゃいました、冬夜さん、沖おき田たさん。それに──」

　ノアは顔を上げ、冬夜たちの背後に目を向けた。

「近こん藤どう局長、ケイさんも。ああ、ケイさんはなんというか──素敵なお召し物ですね」

「にゃはは、それほどでもー」

　冬夜たちの後ろには、新しん撰せん組ぐみ局長の近藤勇いさみと、つい数日前に入隊したばかりの山やま南なみ敬けい助すけがいる。

　近藤はいつもどおり、きっちりと制服を着込んでいるが、問題は山南だった。

　新撰組の黒い上着の下は──ふわふわしたデザインのビキニだけだ。シャツもスカートも身につけていない。

　山南は既に新撰組の全隊士に紹介済みだが、この格好で登場して全員のドギモを抜いた。

　ついでに、年齢を明かすことで、二段構えのサプライズを提供することに成功している。

　この、長身でグラビアアイドルのようなスタイルの美女が十二歳というのは、冬夜も未いまだに信じられないが。

「あの……ノア様、もしかして、山南は入れませんか？　こんな格好ですし……」

「我が家は義ち父ちの方針で、おおらかですので。みなさん、遠えん慮りよなくどうぞ」

　ノアはにっこり微笑ほほえんだ。

　そう、ここは白はく桜おう宮きゆうの主あるじ、結城ノアの私し邸ていなのだ。

「──最後のお一人も揃そろったようですしね」

「お邪魔させてもらうわ、結城ノア」

　その声に、瞬時に近藤と沖田が反応して警けい戒かい態勢に入る。

　しかし、声を発した人物──マーヤはすまし顔をしている。

　胸元が開いていて豊かな二つのふくらみを強調し、スカート丈の短いワンピースにマントを羽は織おった格好だ。

　今日、新撰組隊士がノアの自宅を訪ねたのは、もちろん遊びに来たわけではない。

　ここで、ノアとマーヤの非公式会談が開催されるのだ。







　四人の新撰組隊士たちとマーヤが通されたのは、二十畳じようほどの居間だった。

　物はほとんどないが、ここも上品で落ち着いた雰囲気だ。部屋の中央には、ケヤキの大きな座ざ卓たくがある。

　冬夜と近藤が座卓の前に並んで座り、距離を置いて縁えん側がわには沖田と山南がいる。

　部屋の隅に座っているマーヤは、アウェイであるにもかかわらず、すまし顔のままだ。

　ノアは、座卓を挟んで冬夜と近藤の正面に座っている。

「……意外と質素、と思われてるでしょう？」

　そのノアが口火を切った。マーヤが同席していることで、誰もが黙り込んだままだった。

「え、ええ。でも落ち着いていて、いいお住まいですね」

　やむなく冬とう夜やが答えた。近こん藤どうは無口だし、沖おき田たと山やま南なみはなにをしゃべるかわからない。

「ありがとうございます。義ち父ちは合理主義者でしたから。広い家なんて住みにくいし、警備も大変なだけだと」

「外は警察ががっちり固めてましたけど、中は少ないようですね？」

「わたしの世話係を兼ねた女性警官が二人だけです。義父は常に凄すご腕うでのリンカーを護衛につけてましたけど」

「ああ、俺もニュースとかで見たことあります」

　ＴＶで見かける信のぶ長ながの横には、常に色黒の大男がいた。名前は公開されていなかったらしいが、冬夜は子供心に怖そうだと思ったことを覚えている。

「自宅では警官二人で充分なんです。ちなみに、わたしが自宅でお客様をお迎えしたのも初めてです。ちょっと緊張してしまいますね。わたし、なにか間違ってませんか？」

「初めて、ですか……い、いえ、なにも問題はないかと」

　冬夜は慌てて答えた。

　やはり──ノアは孤こ独どくの影を引きずっている。

　いくら特殊すぎる身分といっても、自宅に客を招いたこともないとは。

　彼女は、この広いとは言えない家で、護衛と世話係に囲まれて静かに暮らしている。

　それは、決して彼女が望んだ暮らしではない──冬夜にはそう思えてしまう。

「ですか。おかしなことをしても笑わないでくださいね」

　ノアは、なんだか楽しそうだ。あくまで目的はマーヤとの会談であっても、客が来てくれたことが嬉うれしいのだろう。

　冬夜の胸は、ずきりと痛んだ。彼女は、こんな些さ細さいなことで喜びを感じてしまっている。世の中には、もっともっと楽しいことがいくらでもあるのに──

「ああ、前置きが長いですね。そろそろ話を進めましょうか？」

「はい、姫様。まずはあらかじめお話しさせていただいていた件を。おい、山南」

　今度は近藤が口を開き、山南を促うながした。

「はいはいにゃー」

　山南は上着の前を合わせ、座ったまま、膝ひざで前に進み出る。

「新しん撰せん組ぐみ隊士、山南敬けい助すけ。正式に総長に就任しました。今後は誠心誠意、命を懸けて白はく桜おう宮きゆうに、結ゆう城きノア様にお仕えいたします」

　ぞくっとするような丁寧な口調で言うと、山南は完かん璧ぺきな動作で一礼した。

　こういうところも、まったくもって十二歳らしくない。

「ご活躍を期待してます。ところで、総長ってなにをする仕事なんですか？」

「史実の山南も総長だったけど、局長と副長のサポートで、指揮権はないって感じかにゃー。自分もだいたいそんな感じー」

　いつもの口調に戻って、山南は言った。姫君に対して失礼極まりないが、言っても直るものではない。冬とう夜やもさほど礼儀をわきまえていないので、強くも言えないのだ。

「屯所ホームの電算室の責任者になったから、そっちがメインかにゃー。ウィザード級のハッカーが束になっても穴一つ空けられないプロテクトを組んじゃうよー」

「よくわかりませんが、怖そうですね……」

「あ、アメリカとドイツの中ちゆう枢すうに入れるようにバックドアをつくっとこうか。あの二国も、リンカーンとビスマルクのリンカーのせいでメチャクチャ荒れてるけど、こっちにちょっかい出してくる可能性もあるからにゃー」

「やめてください！　露ろ見けんしたら戦争になります！」

　珍しく、ノアが焦っている。山やま南なみの場合、本気で二大超大国の中枢コンピューターをハッキングしかねないから、当然だ。

「ちぇ、残念。じゃ、自分の用事はこれで終わりにゃー。姫様、ご飯出してー」

「おい、おまえな……！」

「いいんですよ、冬夜さん。それでは、お願いします」

　ノアが苦笑して、ふすまの向こうに呼びかける。即座にふすまが開き、世話係の女性警官二人が、大きな盆に載のった料理を運んできた。

　今はちょうど、お昼時。昼食をごちそうしてもらえることになっていたのだ。

「わー、うなぎだ、うなぎだ。うなぎ大好きにゃー」

　運ばれてきたのは、重箱に入ったうな重だった。冬夜は、かしこまった懐石料理などが出てきたらと不安だったので、正直安心してしまった。

「ふふ、冬夜さん。ずいぶん、ほっとされてるようですね」

「あ、いえ、これは……」

「また義ち父ちの話で恐縮ですが、あの方もコース料理などは好まなかったんですよ。気が短いので、ちまちま料理が出てくるのが面倒だったようで」

「なるほど、いやでもこれは本当に美お味いしそうです」

　うなぎはふっくら、タレの香ばしい香りがする。ご飯もつやつやで、肝きも吸すいと漬け物もついている。冬夜のサイフではまず食べられない高級うなぎだろう。

「おおっ、これは豪華だね。トーヤ、今日はついてるよ！」

「あ、沖おき田たさんには特別な料理をご用意してます」

「えっ、なになに？」

　目を輝かせる沖田の前に、女性警官が料理を並べていく。

「ケチャップライスとハンバーグです。目玉焼きも載せてますよ」

「わーい、ケチャップライスに旗が立ってるー…………って、バカにされてる!?」

「え、ダメなんですか？」

「トーヤ！　姫様、私を子供扱いしてるよ！　十四歳なのに！」

　沖田は、なぜかノアではなく冬夜に文句を言ってくる。

「ですか、やっぱりおかしなことをしてしまいました？」

「してしまってるよ！　ああもう、天然って怖い！」

「確かに、天然うなぎですが……怖いんですか？」

「だから、そういうとこが──」

　そのとき──不意に、ぐうーっと間の抜けた音がした。

　全員が一斉にそちらを向く。

「あ、あたしじゃ……そうよ、あたしよ！　お腹なか空いてるの！」

　マーヤが一瞬否定しかけ、ごまかせないと思ったのか、真っ赤になって逆ギレする。

「しょ、しょうがないでしょ！　うなぎって……初めて見たんだし！　すっごく美お味いしそうな匂においするし！　お腹も鳴るし、ヨダレも出るわよ！」

「……そうですね、いただきましょう。冷めたら、つくってくれた人に悪いです」

　ノアは、静かに言った。

　奇妙に思ったのは冬とう夜やだけではないだろう。うなぎは、どこのスーパーでも普通に買える。見たこともないなど、普通ではない。

　そういえば、と冬夜は思い出した。以前にマーヤは小さな女の子と一緒にクレープを食べていたが、それも初めてのようだった。

　この少女はどんな世界から来たのだろう──

　冬夜は、今さらながらそんなことが気になってしまった。







　全員がうなぎを綺き麗れいにたいらげ、昼食は終わった。

　沖おき田たにもあらためてうなぎが運ばれ、マーヤも初めてのうなぎを気に入ったらしく、食事の間は終始和なごやかだった。

　高貴なお姫様と、敵である少女が一人いるとは思えないほどに。

　美う味まい食事の前では、誰もが立場さえ忘れてしまう。

　冬夜にも、久しぶりに心和める時間だった。

「では、本題に入りましょうか。マーヤさん」

「その前に、二つ」

　マーヤは、ぴっと指を二本立ててみせる。

「とても美味しかったわ。この食事を出してくれたあなたと、料理人に感謝します」

「どういたしまして」

　ノアは嫌いや味みではなく、笑顔で応こたえる。

「それと──」

　マーヤは、すっと後ろに下がってから畳たたみに両手をつけて頭を下げた。

「黒い船団シユヴアルツ・フロツテが第だい弐に京都を砲撃したことは、本当に申し訳なく思ってます。亡くなった方々に、心からのお悔やみを。謝っても許されることではないでしょうけど……」

「……マーヤさん。あなたの気持ちはわかりました」

　ノアは、毅き然ぜんとして言った。

「あなたが嘘うそを言っていないことも理解してます。ただ、亡くなった方々に代わって、許しを与える権限はわたしにはありません。ですが──あなたのお話を聞くことはできます」

「……ええ、それでいいわ。謝ったのは、あたしが自分の心にケリをつけたかっただけだもの。勝手なことをして、勝手に謝罪してるだけ。でも、ありがとう」

　マーヤは顔を上げ、少し悲しそうな顔をした。

「あたしも、すべてを話せるわけじゃない。いいえ、話せないことのほうが多いわ。それでも、これから話すことは、あなたたちにとって大事なことのはずよ」

　そう言うと、マーヤはてのひらサイズ、正方形の板きれのようなものを出した。冬とう夜やは前にもそれを見たことがある。

　スマホのようなものらしい。この時代のものより、はるかに高性能のようだが。

　マーヤが端末を操作すると、空中に小さなウィンドウのようなものが現れた。投射型ディスプレイらしい。

　ウィンドウは30インチほどの大きさになり、全員から見える位置に移動した。

　アプリが立ち上げられ、動画がスタートする。

「これよ。見て」

「船の甲板か……回かい天てん、だな」

　冬夜たち新しん撰せん組ぐみ隊士には、よく見知った船だった。

　十数年前、バレット・ブレイドを満載して東とう京きよう湾わん上空に現れた謎なぞの船。

　ヨシュアによると、彼らが来たのとはまた別の時空からやって来たという。

　生前の織お田だ信のぶ長ながの指示で、修復と改造が進められていたが、まだ艤ぎ装そうも済んでいない段階で進水させ、黒い船団シユヴアルツ・フロツテへと突撃させた。

　先日の戦闘で一部が破損してしまったため、今は第だい弐に京都の京きよう都と湾わんに浮かべられ、修復作業中のはずだ。

「これは──正確には、あたしたちの時空の回天よ」

「マーヤたちの……って、おい!?　これ、別の時空の映像なのか!?」

「そうよ」

　マーヤは、さらりと言い切った。

　この世界とは別の次元、別の時間に存在する──マーヤたちがいた世界。

　さすがに、そんなものの映像を見せられて驚かないほど、冬夜も肝が据すわっていない。

「つまり、この回天は、京都湾にあるアレとは別物ということですよね？」

　ノアも納得しづらいのか、あらためて確認する。

「ええ、あたしたちの時空では回天は白はく桜おう宮きゆう近くにオブジェみたいに置かれてるの」

「オブジェ……」

　冬夜は首を傾かしげつつも、納得する。

　この時空でも、回天の修復作業は白桜宮近くの地下施設で行われていたという。

　空飛ぶ船なのだから、水辺に置いておく必要もない。それほど違和感のある話でもなかった。

「あたしたちの時空では、回かい天てんはあの無む謀ぼうな接舷攻撃アボルダージユは仕掛けてないし、実戦にも参加してない。黒船のプロトタイプとして実験的な運用がされただけ。その実験に──山やま南なみ敬けい助すけ、あなたも参加していた。ソフト面の専門家としてね」

「そうみたいだにゃー」

　ディスプレイ内の動画に、一人の少女が現れた。長身でスタイル抜群、白衣の下に水着という格好だ。タブレット端末を操作しながら、甲板をウロウロしている。

　よく見るまでもなく、山南敬助だった。

「なるほど、なるほどー……水着に白衣も悪くないにゃー」

「おまえ、その格好もギリギリだからな」

　冬とう夜やは、感心している山南をじろりと睨にらむ。水着に白衣などで、屯所ホーム内を出歩かれてはたまらない。一応、制服を着ているから今の格好は見逃しているのだ。

　こちらの時空の山南は、まだマシということらしい。

「あなたの、そのハレンチな格好はどうでもいいわ。それより──すぐよ」

「すぐって……なっ!?」

　突如として、甲板に四人の人間が躍おどり込こんできた。全員が、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを構えており──

　容赦なく、山南の周りを取り囲むようにして襲いかかり、同時に四本の刃やいばを振り下ろした。山南はそのうちの一本を分解しながらも──残り三本の刃をまともに受け、血を噴き出しながら、倒れていく。

　音声はないので、悲鳴は聞こえなかった。いや、悲鳴を上げる暇もなかったかも──

「おおお、あれは死んだにゃー」

「おい！　感心するところか!?」

「でも、自分が死ぬところなんて、なかなか見れないにゃ？」

「そりゃそうだろうけど……」

　冬夜は言葉を失ってしまう。別の時空だろうと、見知った顔が死んでいくのを観みるのは、気分のいいものではない。

「映像はここまで。四人の顔はよく見えないけど、あとの調査で犯人ははっきりしてる。幕末の四大人ひと斬きり、岡おか田だ以い蔵ぞう、田た中なか新しん兵べ衛え、河かわ上かみ彦げん斎さい、中なか村むら半はん次じ郎ろう──そのリンカーたちよ」

「……わかってる」

　冬夜は頷うなずく。たまたま、角度がよかったのか一人だけ顔が見えた。間違いなく、山南を襲ってきた岡田以蔵だった。本当に四大人斬りが手を組んでいるとは──

「人斬りたちは、なぜ山南総長を？」

　近こん藤どうが、静かに訊きいた。

「彼らに意志なんてないわ。いえ、自分の意志で彼のためにやっている、と思い込まされている」

「……龍りよう馬まか」

　冬とう夜やは、岡おか田だ以い蔵ぞうの異常性には気づいている。自分の意志で龍馬を助けている、というようなことを言っていたが、ものを考えているとは思えなかった。

「山やま南なみ敬けい助すけは強力なリンカーよ。組織と連携すれば、彼女一人で万の軍団にすら匹ひつ敵てきする。このネット社会で暗号を自在に解読できるっていうのはそういうことなの」

「いやー、それほどでもあるにゃー」

　山南は、まったく照れた様子もない。

「だからこそ、坂さか本もと龍馬には脅威なの。いえ、奴やつは新しん撰せん組ぐみと正面からぶつかりたいのね。撃うち合うこともなく敵戦力を削そげる山南は、もっとも邪魔なんでしょう」

「それで、四大人ひと斬きりを一気に送り込んで確実に仕留めた、か。白はく桜おう宮きゆうで襲ってきたことといい、よほど使い勝手のいい連中なのだな」

　近こん藤どうは腕組みして唸うなっている。

「一人は、冬夜さんとケイさんが仕留めてくれました。残りは三人。マーヤさん、ケイさん暗殺がいつ起きるかわかるのですか？」

　ノアが、ぼそりと口を開いた。

「あたしたちの時空と、この時空は近似とはいえ、ズレがある。日付や時刻を言っても、ほとんど意味がないのよ」

「……別の時空から来たというお話が信じにくかったのですが……そもそも、あなたたちは未来から来たそうですが、具体的に今から何年後なのですか？」

「ズレがあるから、断言はできないけど……せいぜい十五年前後といったところね」

「十五年？　そこまで先でもないんだな」

　冬夜は、思わず口を挟んだ。なんとなく、もっと遠い未来から来たのかと思っていた。

　投射型ディスプレイに光こう学がく迷めい彩さい、なにより空中を飛ぶ戦せん艦かん──こんなものが、あと十五年かそこらでつくれるものなのか。

「言いたいことはわかるわ。でも、考えてみて。幕末でも、たった四隻せきの黒船で世間がひっくり返った十五年後には、幕府も官軍も艦隊を率ひきいて戦ってたのよ？」

「それに、時じ空くう嵐あらしの解析は急速に進んでるんだにゃー。このまま解析が続けば、時じ空くう間かん制せい御ぎよの研究は飛躍的に進むよー。自分は、十五年後でも違和感はないにゃ」

　マーヤの説明に、山南が補足を加える。

　科学知識がない冬夜には、信じるのも難しいが反論の材料もない。

「ただ、新撰組と山南の合流は龍馬側にもバレたでしょう。となると、この映像が現実になる日は遠くないわ。場所も時間もズレるでしょうけど、必ず山南を斬りに来る。その事実は、きっとズレない」

　しーん、と全員が黙り込んでしまう。

　なにより、山やま南なみが斬きられる映像を観みたのが大きい。合成とは思えないし、彼女には死の運命が待っていると、全員が理解している。

「土ひじ方かた副長、新しん撰せん組ぐみの現有戦力は？」

　そう言ったのは、ノアだった。いつもと呼び方が違う。冬とう夜やは、姿勢を正して答えた。

「はっ、他の機関に配属されていた隊士を呼び集め、訓練を終えた新人も入り、員いん数すうは三十七名。数は芹せり沢ざわ派の離脱前まで回復しています」

「九州に派遣されていた永なが倉くら新しん八ぱち、斎さい藤とう一はじめの両名は？」

「再三に亘わたり帰隊要請を出していましたが、研修先の現地警察からの連絡によると、既に博はか多たから陸路で本州に渡ったものの、その後消息不明──だそうです」

　冬夜は、幹部である永倉と斎藤の復帰を重要事項の一つと考えている。

　二人に対しては、手を打ってある。できる限りの手を、すべて──

「トラブルに巻き込まれたと考えるのが妥当、でしょうか。マーヤさん？」

「知らないわ。あたしたちにとって、永倉と斎藤の二人は、普通に新撰組のメンバーよ」

「ですか。となると、二人が消えたのも時空のズレでしょうか……」

　また、居間に沈黙が落ちた。

「私がやるよ」

　と、次の瞬間には沖おき田たがあくび混じりにそう言った。

「新撰組の戦力なんか、関係ない。マーヤちゃん、その殺人マッシーンたちの情報持ってるんでしょ？　教えてくれれば、私がさくっと行って、さくっと全員片付けてくるよ」

「ダメだ。いくらオキでも、一人では行かせられない」

　冬夜は即座に言った。沖田の腕前は信頼しているが、単独行動など危険すぎる。

「お？　おお？　トーヤが、私に甘い！　最近、女の子がいっぱい登場してるけど、幼なじみが恋しくなっちゃった？」

「アホか」

　冬夜と沖田は百パーセントただの幼なじみだ。沖田のほうもそう思っているはずだ。

「まあ、冬夜さんの女性遍へん歴れきについてはあとでじっくり追及するとして」

「ノ、ノア様？　別に、俺はなにも……」

「さて、マーヤさんに最後の質問です」

　冬夜が驚きの声を上げたが、ノアはさらりとスルーする。

「マーヤさん、なぜ、四大人ひと斬きりのことをわたしたちに教えるのですか？」

「奴やつらは危険だからよ。あたしたちの時空でも、山南以外にも多くの暗殺事件を起こし、世間を恐怖に陥おとしいれたわ。あいつらは殺人鬼よ。放ほうっておけば、坂さか本もとの制御から外れて、なにをしでかすかわからない。人斬りたちは誰の味方でもなく、世界の敵よ」

「あなたたち黒い船団シユヴアルツ・フロツテは、わたしの敵です」

「そうよ。でも──あたしにとって新撰組は敵じゃない」

「ヨシュアは、そうではなかったようですよ。新撰組を本気で壊滅させようとしました」

「マーヤ・ハイゼンベルクは、ヨシュアとは違う。土ひじ方かた歳とし三ぞうは、犬いぬ神がみ冬とう夜やは敵じゃない。敵じゃ、ない──」

「…………」

　ノアは、なにか言いかけて口をつぐんだ。

　冬夜も、マーヤの言葉に真実を感じずにはいられなかった。なぜ、ここで新しん撰せん組ぐみではなく、冬夜の名前が出てくるのか、理由はわからないが──

「……命令を下します」

　やがて、ノアはゆっくりと言った。

「新撰組局長、近こん藤どう勇いさみ。結ゆう城きノアの名において命じます。マーヤ・ハイゼンベルクの情報提供を受け、四大人ひと斬きりを捜索、抹まつ殺さつしなさい。すみやかに、一人残らず」

「承知しました、我が姫君」

　近藤は、ためらわずに答えて、一礼した。

　冬夜と、沖おき田たと山やま南なみも同じように頭を下げる。

　局長への命令は、隊士すべてへのそれと同義である。

　主あるじが決断した以上、そこに疑問を挟む余地はない。あとは、走るだけだ。

　幕末の四大人斬りの転生たち──彼らには、もう生き残る道はない。







「待て！　もう逃げられないぞ！」

　夜の第だい弐に京都を、冬夜は走っている。

　街の中心、新しん都と大おお路じから離れたところにある、ややいかがわしい繁はん華か街がいだ。

　深夜二時を回ってもあたりは明るく、狭い裏路地にまで光が差し込んでいる。

　冬夜の前を、スーツ姿の若い男が走っていく。髪を明るい茶色に染めた、ホスト風の男だ。この街にいても、なんの違和感もない。

　冬夜は、出発前にマーヤから聞いた話を思い出す。

「田た中なか新しん兵べ衛えの銃牙フアングは、〝狩猟者ストーカー〟。一度でも銃じゆう口こうを向けた相手なら、その居場所が、銃身に装着した小型レーダーに表示され続けるわ」

　岡おか田だ以い蔵ぞうと同じく、暗殺に特化した能力だ。だが、逆に言えばこちらから追う分には、さほど恐ろしい能力ではない。

　マーヤは、田中新兵衛に限っては、本名も把握していた。その名前をもとに、山南が警察と役所のデータベースに侵入して検索をかけ、顔写真を見つけ出した。さらに第弐京都の監視カメラすべてにハッキングを仕掛けて、顔認識機能で照合し──

　この繁華街で、ホストとして働いている田中新兵衛を発見したというわけだ。身を隠さずに働いていたのは大胆だが、犯罪者が夜の街にまぎれるのは、昔ながらの手法だ。

　マーヤは話を終えると消えてしまったが、新撰組が動くには充分すぎる情報だった。

　冬夜が新兵衛が働く店に踏み込んだと同時に、彼はバレット・ブレイドで壁を破やぶって逃げ出した。正面でも裏口でもなく、壁を破やぶったあたり、やはり尋常ではない。

　田た中なか新しん兵べ衛えとは、薩さつ摩ま藩はん出身の武士で、のちに武たけ市ち半はん平ぺい太たと知り合って、彼の指示で数件の暗殺に関かかわったという。岡おか田だ以い蔵ぞうと組んだこともあるそうだ。

　史料が少なく、剣の力量ははっきりしないが、リンカーとしての腕は悪くなさそうだ。

「まったく、追ったり追われたり忙しい仕事だな！　平ひら隊たい士しの頃と同じだ！」

　先代の土ひじ方かた、犬いぬ神がみ夏なつ緒おはあまり現場に出ない男だった。それでも、隊士たちからの信頼は得ていた。偽者だったとはいえ、指示は的確で、常に冷静だった。

　未いまだ、冬とう夜やは副長として隊士の半数に認められていない。現場に出て、実戦の中で少しでも信頼を得るしかない。

　たとえ現場の隊士に認められても、まだ大きな問題があるのだが──

「はいはーい、ここまでだよ、新兵衛さん」

「…………っ！」

　新兵衛の前に小柄な人影が現れ、斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを軽く一振りした。

「はー、でも暗殺者かー。ずる賢がしこいだけで、たいして強くないよね？」

「茶色の髪にポニーテール、ふざけた口の利き方……てめえが、沖おき田た総そう司じか！」

「ん？　私を知ってるの？　ロリコン？」

「ガキに興味なんてあるか！　くそっ、よりによってこんな化け物が……！」

　新兵衛は、斬撃モードのバレット・ブレイドを構えてじりじりと後ろに下がっていく。だが、沖田が逃がすはずもない。

「ああ、わかった、わかったよ。降参だ。俺は以蔵とは違うんだ。あいつみたいに坂さか本もと龍りよう馬まに入れ込んでるわけじゃない。ほら、バレット・ブレイドを置くから」

　言いながら、新兵衛はゆっくり屈かがみ込こんでバレット・ブレイドを地面に置いた。それから立ち上がり、両手を挙げる。

「俺は、ただの殺し屋だ。龍馬とはビジネスだけの付き合いだ。知ってることは、全部話す。だから──命だけは助けてくれ。新しん撰せん組ぐみだって、血も涙もないわけじゃないだろ？」

「よくしゃべるなあ。トーヤ、どうする？」

　沖田が、首を傾かしげつつ訊きいてくる。

「暗殺者がたいした情報を持ってるとも思わないけど……まあ、ないよりマシか。オキ、そいつを拘こう束そくしろ」

「アイアイサー」

　沖田がおどけて敬礼をした瞬間──

「はっ、なーんてな！」

　突如、新兵衛が足下のバレット・ブレイドを蹴けり上げ、その刃やいばの先端がみずからの頸けい動どう脈みやくを切断した。噴水のように鮮血が飛び出す。

「坂本さんのことを、ヴォルフなんかに死んでも話す、かよ……バカ、が……」

　新兵衛は、糸が切れたようにばたりと倒れてしまう。噴き出した血でできた水たまりに、沈み込むかのようだった。

「……君こそ、バカだよ。せっかく助かったのに……」

　沖おき田たが、うつむいて言った。彼女は多くの敵を倒してきたが、決して残酷ではない。

　だが、冬とう夜やは沖田のように失われなくてもいい命が消えたことは、さほど気にしていなかった。

　それより気になるのは、坂さか本もと龍りよう馬まという男だ。

　軍雄フオースという存在がどういうものか、マーヤも詳しくないようだ。坂本龍馬がなぜ何人もいるのか、以前に会った二人以外に何人いるのか、今は推測すらできない。

　しかし、冬夜が回かい天てんで会った龍馬は──あの大男のほうは、岡おか田だ以い蔵ぞうや田た中なか新しん兵べ衛えたちを心酔させている。

　利害ではなく、カリスマ性で手下を従えているのなら──

「厄介だな」

　冬夜は、誰にも聞こえないようにつぶやいた。

　マーヤがもたらしてくれた情報のおかげで、思いのほかに大きな収穫を得た。

　おそらく、四大人ひと斬きりに囚とらわれていては、負ける。

　山やま南なみの命を守るため、そしてノアの安全のためにも──戦うべき相手は、坂本龍馬。

　冬夜は血だまりを見つめながら、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。







　都会である第だい弐に京都にも、昔ながらの農村地帯──田舎と呼べる地域が存在する。

　田んぼや畑が広がり、遠くには緑の濃い森が見える。

「おー、今日はまっこと良えい天気やのう」

　小高い場所にある、一軒の大きな農家。その庭に、一人の大男がいた。

　ウェーブのかかった長い髪を後ろで結び、紺色の甚じん平べいを着ている。

　大男は、まぶしそうに空を見上げた。

　まだ朝早い時間で、春の日差しは弱々しい。風が少し冷たいが、空気はさわやかだ。

「さあっ、早くすつとやってまうかね！」

　大男は嬉うれしそうに笑い、足下に置いた籠かごから洗濯物を取り出した。

　彼は、無骨な手に似合わない手際のよさで、次々に洗濯物を干していく。

「なにを朝からそんなにはりきってるんですか」

　いつの間にか、縁えん側がわに一人の少女が座っていた。

　大男と同じクセっ毛をショートカットにして、ジャンパースカート姿だ。

「おーっ、お嬢ちゃん、おはようさん。いつもぎつちりやりゆうと、洗濯も上う手まなるがやなあ！」

「あまり濃い土と佐さ弁はわかりません。わかるようにしゃべってください、龍馬さん」

「ははっ、おんしも龍馬やろ」

　そう、大男は幕末の英雄、坂本龍馬の魂を継ぐ者。そして、少女もまた同じだった。

　軍雄フオース──同じ英雄の魂を受け継ぐ、特殊なリンカーなのだ。

「いやいや、キャラづくりとはいえ、土と佐さ弁はむつかしいのう」

「無理する必要ないでしょう。だいたい、なにを嬉き々きとして洗濯なんかしてるんです」

「洗濯は大事ながぞ。オリジナルさんも、『日本を洗濯する』言ゆうちゅうし」

　龍りよう馬まは大笑いしながら、残りの洗濯物を干していく。そのうちの一枚が──

「ああっ!?　ちょ、ちょっと、なにを干してるんですか！」

　少女の龍馬は、顔を真っ赤にして庭へと飛び出した。素早く龍馬に走り寄って、彼が持っていた小さな布きれを取り上げる。

「わ、私のパンツ！　なんで洗ってるんです！」

「下着こそ、ちゃんと洗わなあかんがぞ。心配ご無用、手洗いしといたきに」

「手洗いーっ!?」

　少女の龍馬は、世界の終わりでも告げられたような顔をする。

　彼女は小学生のように見えるが、実は十五歳だ。それでも、二十歳を過ぎている龍馬には子供同然だった。下着に劣情を抱くようなことはない。

「ああもう、殺してやりたい……どうして龍馬ってこうも無神経なんですか……？」

「はっはっは、それが龍馬じゃきに。ところで、オレに話があるがやないか？」

「……そうでした」

　少女の龍馬は、まだ湿しめっている下着をポケットにしまいこんだ。

「田た中なか新しん兵べ衛えが死にました。新しん撰せん組ぐみに見つかったようです」

「……ほう。新兵衛さんには気の毒をしたのう。良えい奴やつやったのに」

「これで人ひと斬きりは、中なか村むら半はん次じ郎ろうと河かわ上かみ彦げん斎さいの二人になりました。損失は小さくないですよ」

「おい」

　龍馬は、突然少女の胸ぐらを掴つかんで持ち上げた。目がすうっと細められている。

「損失、なんて言うんじゃねえよぉ。命を損得で数えることはオレが許さん」

「……覚えておきましょう」

　少女は人形のように持ち上げられたまま、平然として答えた。

「それなら、良えい」

　龍馬は、ぱっと笑みを浮かべると、胸ぐらを掴んでいた手を離した。

「洗濯が終わったら準備を始めるぜよ。全員に通達──遊びの時間や」

　そう言うと、龍馬はまた洗濯物を干し始めた。

　少女の龍馬は、乱れた首元を直しながら、小さく口を開いた。

「あなたは──笑っているときのほうが、よほど恐ろしいですよ」







　冬とう夜やは私室のドアを開けて、室内に入ると、そのままふらふらとベッドに倒れ込んだ。

「うおー……」

　うつぶせになると、どっと力が抜けていくのを感じる。

　私室に帰ってきたのは数日ぶりだった。副長に就任して以来、冬とう夜やは多忙を極めており、不測の事態にも対応できるように副長室で寝泊まりしていたのだ。

　一応、冬夜は学生でもあるのだが、ここ最近は学校に行く暇などまったくない。

　夜中に田た中なか新しん兵べ衛えを追い回し、結局死なせてしまった。警察に遺体を引き渡し、諸もろ々もろの手続きをこなし、朝になってようやく戻ってきたところだ。

「トーヤ！　ちゃんと寝てる!?」

「うおっ！」

　冬夜は、ベッドの上で跳び上がった。ドアがいきなり開いて、沖おき田たが入ってきたのだ。

「び、びっくりした……おまえ、俺を寝かす気ないだろ？」

「まだ寝てなかったでしょ。あっ、こら、制服で寝ちゃダメ」

「わかった、わかった」

　冬夜は苦笑して、着たままだった上着を脱いだ。私室に戻ってきたのは、実は沖田に注意されたからだ。ちゃんとベッドで寝ないと、疲れが取れないと。

「というか、オキも寝ろよ。おまえも一晩中働いてたんだし、ここんとこフル稼働だったろ」

「私はこれから朝あさ稽げい古こだよ。ああ、着替え出してあげるね」

　沖田は勝手に冬夜のタンスを開け、Ｔシャツと短パンを取り出した。

「ありがとな。でも、訓練はやめとけ。藤とう堂どうも吉よし村むらさんも、朝稽古には出てるだろう。おまえに無理をされると困る」

「それは土ひじ方かた歳とし三ぞうの言葉？　それとも犬いぬ神がみ冬夜？」

「……オキ、最近ちょっと意地が悪いぞ。昔、俺とケンカばかりしてた頃のおまえみたいだ。そっちも、沖田総そう司じの言葉なのか、それとも──」

「あうっ、ダメ。その名前、ダメ。オキちゃんが悪かった！」

　沖田は、ぶんぶんと激しく首を振る。彼女はリンカーになってから、かたくなに自分の本名を口に出そうとしない。彼女は、本名が好きではないのだ。

「わかってくれて嬉うれしいよ。オキ、ついでにもう一つ聞き分けてくれ」

「……そうだね、寝る子は育つって言うし。私はエロスのかたまりはいらないけど、もうちょっとおっぱいあってもいいからね！」

「えらい理由で納得するなあ……」

「んじゃ、私は寝るね。トーヤ、ベッド借りるよ」

「え？　お、おいっ」

　沖田は、素早く制服を脱ぎ捨てると、イエローのブラジャーとパンツだけの姿になった。

　相変わらず胸は小さく、全体に肉づきが薄いが、やはり幼い頃とは違う。少しずつだが、少女から大人の女性へと変わりつつあるのだ。

「あんまり見ちゃダメ。私相手でも、えっちな目で見るのは禁止！」

「だったら、俺の前で脱ぐなよ……」

　呆あきれる冬とう夜やの前で、沖おき田たはころんとベッドに横になり、掛け布団を身体からだに巻きつける。しかし、身体を隠し切れず、小さな尻しりが見えたままだ。

「たまにはね、無防備に甘えたくなることもあるんだよ」

「……そういうときは……俺も、犬いぬ神がみ冬夜でいられる」

　冬夜は、そっと手を伸ばして沖田のポニーテールをほどき、髪を撫なでた。さらさらで、柔らかな髪だった。

「私の……トーヤ兄ちゃんだもんね……」

　沖田は微笑ほほえむと、目を閉じた。すぐに、穏おだやかな寝息を立て始める。やはり、彼女も疲れていたのだろう。

「ありがとな、オキ」

　冬夜は副長として立場を固めることを急ぎ、山やま南なみを守るために坂さか本もと龍りよう馬まを仕留めることを急ぎ、結ゆう城きノアを守るという決意を持ち続けている。

　やるべきことが多すぎれば、自分を見失ってしまう。

　そんなとき、戻ってくるためには、沖田のような身近な存在がなによりもありがたい。

　冬夜は、床に座ったままベッドに背中を預けた。

　沖田の優しい匂においに包まれて、静かに眠りに落ちていった。







　夢を、見ていた。

　飛び交う銃弾の中を、単騎で駆けていく男の夢だ。

　右手に握にぎった剣を高々と振り上げ、弾丸が身体をかすめるたびに、笑みを浮かべて、さらに進んでいく。

　何度も見てきた夢だった。聞き慣れた、「退ひく者は斬きる！」の叫びが響いてくる。

　数百の銃火がきらめく煙の中を走り抜け──

　その煙が不意に晴れ、景色が一変した。

　第だい弐に京都の新しん撰せん組ぐみ屯所ホームだった。

　縁えん側がわに座り、日が差すその場所で、桜が舞い散ちる中庭を見つめている。

　そこには数人の新撰組隊士たちがいて、なにが楽しいのか、みんな笑顔だ。

　冬夜と沖田の姿もある。隊士たちの中心にいるのは二人だった。

　隊士たちを見つめている彼もまた口元が緩ゆるんでいる。

「兄さん……」

　不意に冬夜は、目を覚ました。

　土ひじ方かた歳とし三ぞう、最後の戦場の夢──白昼夢で何度となく見てきたが、眠りながらというのは初めてだった。

　そして、現代の新撰組、その副長だった男。冬夜の兄だった男。

　冬とう夜やは、彼の魂も受け継いでいる。そんなことが可能なのか、自分でもわからなかったが、今も兄との繋つながりは確かにあるようだ。

　屯所ホームで冬夜たちを見つめていたのは、犬いぬ神がみ夏なつ緒おなのだろう。彼が笑顔で自分を見ていたことなど、冬夜は気づきもしていなかった。

　もっと、いろいろなことを見逃していたのかもしれない。冬夜は、少し悲しくなった。兄と一つ屋根の下で何ヶ月か暮らしておきながら、兄弟の会話はできなかったのだ。

　おそらく、兄も会話を望んでいた。だが彼は自分が兄であることを、土ひじ方かたの偽者であることを隠し続けた。

　自分のためではなく、冬夜のために。弟がいつか、本物の土方歳とし三ぞうとして覚かく醒せいする日のために。兄としての優しさを押し殺し、冬夜を厳しく鍛きたえ上げることを選んだのだ。

　鬼の顔をして実は弟を大事に思っていた彼には、鉄のような自制心が必要だったに違いない。

　俺だったら、隠し通せただろうか──冬夜は自問する。

　大事なことは、いつだって答えを出せないままだ。いや、きっと正解などないのだろう。

「おはようございます、冬夜さん。まだ寝てますか？」

「え？」

　不意に上から落ちてきた声に、冬夜はぎょっとする。

　自分が目を開けたまま、周りを見ていなかったことに気づく。

「ノ、ノア様……!?」

　制服姿のノアが、冬夜を見下ろしている。

「なかなか気づいてもらえないので、わたしってオーラないのかと思いました。姫ひめ的てきな意味でショックですね」

「姫的ってなんですか!?」

　そして、冬夜は気づいた。自分の頭が、柔らかなものに触れていることに。

　この前の、マーヤのものとはまた違う──太ももの感触だった。冬夜は、ノアに膝ひざ枕まくらされているのだ。

「ノ、ノア様……これはいったい……」

「冬夜さん、床に倒れ込んで寝ていたんですよ。さすがに寝苦しいかと思いまして」

　ベッドにもたれていたつもりが、倒れていたらしい。窓から差し込む光の感じからして、昼過ぎといったところだろう。数時間寝ていたようだ。

「す、すみません……せっかくいらっしゃったのに、お見苦しい姿を……」

　白はく桜おう宮きゆうと新しん撰せん組ぐみの屯所は二キロほどしか離れておらず、昔の地下鉄を利用した通路で繋がっているのだ。以前からノアは、その通路を使って屯所を訪ねてきている。

「わたしは、ずっとお飾りのお姫様でした。だからこそ、国民のみなさんが認めてくれていたのだと思います」

　ノアは唐突にそんなことを言い、冬夜の頭に手を添えてきた。

「ですが、先日の黒い船団シユヴアルツ・フロツテとの戦闘と内通者の一いつ掃そうで、お飾りではないことが知られてきました。そうなると──十六歳の小娘が大きな実権を握にぎっていることを危険視する人たちも出てきます」

「……俺は、新しん撰せん組ぐみは政治には関かかわれません。いえ、関わってはいけません」

「そうです、白はく桜おう宮きゆう内での戦いは、わたしの戦いです。慣れ親しんだあの場所が魔ま窟くつと化すとしても、逃げることだけはしません」

　ノアはわずかにうつむき、目を伏ふせた。

「でも、たまに弱音も吐きたくなります。あなたには、もういろいろ恥ずかしいところも見られていますから、いいでしょう？」

「……ノア様が言ったんですよ。友達になってくれと。犬いぬ神がみ冬とう夜やは、結ゆう城きノア様の友人のつもりです。弱音を吐いてはいけない相手を、俺は友人とは言いませんね」

「……回りくどいですよ、冬夜さん」

　ノアはくすくす笑って、冬夜の頬ほおを指先でつついてきた。

　そう、冬夜は彼女の友達でもあるつもりだ。彼女の孤こ独どくを知るにつれて、その気持ちは揺るぎのないものへと変わっている。

「ですが、膝ひざ枕まくらはお友達の一線を越えてるかもしれませんね？」

「お、俺がお願いしたわけでは……」

「では、わたしが膝枕して差し上げると言ったら断るんですか？」












「いいえ、遠えん慮りよするフリをしつつ、全力で乗っからせていただきます！」

「ふふふ、冬とう夜やさん、最近本性が見えてきましたね。そういうところ、好きですよ」

　ノアは笑いながら、冬夜の髪をくしゃくしゃにしてくる。

　冬夜は、冗談だとわかっていても「好き」にドキリとしてしまう。

「ただ、わたしちょっと気になることが」

「え？　なんですか？」

「そこで、沖おき田たさんが下着姿で寝ているのはなぜでしょう？」

「…………」

　冬夜は、そこでようやく思い出した。ベッドで寝息を立てている沖田は、掛け布団もはねのけて、下着姿をさらしている。

「わたし、聞いたことがあります。こういうのを〝事じ後ご〟というのだと」

「そ、それなら一緒にベッドに寝ていないと……」

「似たようなものでしょう。では、じっくりお話を聞かせてもらいましょうか」

　ノアは恐ろしいほどの満面の笑みで言い、冬夜の頭をがっしりと掴つかんできた。

　これは逃げられない……！　冬夜は、なぜか芹せり沢ざわやヨシュアとの戦い以上の恐怖を感じつつあった。

「あら？」

　と、そのときノアのポケットから着信音が響いた。彼女はスマホを取り出して操作する。その隙すきを突いて、冬夜は身体からだを起こす。

「む……マーヤさんからメールです。おかしいですね、彼女にはアドレスなんて教えていないんですが」

「ま、まあ十五年後の技術力でなんとかしているのでは」

　冬夜は、話が逸それたことにほっとしていた。とはいえ、ノアのスマホに敵側の人間が簡単にアクセスできるようでは困る。山やま南なみに相談するべき事態だ。

「またお話があるそうです。新しい情報でしょうか……あら？　すぐにそっちへ行くって書いてますけど……」

「すぐに？　そっちってこっちですよね……？」

　冬夜もノアも、特に驚いていなかった。マーヤの瞬間移動、神しん出しゆつ鬼き没ぼつっぷりにはさすがに慣れてしまった。

「あー、でもまずいな。部外者が勝手に入って来たら、近こん藤どう局長が許さないかも」

　それに、マーヤのような美少女が屯所ホームに現れたら、隊士たちが騒ぎそうだ。

　なんにしても、また厄介なことになりかねない。

「おかしいですね？　マーヤさんがすぐと言ったら、本当にすぐかと思いましたけど」

「そういえば……まさか、なにかあった──」

　冬夜が立ち上がりかけたとき、空間がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　部屋の天井に、突如として二つの影が現れた。

「おっ、おいおいおい！」

　冬とう夜やは反射的に動いて、落ちてきた影の一つを受け止める。同時に、もう一つの影は沖おき田たが寝ているベッドに直撃する。

「ぐぎゃっ！」

　沖田が奇声を発して目を覚ました。彼女の身体からだの上には、小柄な少女が乗っかっていた。

「な、なに？　なんなんだよ？　敵襲？」

「落ち着け、オキ」

　冬夜も決して冷静ではないが、なんとか沖田をなだめる。

　彼が受け止めたのは──マーヤだった。例のワンピースにマントという姿だが、なぜか全身濡ぬれ鼠ねずみになっている。つんと潮しおの匂においがした。

　沖田に直撃した少女にも、冬夜は見覚えがあった。初めてマーヤと会ったときに同行していた子だ。茶色の髪をちょこんと横で結び、セーラ襟の服にキュロットという服装だ。

　茶髪の少女は気絶しているらしく、ぴくりとも動かない。

「おい、マーヤ。どうしたんだ、いったい？　なんでこんなひどい格好に……」

「うっ、んん……大丈夫、強引に跳んだから、ちょっとめまいがしてるだけ。その子も大丈夫よ……」

　マーヤは、弱々しく言った。ケガはないようだが、明らかに消しよう耗もうしている。

　冬夜に田た中なか新しん兵べ衛えの情報を伝えたあと、マーヤになにがあったのか。

　マーヤの華きや奢しやな肩を抱きながら、冬夜は本来は敵である彼女の汚れた姿に、なぜか胸が締めつけられるのを感じていた。







「ああ、凄すごい……こんなの初めてよ……！」

　マーヤはうっとりした顔でぐぐっと身体を伸ばし、大きな胸がぷるんと震えた。

　肌は汗ばみ、熱を帯びてかすかに赤くなっている。まだ熟しきらない少女の硬さと、大人の女性の柔らかさをあわせもつ肉体──

「気持ちいい……こんなの知ったら、あたしダメになっちゃう……！　堕おちちゃう、あたし堕ちちゃうわ……！」

「……あのさ、マーヤちゃん。わざとじゃないんだろうけど、エロいからやめて」

「え？」

　沖田は、じとっとマーヤを睨にらむ。

　その沖田も、ほっそりとした肢し体たいをさらしている。

　沖田とマーヤは、入浴中だ。

　全身びしょ濡れだったマーヤが落ち着いたところで、風ふ呂ろを用意してあげたのだ。

　新しん撰せん組ぐみ屯所ホームには、大浴場がある。訓練施設のシャワー室とは別で、大きな湯船と洗い場があり、二十人以上の隊士が一度に入浴可能だ。

　屯所ホームでは、男女で時間帯を分けて入浴する決まりだ。ただし、今は全隊士に大浴場への接近すら禁止と通達が出ている。

　理由は、いつものようにお忍びで来たノアが入浴中だから、である。マーヤのことはまだ他の隊士たちには秘密で、接近禁止は彼らに知られないためでもあるのだ。

「ふう、天然って怖いですね」

「姫様が言うの？」

　沖おき田たは、隣で湯につかっているノアに呆あきれた目を向ける。やはり彼女には自分が天然だという自覚はないらしい。

「すみません……マーヤ様はバカじゃないんですが、時々頭が悪くなるんです……」

「どういう意味よ、リリア！」

　マーヤの隣では、小さな少女が寄り添うようにして湯につかっている。沖田の身体からだに直撃した女の子だ。リリア、という名前らしい。

　自称マーヤの付き人だそうだ。本人によると、年齢はもうすぐ十二歳。

　山やま南なみと同い年だが、身体つきは幼い。胸は薄く、腰もくびれがあまりなく、すとんとしている。沖田は、自分も二年前はこんな身体つきだったな、と少しなつかしくなった。

「な、なんですか？　えーと……総そう司じちゃん……？」

「総司ちゃん……まあ、いいけど」

　リリアは沖田の視線に気づいて、訝いぶかしげな目をする。マーヤは平然としているが、リリアは沖田たちを警けい戒かいしている。敵地も同然なのだから、当たり前だが。

　むろん、沖田も警戒は怠おこたっていない。マーヤは可愛かわいいし、嫌いではないが、新しん撰せん組ぐみ隊士として、敵に回る可能性がある者の前ならばいつでも銃を抜く用意がある。

「あ、トーヤ。ぜーったい動いちゃダメだからね！」

「何度も言わなくてもわかるよ！　ていうかここ、マジで狭い！」

　洗い場のほうから、冬とう夜やの声が響いた。

　隅にベニヤ板で囲いがつくられ、その中には冬夜がいる。割と器用な沖田が即そつ興きようでつくった、冬夜専用の牢ろう獄ごくだ。

「まったく、姫様は強引だよね。トーヤまで一緒に入らせなくてもいいでしょ」

「話はまとめてしたほうがいいでしょう。冬夜さんにも聞いてもらいます。それに、ここなら監視カメラはありませんし、マーヤさんも瞬間移動で逃げられません。まさか、全裸で逃亡はしないでしょう」

「す、するわけないでしょ！　でも、あたしもそこに土ひじ方かたがいるの、落ち着かないんだけど……」

「大丈夫です、わたしだって落ち着きません」

　ノアは、わずかに頬ほおを赤らめている。本当に、わけのわからないお姫様だった。

「それで、マーヤさん、リリアさん、そろそろいいですか？　ゆっくりでいいですから、事情を話してください」

「……美少女がずぶ濡ぬれで現れたら、土ひじ方かたが喜ぶと思ったから」

「そりゃ、ノア様がびしょ濡れで現れたら嬉うれしいけど！」

　ベニヤ板の向こうから、冬とう夜やの叫びが上がる。

「本当に冬夜さんは、だいぶ素直になってきましたね。今わたし、ある意味びしょ濡れですよ。見せてあげませんけど」

「……姫様も、けっこうズバズバ言うようになったよね」

　沖おき田たは、顔を半分湯に沈め、ぶくぶくと泡を出す。

「あと、わたしのほうがマーヤさんより美人じゃないでしょうか？」

「そんなはずはないわ！　だって、あたし──」

　マーヤは立ち上がりかけて、すぐにまた湯に身体からだを沈めた。

　沖田は、小首を傾かしげた。ノアは冗談めかしていたが、マーヤはずいぶんと必死だ。彼女は確かに可愛かわいいが、自分の容姿をそれほど気にするタイプにも見えない。

「な、なんでもないわ。濡れてたのもたいしたことじゃない。うちの基地ベースは、あちこち海水が流れ込んでるの。うろついてたら、水没してるエリアに入り込んじゃっただけ」

「…………」

　沖田は、思い出した。冬夜とノアは、マーヤたち黒い船団シユヴアルツ・フロツテが潜ひそんでいる太平洋上の黒い球体を映像で見せられたという。その球体の内部については、未いまだなんの情報もないらしいが……。

「なんのために、基地をうろついていたのですか？」

「バカを言わないで、結ゆう城きノア。なんでも話せるわけじゃないわ」

「話したいことがあるから来たのでしょう。四大人ひと斬きりの情報ですか？」

「……残り二人、河かわ上かみ彦げん斎さいと中なか村むら半はん次じ郎ろうについての情報はほとんどないの。河上は徹底して謎なぞの男だったし、中村半次郎は山やま南なみ暗殺のあとで、史実と同じように桐きり野の利とし秋あきと名前を変えて、それ以前のデータは消去されてるの」

「でももう、残り二人だし、ケイちゃんを暗殺するのは難しくなったんじゃない？」

　ノアとマーヤがいきなり深刻な話を始めたので、沖田は思わず軽く口を挟んだ。シリアスな空気は苦手だった。

「沖田総そう司じ、あなたも田た中なか新しん兵べ衛えは見たんでしょ？　四大人斬りたちは坂さか本もと龍りよう馬まに心酔している。それは忠義よりもはるかに厄介な感情よ。龍馬に酔い、血に酔い、殺しに酔っている。最後の一人になろうと、指一本しか動かなくても、必ず目的を果はたそうとするわ」

「…………」

　沖田は黙り込んだ。田中新兵衛の最期が、まだ目に焼きついている。新しん撰せん組ぐみをあっさりと騙だまし、石でも蹴けるような軽さで自分に刃やいばを突き立てたあの男──

「龍馬のことを調べても今は意味がない。あの男は、歴史の影で暗あん躍やくする。幕末も、今も、この時空でも、あたしたちの時空でも。影に手を伸ばしても捕まえられない、だから実体である四大人斬りたちを捜すしかないのよ」

「一足飛びに龍りよう馬まを捕まえたいところだけど、無理か。表に出てこない陰いん険けん野郎よりも、やりかけの仕事を片付けよう。で、マーヤ。ずぶ濡ぬれになった甲か斐いはあったのか？」

　ベニヤ板の向こうから、冬とう夜やが質問してくる。

「正直に言うと、特になかったわ。データベースになかったから、あちこちに放ほう棄きされてるローカルとか紙の書類まで漁あさったんだけどね……」

「無駄な努力でしたね。マーヤ様には、よくあるんですよ」

「うるっさいわよ、リリア」

　マーヤが、リリアをじろりと睨にらむ。この小さな少女はマーヤに仕える立場のようだが、あまり敬意はなさそうだ。どちらかというと無礼だ。

「いいえ、無駄であっても……情報を探してくれたことに感謝します」

「……別に、あんたのためにやったわけじゃないわ」

　ノアの感謝に、マーヤはぷいっと目を逸そらした。少し顔が赤くなっているのは、風ふ呂ろが熱いからだけではないだろう。

「マーヤ様は、この時代には目め方かたでいくらというほどいたっていうツンデレですから」

「リリアーっ、人を量産型みたいに言わないで！」

　マーヤが、がーっとリリアに噛かみつくように言った。

　どうやら、真面目まじめなお話は終わりらしい。沖おき田たにはありがたいことだった。

「よし、それじゃ量産されたシチュエーションをやってみよう。やっぱり、いじって楽しそうなのはマーヤちゃんだよね！」

「なるほど、ＯＫです、総そう司じちゃん！」

　リリアは沖田の指示を即座に理解して頷うなずいた。

　それから、マーヤにすすっと近づいていき、手を伸ばして──

「ちょ、ちょっと、バカッ！」

「観念してください、マーヤ様！　こうして、女の子はお風呂でキャッキャウフフしなくちゃいけないんです！」

　リリアは、後ろからマーヤの胸を掴つかんでいる。

「前々から興味があったんです！　マーヤ様に忠実にお仕えして三年、このふくらみ続けるお胸はどうなっているのかと！」

「忠義を感じないんだけど!?」

「こ、これは……まさか、八十五センチを越えてる!?　マーヤ様、お召し物を用意してるのは私なんですから、嘘うそのサイズを申告しちゃ、めっですよ」

「めっ、じゃないわよ……ああんっ」

　マーヤは色っぽい声を上げて、身をよじる。

「な、なにやってるんだ!?　というか、俺がいるのを忘れてないか!?」

「トーヤ、そこから出たら撃うつよ」

「おおいっ！」

　沖おき田たは容赦なく言って、マーヤに近づいていく。

「じゃ、リリアちゃん。前は私に任せて！」

「ひゃうっ!?」

　リリアがぱっと片手を離して、沖田は空いた胸のふくらみを掴つかんだ。

「ちょ、ちょっと沖田総そう司じ！　あんたまで一緒になって──」

「むう、確かにこのおっぱいは凄すごすぎる……トーヤには見せられないなあ……」

「い、言われなくても見せないわよ！　た、たぶん……」

「たぶん!?」

「たぶん……？」

　沖田だけでなく、ノアまでぴくりと反応する。

　一瞬、ぴりっと空気が張り詰めたのを沖田は確かに感じていた。

「ぜーったいに見せちゃダメだからね、マーヤちゃん。こんなの見たら、トーヤは三年くらいマーヤちゃんのおっぱいのことしか考えられなくなる！」

「長いな！」

　冬とう夜やがツッコミを入れてきたが、全員がスルーする。

「もうダメッ！　あたしは上がるわよ！　リリア、あとで覚えてなさい！」

　マーヤは捨すて台詞ぜりふとともに立ち上がった。はずみで、大きな胸がぷるんと揺れる。

　湯船から出ると、早足で歩いていく。

「もうっ、冗談じゃな──きゃんっ！」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げ、マーヤは不意に前につんのめった。なんとか踏ん張ったものの、よろめいていき──

「あうっ！」

「なっ、なんだっ？」

　冬夜専用の牢ろう獄ごくへと突っ込み、ベニヤを派手に破やぶってしまう。

「あ、あうううう……」

「マ、マーヤ……」

　マーヤは、冬夜にのしかかるような体勢になっていた。

　もちろんマーヤは全裸のまま、冬夜はＴシャツにハーフパンツという格好だ。

　マーヤのふくよかな二つのふくらみが、冬夜の胸の上で潰つぶれている。頂点の桃色の突起も彼にはっきり見えてしまっているだろう。

「トーヤ、なに見てんの！　マーヤちゃんもドジっ子モードを発揮してないで、さっさと離れ──」

「…………っ！」

　突如、マーヤが意を決したような顔で、がばっと冬夜に抱きついた。

　ぴったりと冬夜にくっつき、身体からだを震わせている。

「な、なにしてるの、マーヤちゃん……!?」

「マーヤ様!?」

「あっ……！」

　沖おき田たとリリアが同時に叫び、マーヤははっとして、冬とう夜やから離れた。

　素早く胸を両腕で隠して──

「ご、ごめんなさいっ！　今のことは犬に噛かまれたと思って忘れて！」

　おかしなことを言って、マーヤは今度こそ浴場から出て行った。

　冬夜は、ノアが入浴していることも忘れたように、ぽかんとしている。

「……マーヤちゃん、欲求不満かなにか……？」

「断言しますけど、バリバリの処女です、あの方は。大きなおっぱいも使い道なしですね」

　リリアが、若干的外れな答えを返してくる。

　いや、この小さな少女も変わっているが、マーヤはそれ以上に奇妙だ。

　どうも、冬夜に馴なれ馴なれしいし、ノアにもなにか思うところがあるようだ。

　彼女は、この時空の人間ですらない。冬夜ともノアとも接点などないはずだが……。

「…………」

　沖田は、さっきマーヤの胸に触れていた指を、鼻へ持ってくる。

　彼女は、マーヤから匂においを嗅かぎ取っていた。

　ノアは気づいていないだろう。冬夜は少しは感づいているかもしれない。

　マーヤからは──戦いの匂いがした。

　バレット・ブレイドは、撃うっても硝しよう煙えんの匂いはしない。血の匂いでもない。

　幾度となく実戦に飛び込み、命のやり取りを重ね、桁けた外はずれに鋭えい敏びんな感覚を持つ沖田だからこそ感じ取れた匂いだ。

　マーヤは、誰かに追われ、逃げてきたのではないか？

　暴力を嫌うマーヤは、相手を攻撃できず、逃げるしかなかったのではないか？

　すべては憶測だ。だが、沖田はマーヤへの警けい戒かいを強め、同時に興味が出てきた。

　沖田は、任務であれば暴力をためらわない。

　しかし、マーヤは──暴力を嫌い、戦いから逃げる彼女は、新たな混乱が始まったこの時代をどう生きるのだろう。

　沖田は、幼くもすらりとした裸身をさらしながら、頭の中を巡る疑問を考え続けていた。







　新しん撰せん組ぐみ屯所ホームから、西へ一キロほど。

　ゆるやかな、長い坂道を登った先の丘に墓所がある。

　そこには、命を落とした新撰組隊士たちが眠っている。

　芹せり沢ざわ鴨かもとその部下たちも、その墓所に葬ほうむられた。裏切り者の埋まい葬そうについてはいくつか問題が発生したらしいが、近こん藤どう局長が決断を下したのだ。

　梅うめ崎ざき沙さ羅らを屯所に迎えたときと同じく、芹沢を恨む隊士がいなかったのも大きいだろう。

　今は、正午を少し回ったところ。朝から雨が降り続いている。

　冬とう夜やは、坂道をゆっくりと登り、墓所に入った。

　新しん撰せん組ぐみが結成されて一年ほど。その間に三人の隊士と、芹せり沢ざわ鴨かもとその部下四人が死んだ。

　冬夜が会ったことがない隊士もいる。

　もっとも思い出が多いのは、芹沢だろう。今でも沙さ羅らの料理を食べるたびに、芹沢の笑顔を思い出す。

　芹沢の墓に花を添え、手を合わせてから──兄の墓へと向かう。

　そこには、先客がいた。

「近こん藤どう局長……？」

「土ひじ方かたか」

　長い髪を後ろで束ねた、小柄な美少年──近藤勇いさみが犬いぬ神がみ夏なつ緒おの墓前に立っていた。彼は、傘も差していない。

「局長、なぜここに？」

「屯所ホームから近いんだ。時間があれば、来るようにしてる。私には、彼らを忘れてはいけない理由がある」

　その理由を近藤は語らなかった。言うまでもなく、局長という責任ある立場だからだろう。

「土方、おまえは？」

「副長になってから、時間がありませんから。来られるときに来ておかないと」

　冬夜の答えに、近藤は黙って頷うなずいた。

「おまえの兄は偽者だった。私もそれを知っていた。だが……彼は頼れる男だった。副長としての役割を見事に果はたしてくれたんだ」

「……あなたにとっての副長は、今も兄のことですか？」

　ふと、そんな言葉が冬夜の口をついて出た。訊きいてはならないことだった。

「私は現実を見てる。おまえが、本物の土方歳とし三ぞうの転生であることは間違いない。なら、局長として命令を下す相手は一人だけだ」

　答えにはなっていない。しかし、冬夜はもちろんそれ以上は訊かなかった。

「ん……」

　不意に強い風が吹き、近藤のまとめた髪がばさりとほどけた。

　彼の髪は意外なほど長く、小柄で華きや奢しやであることもあって、まるで少女のようだった。

「む……やはり切るべきかな」

　そう言って、近藤は濡ぬれた髪を払う。髪についていた滴しずくがぱっと散ちった。

　まるで映画の１シーンのように、画えになる仕草だった。

　冬夜が思わず見とれていると──

「そうだ、彼女たちはどうしてる？」

「……あ、ああ。問題ありません。今日は、沖おき田たと藤とう堂どうがついています」

「そうか」

　近こん藤どうは頷うなずくと、踵きびすを返して墓所を去っていった。

　冬とう夜やは、黙ってその背中を見送りつつ──

　遠くで雲が切れ、日が差してきているのが見えた。







「おー、土ひじ方かたちゃん、おきゃーりにゃー」

「……おまえ、そろそろちゃんと制服着ろよ」

　屯所ホームに戻った冬夜を出迎えたのは、山やま南なみ敬けい助すけだった。

　いつものように、制服の上着の下にビキニという格好だ。

　歳としは十二でも、身体からだつきは完全に大人。それも極上のスタイルなので、若い男性隊士から「いろんな意味でヤバイ」と苦情が出ている。

「じゃ、今度はワンピにでもするかにゃー。あれはあれで別のエロさが！」

「水着のタイプの問題じゃない！　ていうかエロさを出すのが目的か！」

　並んで廊下を歩きながら、冬夜は山南のほうを見ないように自制する。

「……それで、どうした？　おまえがわざわざ俺を出迎えるなんて」

「沖おき田たちゃんが風邪引いた。けっこう熱があるから、休ませておいたにゃー」

「ああ、そうか。いつものやつだな」












　沖おき田たは決して病弱ではないが、昔からよく風邪を引く。見舞いに行くと「病人扱いするな」と怒りながらも、嬉うれしそうにするので、後で行ってやらなければならない。

「ん？　ってことは、今は藤とう堂どうだけで見てるのか？」

「異常があったらすぐにアラームが鳴るにゃ。今時、肉にく眼がんでの監視なんてナンセンス。アホの藤堂ちゃんより、自分が組んだ警けい戒かいシステムのほうが万倍信頼できるにゃー」

「……まあ、山やま南なみの技術は疑ってないけどさ」

　藤堂は確かに頭は悪いが、腕前と人柄は信用できる。

「そうそう、信じちゃっていいにゃ。でも、土ひじ方かたちゃん」

「ん？」

　山南が足を止め、真剣な目を冬とう夜やに向けてきた。

「たぶん、マーヤちゃんたちに監視はいらない。モニター越しでも心は解析できる。あの二人は、きっと敵じゃない」

「……土方歳とし三ぞうは、やるべきことをやる。徹底的に。ただ──それだけだ」

「あまり前世に囚とらわれると、前世の闇やみまで呑のみ込こんでしまうよ」

「…………」

　山南は、珍しく真面目まじめな口調で話を続けている。

　以前、犬いぬ神がみ夏なつ緒おもまた、前世は夢だと思えと語っていた。

　土方歳三の心には、きっと闇があっただろう。新しん撰せん組ぐみを鉄の掟おきてで縛り、そこから逸脱した仲間を斬きり、組織が瓦が解かいしても絶望的な戦いを続けた。

　それほどまでに苛か烈れつな人生を生きた男の心に、闇がないはずがない。

　リンカーは前世の記憶を受け継がない。しかし、伝わってくるものはあるのだ。

　土方歳三の最後の戦いの光景が、彼の鬼の魂が冬夜には伝わっている。

　冬夜にとって都合のいいものばかりが受け継がれているはずもないが──

「山南、おまえはどうなんだ？」

「バグのないシステムはあり得ない。見つけたら潰つぶすか、システムから切り離すだけだよ。うん、きっと山南にだって闇はあるだろうね」

　冬夜も、山南敬けい助すけの最期が幸福なものではなかったことを知っている。

　さっきの忠告──山南は、前世の闇を既に見てしまっているのかもしれない。

「それにもちろん、リンカーじゃなくても闇はある。たぶん、あの子も」

「…………」

　山南は、くいっと屯所ホームの庭を指差した。それから、廊下を曲がって去っていく。

　銀髪、パーカーにミニスカートの少女が雨上がりの庭を歩いている。

　マーヤだ。例の派手なワンピースしか服を持ってなかったので、沙さ羅らに着替えを用意してもらったのだ。

　彼女の後ろには、リリアと藤堂の姿もある。

「ふう……」

　冬とう夜やは、頭をがりがりとかいた。

　そう、マーヤとリリアは瞬間移動してきた日以来、この屯所ホームに滞在している。

　ノアと近こん藤どうの許可を得てのことだが、梅うめ崎ざき沙さ羅らを受け入れたのとは次元の違う話だ。

　これでいいのかという迷いはある。それでも、冬夜は二人を受け入れた。

「あっ、帰ってたの。散歩させてもらってるわ。あと、沖おき田た総そう司じが──」

「わかってる」

　冬夜はそれだけ言って、縁えん側がわに腰を下ろした。

　マーヤも近づいてきて、その隣に座る。リリアと藤とう堂どうは、離れた位置で立ち止まった。

「……うちの庭は綺き麗れいだろ。雨の中の桜もなかなかいいよな」

「桜は嫌いなの」

　マーヤは、うっすらと微笑ほほえむ。

「この世で二番目くらいに嫌いかもね。ここの庭は悪くないけど、桜がなければもっとよかったのに」

「珍しいな」

　冬夜は、なかば本気で驚いていた。桜は散ちるから綺麗なのだと思うが、第だい弐に京都で桜そのものが嫌いという人間を見たのは初めてだ。

　咲き続ける桜は、時じ空くう嵐あらしという恐るべき災害の産物だが、今は第弐京都の名物として定着し、市民にも愛されている。

「ああ、お世話になっておいてこんな言い方はダメよね。食事もお風ふ呂ろも用意してもらって、なんだかダメ人間になりそう」

「うちの連中、喜んでお世話してるからなあ……」

　マーヤは、〝結ゆう城きノアの友人〟ということになっている。わけあって新しん撰せん組ぐみで預かったと隊士たちには説明してある。

　新撰組屯所には機密も多いので、冬夜や沖田、藤堂が監視役としてついているというわけだ。

　スタイル抜群の美少女であるマーヤは、梅崎沙羅に続いて大人気だ。藤堂は、「うちにはツンデレ分が不足してた」などと大喜びしている。

　リリアもその愛らしさで、もはや新撰組のマスコットのような扱いである。

「でもいい加減、ここを出ないと……」

「出てどうするんだ？」

　冬夜は、即座に訊きいた。マーヤは情報を持ってこられなかった。となれば、彼女はノアにとっての敵である黒い船団シユヴアルツ・フロツテのメンバーで──しかもリーダーなのだ。屯所に置いておくわけにはいかないのだが……放ほうり出す気にもなれなかった。

　沖田は、マーヤが船団から逃げ出してきたと推測している。冬夜も同感だ。瞬間移動で現れた彼女からは、争いごとの痕こん跡せきを感じたからだ。

　敵の敵は味方、などと単純には考えられないが、マーヤを野放しにしておくより新撰組の監視下に置いたほうがいい。

　理由として不充分かもしれないが、今のところ冬とう夜やは納得している。

「おまえは、いつでもここから出て行ける。瞬間移動はオキも山やま南なみも止められないから。けど、出て行くときは俺に言ってほしい」

「……うん。そうする、必ずそうするわ」

　マーヤは素直に頷うなずいた。変わっているが、悪い子ではない。〝ただの犬いぬ神がみ冬夜〟だったら、それだけで彼女を保護する理由になっていただろう。

「ふふふ、マーヤ様みたいなのをチョロイって言うんですよねー」

「リリア、あんたこっちの変な言葉を覚えすぎ──」

　言いかけたマーヤが、はっと目を見開いた。冬夜も同時に気づく。

　リリアが、大きな可愛かわいらしい瞳ひとみをすうっと細めて、桜の木々の向こうを睨にらんでいる。

『土ひじ方かたちゃん、動体センサーに反応三つ！　エリアＦ２、東側の塀へいを越えたにゃ！』

「山南、スマホ乗っ取るのやめろって言ってるだろ！　藤とう堂どう、リリアを守れ！」

「あいよっ！」

　冬夜と藤堂は、既にバレット・ブレイドを取り出している。二人とも射撃シユートモードで構え、周囲を警けい戒かいする。

「……そっちか」

　雨でぬかるんだ中庭に、足跡だけがゆっくりと近づいてくる。冬夜たちから十メートルほどの距離まで来て、不意に空間が歪ゆがんだ。

「お迎えに上がりました、我らが姫」

　白いローブに身を包んだ三人の男たちが姿を現した。光こう学がく迷めい彩さいで隠れていたらしい。

　全員、二十歳前後の青年たちだ。

「マーヤのお友達かな？　彼女はうちで預かってる。心配しなくても、食費とかは請求しないよ」

「黙ってくれ、ヴォルフ。君と話をするつもりはない」

　リーダー格らしき短髪の青年が穏おだやかに言った。

「これは、我々の問題だ。勝手に上がり込んだ非礼は謝ろう。だが、姫は返してもらう」

「……豹パンサー。わざわざ獣のコード持ちが来るとはね。それも三人も」

「…………っ!?」

　マーヤの言葉に、冬夜はぎょっとする。一人で新しん撰せん組ぐみを丸ごと相手取った、ヨシュア。彼も〝鴉クレーエ〟の獣のコードを持っていた。獣のコード持ちというのは、黒い船団シユヴアルツ・フロツテでも飛び抜けた戦士のことらしい。

　その獣のコード持ちが、三人もいる。目的はマーヤの奪だつ還かんのようだ。

「姫、あなたが逃げ回る必要などないでしょう。すぐに戻ってください。ここは──あの結ゆう城きノアの手下たちの巣そう窟くつです。こんなところに、あなたがいてはならない！」

「自分の居場所は、自分で決めるわ！」

　マーヤは即座に言い返した。

「孔雀ピーコツク……ああ、針鼠イーゲル、あなたもそちらについたのね？」

「我々は皆、あなたの味方です、姫。いいえ、我々だけがあなたの味方なのです」

「……敵だなんて思ってないわよ。でも……」

　マーヤはなにか言いかけて、唇くちびるを噛かんだ。

　冬とう夜やは確信する。やはり、黒い船団シユヴアルツ・フロツテという組織は一枚岩ではないようだ。

　とはいえ、目の前にいる三人は強力な敵だ。全員がヨシュア以上だったら、手に負えないかもしれない。

　ならば、あの力を使うしかない──

「騒がしいな」

　突然、風が吹いた。地面に落ちていた桜の花びらが舞い上がり、その中を一人の少年が歩いてくる。

　新しん撰せん組ぐみ局長、近こん藤どう勇いさみ。長い髪を揺らしながら、侵入者を鋭するどいまなざしで睨にらんでいる。

「さっきから、湿気で髪が上う手まくまとまらない。私は、機嫌が悪い──」

　近藤の手に、瞬時に斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドが現れる。

　ナガソネコテツ。史実の近藤勇が持っていたと言われる名刀の銘めいを継いだ武器である。

　刃やいばが霊子スピリアの白い輝きを放ち始め、近藤の全身に殺気が満ちていく。

　小柄な少年でありながら、その姿はまるで巨大な岩が近づいてくるかのような凄すさまじい威圧感をまとっている。

　冬夜は、ごくりとつばを呑のみ込こみ──近藤が現れた以上、自分の出る幕などないことを確信した。







　史実の近藤勇といえば、言わずと知れた新撰組局長である。

　そして、土ひじ方かたや沖おき田たが学んだ天てん然ねん理り心しん流りゆうの宗そう家けであり、一流の剣けん客かくでもあった。

　局長という立場でありながら、彼は幾度も実戦に参加し、血刀を振るっている。

　リンカーである近藤勇は、ランクＡ。

　戦闘に特化した彼は、あるいはランクＳＳダブルエスに匹ひつ敵てきする力があるかもしれない。

「近藤勇！　今はあなた方に手を出す気はない！」

「手前勝手な話だ。だから見逃せとでも言うのか？」

「…………！」

　豹パンサーと呼ばれた男が、ぐっと歯は噛がみする。

　冬夜は、黙って成り行きを見守っている。近藤が現場に出ることは少ないが、彼は幾度かその桁けた外はずれの強さを見せてきた。

　とはいえ、彼の力でも獣のコード持ちに通用するかどうかは──

「君は多少礼儀をわきまえているようだが、勝手に自慢の庭に押し入られて許すほど、私の心は広くない」

　近こん藤どうは、目を鋭するどく細めて言う。

「なにより、こちらのお二人は我らが預かっている客人だ。誰にも渡す気はない。ただし、安心していい。帰れとは──言わない。新しん撰せん組ぐみの流儀でおもてなししよう」

「調子に乗らないでもらおう、ヴォルフ。手出ししないというのは、君たちが邪魔をしなければだ！」

「豹パンサー、あいつは俺が！」

　孔雀ピーコツク、と呼ばれた男が拳けん銃じゆう型のバレット・ブレイドを取り出しながら走り出す。

　走りながら続けて二発撃うつと、近藤は虫でも払うようにバレット・ブレイドを振って弾丸を弾はじく。

「うおおっ!?」

　近藤が弾いた弾丸は、まっすぐに孔雀へと跳ね返っていった。孔雀は驚きの声を上げつつ、足を止めて一発をかわし、一発をＤ結界で受け止める。

　バレット・ブレイドの弾丸を斬撃スラツシユモードで弾き返すくらいは冬とう夜やにもできるが、その弾丸で敵を狙ねらうなど不可能に近い。地味ではあるが、神かみ業わざの領域だ。

「君が私をどうすると？　この程度で驚いているようでは、髪一本も傷つけられない」

「……局長、けっこう嫌な性格してるな」

　冬夜は、ぼそりとつぶやいた。

　近藤勇いさみはよく言えば生き真面目まじめ、悪く言えば面白みの足りないタイプだが、意外とそうでもないかもしれない。

「あ、いや、すまない。余計な嫌いや味みだったな。ただ、髪がまとまらないから、イライラしていて──」

「そんなことは聞いていない！」

　生真面目なことに弁解を始めた近藤に、再び孔雀が襲いかかっていく。

　バレット・ブレイドを剣装転化ブレイド・ターン、ナイフを逆手に構え、小さく鋭くそれを振る。

「新撰組局長に、接近戦を挑むとは、稀まれに見る命知らずだな」

「言ってろ！」

　斬撃を近藤にあっさりかわされた孔雀は、トンと一歩後ろに跳び──

「獣のコード──地獄に変わった世界で生きるための力！　近藤勇、おまえは地獄を知らない！」

　孔雀の背中から、輝く翼が現れる。新撰組が以前戦った鴉クレーエも、翼を持っていた。その翼は高密度の霊子スピリアのかたまりであり、滞空を可能とし、バレット・ブレイドの銃じゆう撃げきを易やす々やすと防いでいた。

「派手だな。地獄では、さぞ目立っただろう。その翼で空中戦でも？」

「空が飛べれば最高だっただろうな！　だが、俺の力は──」

　翼を輝かせながら、孔雀は再びナイフを手に近藤に斬きりつける。しかし、パワーとスピードは充分でも、技では完全に近こん藤どうが勝っている。

　近藤は、危なげなく数度繰り出された孔雀ピーコツクのナイフをかわし、バレット・ブレイドを振り上げる。

「────!?」

　バリン、とガラスが砕けるような音とともに、近藤の周囲のＤ結界が霧む散さんする。

「Ｄ結界を斬きり裂く──いや、破壊する能力か！」

「おまえに当たられなくても、周りを囲む壁ならいくらでも当てられる！」

　そして──

「局長、よけてくださいっ！」

　冬とう夜やは、鋭するどく警告を発した。針鼠イーゲルが近藤の横に周りこむようにして、バレット・ブレイドを銃撃シユートモードで撃うったのだ。

　針鼠が放った霊子スピリアのかたまりは、近藤の頭上へ低速で飛んでいき──

「千針封檻ニードル・プリズナー！」

　霊子から、数百もの短く鋭い針が飛び出し、近藤を取り囲むようにして降り注ぐ。

「いい連携だ」

　近藤はつぶやく。Ｄ結界が消失したところに、回避不能な針の雨。いくら彼でも──

「おおおおおおおおおおおおっ！」

　近藤がその澄すんだ声で、気合いを入れる。彼は倒れ込むようにして、銃装転化バレル・ターンさせたバレット・ブレイドの銃じゆう口こうを上に向けて放った。

　強力な一発の銃弾が、降り注いできた針をまとめて薙なぎ払はらい、近藤は同時に跳ちよう躍やくする。

　銃撃で生じた隙すき間まをすり抜けるようにして、近藤は針の檻おりから脱出した。

「連携はよかったが、こんな小さな針程度ではな。たとえ直撃したところで──」

「局長!?」

　冬夜は、目を瞠みはった。突然、近藤の膝ひざががくりと落ちたのだ。

　よく見ると、近藤の右手に糸のように細い針が突き刺さっている。

「……毒？　違うか、そんなものはリンカーには通じない」

「そのとおりだ、近藤勇いさみ」

「…………っ！」

　突然の声に振り返ろうとした近藤の右肩に、背後から刃やいばが突き立てられた。ぱっと真っ赤な鮮血が散ちる。

「おまえは……っ！」

　そう叫んだ近藤の背中から素早く離れたのは、豹パンサーだった。

　周囲を注意深く見ていたつもりの冬夜でも、豹がいつ近藤の背後に回ったのか気づけなかった。

「我らは獣のコードを持つ者。孔雀は邪気を払う──Ｄ結界を無効化する。針鼠はその名の如く無数の針を持つ。突き刺さった針は、体内の霊子を霧散させ、体力を奪い取る」

「ふむ、便利なものだな。それで、おまえは？」

　近こん藤どうは、豹パンサーへと目を向ける。

「笑ってしまうだろうが、俺は単純だ。この地上の誰よりも速い、というだけだ」

「獣のコード、か……少しは面白くなってきたか」

　近藤は肩から流れる血にもかまわず、にやりと笑った。

「あたしたちの世界では、強い魂、強い霊子スピリアを生まれながらに持つ者たちがいるわ。中でも特に強力な霊子の持ち主たちは、獣の特性という形で能力を生み出し、あふれ出る力を制御しているのよ」

　マーヤが、目を伏ふせて言った。味方の情報を近藤に伝えることが後ろめたいのだろう。

　もっとも、近藤が有利になるような情報でもないが……。

「なるほど、君たちの能力は銃牙フアングに依存しない──それとも、銃牙と組み合わせることで能力を強化、あるいは変化させているのか。面白い」

「面白がっている場合か、近藤勇いさみ！　霊子がなくなれば、君は普通の人間と同じだ。針が抜けても、霊子も体力もすぐには戻らん。針鼠イーゲルの能力はそんな甘いものではない」

　近藤は、つまらなそうに突き刺さったままの針を見て、無造作に抜き取った。

「君はもうそこから動けない。どうする？　そこの部下たちに交代か？」

　冬とう夜やは、ちらりと藤とう堂どうに視線を送る。彼だけでなく、既に数人の新しん撰せん組ぐみ隊士たちが集まってきている。

「私は新撰組局長、近藤勇。敵を前に引き下がるような男には、局長は務つとまらない。新撰組局きよく中ちゆう法度はつとに曰いわく、士し道どうに背くまじきこと──」

　近藤は、油が切れたロボットのような動きで少しずつ前に出て行く。

　その闘志にはいささかの揺らぎもなく、冬夜は口を挟めなくなってしまう。

「まったく、この時空の君たちも狂気の集団だな。リーダーである君が、これほどまでの愚か者とは……」

「私たちの狂気を知っていて、乗り込んできたおまえたちも相当だ、豹」

「ふむ、そうだな。知らなかった。近藤勇、我々の時空の君とこの時空の君は姿もほとんど同じだ。写真で見たことはあったが──意外だよ」

「なにがだ？」

「最強最悪の狼たちと恐れられた新撰組のボスが、こんな美人だとはな」

「…………」

　豹がにやりと笑い、同調して孔雀ピーコツクと針鼠も声を上げて笑う。

　冬夜と、新撰組隊士たちは、しーんと黙り込んでしまう。

　近藤の外見に触れることは、いや考えることすら新撰組ではタブーだった。誰が決めたわけでも強制したわけでもないが、暗黙のうちにそうなっているのだ。

　近藤勇は、史実の厳いかめしい彼とはまるで違い、小柄な美少年だ。初めて見たとき、冬夜もそのギャップに驚いたものだ。しかし、涼しい顔をしている近藤を前にしては、なにも言えなかった。

「……私は、できる限り寛大であろうと思っている」

　近こん藤どうは、静かに言った。

「どんな悪質な冗談も、聞き流そう。頭を叩たたかれようと、気にせず微笑ほほえもう。だが、私にも許せないことが二つある。新しん撰せん組ぐみへの罵ば倒とうと──私の容姿をからかうことだ！」

　近藤は、再び岩のような圧力を発し始める。対たい峙じしているわけではない冬とう夜やですら、立っているのが難しくなるほどだった。

「ああ、そうだ。おまえたちは、肝心なことを知らなかったようだな」

　近藤は、肩から血が流れてきている右腕をゆっくりと左の人差し指で叩いた。血はさらに右手を伝い、握にぎっているコテツを濡ぬらしている。

「私のコテツは、血が大好きなんだ。血を浴びると──目覚めてしまう」

「目覚める……？」

　豹パンサーが、訝いぶかしげな顔をする。

「目覚めたコテツは、さらなる血を求める。私の意志でも止められないほどに」

　近藤がさらに一歩踏み込む。わずかに前に出ただけだというのに、その足音は不気味なほど周囲に響いた。

「今こ宵よいのコテツは血に飢うえている──」

　いきなり、近藤はコテツを振るった。豹からは五メートル以上離れている。だが、斬撃スラツシユモードのコテツは霊子スピリアの白い輝きをまぶしいほど放ちながら、豹を軽々と吹き飛ばす。

「ふっ、夜じゃないのが残念だ。近藤勇いさみの名めい台詞ぜりふもこれでは決まらないな」

「ス、霊子は消えたはず……君は、いったい……!?」

「コテツが霊子を求めている。もっと血をすするために。そのためならば、我が身に宿った近藤勇の魂は、いくらでも力をくれるのさ」

　近藤は、ぎこちない動きでコテツを高く掲げた。その刀身が変形し、銃装転化バレル・ターンする。

「コテツの銃牙フアングの一つ、血を浴びることでの〝能力増幅ブースト〟。本来は、敵を一人斬きる、撃うつごとに力が増していく能力だ。そしてもう一つ──」

「まっ、待てっ、近藤！　我々は君と争う気は最初から──」

　豹がナイフを構えたまま叫び、孔雀ピーコツクと針鼠イーゲルはバレット・ブレイドを銃撃シユートモードで構える。

　だが、三人の獣のコード持ちは、近藤に圧倒されたように動けず、引き金を引くことすらできなかった。

　近藤は悠ゆう然ぜんとした動作で、コテツを天に向けて撃った。

　牙が竜りゆう──いや、それ以上の凄すさまじい霊子が溢あふれ、冬夜の視界が真っ白に染まる。

　ひゅるるるる、とまるで花火のような音がしたかと思うと、耳をつんざくような轟ごう音おんが響いた。

「くっ…………！」

「と、冬夜君っ……！」

　冬とう夜やは慌ててマーヤの前に立ち、彼女をかばう。凄すさまじい熱と光に襲われ、マーヤが悲鳴のような声を上げた。

　その熱と光が、波が引くように急速に消えていき──

「……っ、おいおい……」

　冬夜は目を開けると、そこに現れた景色に絶句する。

　庭の地面がごっそりとえぐれ、直径二十メートル近いクレーターができている。

　地面からは蒸気と煙が上がり、爆心地の熱量の凄まじさが容易に想像できてしまう。

「ふむ、かなり範囲を絞しぼったのだがな。少しやりすぎてしまったか」

　近こん藤どうは、握にぎっていたバレット・ブレイドの銃じゆう口こうを下げ、困ったような顔をしている。

「きょ、局長、これは……？」

「私のもう一つの銃牙フアング──〝竜りゆう爆ばく〟だ。放った銃弾が分裂し、それぞれ爆発を起こす。要するに、一定範囲を爆撃する能力だな」

「爆撃……」

　冬夜は、呆ぼう然ぜんとしてしまう。芹せり沢ざわ鴨かもの銃牙〝鉄てつ風ぷう〟もとてつもない破壊力だったが、近藤の竜爆はあるいはそれ以上かもしれない。

　しかも、これで範囲を絞ったというのだから……。

「ん!?　局長、あいつら……！」

　不意に、冬夜は気づいた。クレーターの中心近くに、三人の獣のコード持ちたちが倒れている。

　身体からだを起こしているのは豹パンサーだけで、あとの二人は倒れたままだ。だが、全員息があるようだ。

「な、なんのつもりだ、近藤勇いさみ……君の銃牙なら、我々を殺せたはず……」

「おまえたちに慈悲をかける理由はない。こちらは、ヨシュアという男に大事な仲間を殺されてる」

　近藤は、冷たい目で豹を見み据すえる。

　そう、土ひじ方かたとしては偽者だったとしても、犬いぬ神がみ夏なつ緒おはまぎれもない新しん撰せん組ぐみの仲間だった。

　あるいは近藤は、ヨシュアに撃うたれた芹沢鴨のことも含めているのかもしれない。

「だが、おまえたちの姫に我らの仲間を狙ねらうバカどもの情報を提供してもらっている。彼女に免じて、今回だけは命を助けよう。無断で上がり込んできた非礼も許そう。俺たちヴォルフは獣では──ない」

「くっ……」

　豹は怒りに顔を歪ゆがめながら、倒れている二人の仲間を引き起こした。

「……姫、船団から逃げるのはかまいません。ですが……ここを早く出てください。我々が今は動けないことを、あの男は知っている。あの男は、もはや引き絞られた弓です。この機を逃さず、弾はじかれたように動き出す……ですから、その前に！」

　豹はマーヤに向かって叫ぶと、仲間たちを抱えて大きく跳ちよう躍やくし、塀へいの方向へと去っていった。あっという間に姿が見えなくなってしまう。

「これでいいか、マーヤさん？」

「……ありがとう、近こん藤どう局長。あたしの仲間を見逃してくれて」

　マーヤは顔を伏ふせたままで答える。

「でも、これ以上はここにはいられないわね。いえ、あたしがここにいること自体、おかしかったんだわ。お世話になったわ、あたしたちはすぐに──」

「新しん撰せん組ぐみは、あなたを迎え入れました。マーヤさんが自分の意志で出て行くなら止められませんが、そうでなければ去る必要はありません」

「え……？」

「土ひじ方かた、マーヤさんたちの監視ではなく護衛を強化しろ。新撰組の客人には指一本触れさせない。誰であろうとだ」

「は、はい！」

　冬とう夜やは答えて、隣に立つマーヤに目を向ける。すると彼女はなぜか顔を赤くして、ぷいっと横を向いた。

　そういえば、と冬夜は思い出す。彼女はさっき〝冬夜君〟と呼んできた。土方、あるいは犬いぬ神がみ冬夜とフルネームで呼んでいたのに。

「……い、いえ、そんな話をしてる場合じゃないでしょ。さっきの豹パンサーの話、あなたたちも聞いてたわよね！」

「ん？　ああ、あの男が動き出すって……あの男っていうのは……」

「言わなくたって、わかるでしょ。坂さか本もと龍りよう馬ま──」

　マーヤは、銀色の髪をさっと後ろに払って言った。

「豹たちを見逃してくれたお礼に、教えてあげる。幕末のある学者が坂本龍馬に言ったそうよ。『おまえは一つ間違えば乱らん臣しん賊ぞく子しになる』ってね。軍雄フオースの坂本龍馬は、その一つ間違えた龍馬なのよ。奴やつは──動き出したら止められない」

「…………」

　冬夜は、マーヤの手が震えていることに気づいた。

　それは豹たちの襲撃のせいなのか、それとも──

　ふと、どこからか桜の花びらが飛んできた。

　その花びらはひらひらと舞いながら、一瞬、青い光を放ったように見えた。

「いや……違うか」

　冬夜は小さく首を振った。見間違いのようだ。

　庭に舞う桜の花びらはいつもどおり、かすかな桃色をしている。

　だが、一瞬だけ見えた青い光と──

　冬夜は、美しくも幻想的な花びらに、言いようのない不吉さを感じずにはいられなかった──






　　３章　青い桜と鮮血の罠






　その日は、朝から冷たい風が吹いていた。

　第だい弐に京都は永遠の春が続いているといっても、時には冷え込むことも珍しくない。

　新しん撰せん組ぐみの屯所ホームは昔ながらの武ぶ家け屋や敷しき風のつくりであるが、冷暖房は完備している。

　命懸けの厳しい任務に挑む隊士たちに、日常では快適な暮らしをさせる程度の配慮はされているのだ。

「ふぁ……」

　冬とう夜やは自室のベッドから下り、大きなあくびをした。

　黒い船団シユヴアルツ・フロツテの、獣のコード持ちたちの襲撃から三日。

　屯所内で大爆発を起こすという騒ぎを起こしてしまったため、冬夜はその後始末に追われていた。

　ようやく一息ついて、昨夜は自室で眠れたが、まだまだ仕事はいくらでもある。

　四大人ひと斬きりの残り二人に、坂さか本もと龍りよう馬ま──

　彼らを見つけないことには、枕を高くして眠れない。いや、新撰組副長としての仕事に終わりなどないのだが。

「……っと、そうだ」

　着替えてから副長室へ向かおうとして、冬夜は思い出した。

　昨日、沖おき田たが風邪から復活して、さっそく任務に就ついていた。風邪をよく引くが、二日もすればケロリとしているのはいつものことだ。

　しかし、副長としても幼なじみとしても様子は見ておきたい。

「オキ、オキ、ちょっと入っていいか？」

　冬夜は沖田の部屋の前に立ち、ドアを軽く叩たたく。彼女の部屋は冬夜の自室の隣だ。

　以前は、二人とも平ひら隊たい士し用の個室に住んでいたが、冬夜が幹部用の部屋に引っ越したのとあわせて彼女も移ってきた。

　一部の隊士たちは、沖田の行動に「ああ、やっぱり……」などと含みのある顔をしていた。冬夜は、沖田との関係を疑われるのはいつものことなので、特に気にしていない。

「ん？　返事ないな……？」

　珍しい、と冬夜は思った。沖田は朝が早いし、朝あさ稽げい古こにも熱心に参加している。特に最近は、ずいぶん気合いが入ってるので、もう起きていると思ったのだが。

「オキ、入るぞ」

　冬夜は一応断りを入れて、室内に入る。部屋には物が少ない。それでも年頃の少女らしく、ファッション雑誌や、可愛かわいらしいキャラのグッズなどが置いてある。

「んん、トーヤ……？」

　物音に気づいたのか、ベッドの上で、むくりと沖田が身体からだを起こす。可愛らしいピンクのパジャマ姿だ。

「……うおー、やばい！　目覚まし止めちゃってた。朝あさ稽げい古こ行かないと……」

「待て、待て。病み上がりの仕事で疲れてたんだろ。今日は訓練は出なくていい」

「むー、また止めるの？　ていうか、トーヤは訓練に出させる立場でしょ？」

「兄さんは俺にキツイ任務ばかりやらせてた。贔ひい屓きだよな、あれ。俺もその辺は受け継ぐ。他の隊士には悪いけど、オキを贔屓させてもらう」

「おー、堂々と公私混同来たよ……」

　沖おき田たは、困ったように笑っている。

「ま、でもたまには特別扱いも悪くないかな。ふへへ」

「なんだ、その笑い方」

　冬とう夜やも、思わず苦笑してしまう。

　前から気になっていた。沖田は、冬夜が副長に就任したあたりから張り切りすぎている。

　元々、沖田は仕事はきっちりしていたが、訓練にも熱心で、無理をしている節がある。

　今日、起きられなかったのも、体力の限界まで頑張りすぎているせいではないか。

　おそらく、副長になった冬夜を支えようと張り切ってくれているのだろうが──無理はしてほしくない。冬夜にとって、沖田はやはり特別な存在なのだ。

「とりあえず、着替えろ。ついでだから、朝飯を一緒に──」

「…………！」

　冬夜と沖田は同時に気づいた。

　沖田が素早く部屋の窓を開け、冬夜もその隣から外を覗のぞく。

「……トーヤ、これって」

「ああ……」

　冬夜は頷うなずき、窓から見える外の風景を見つめている。いや、睨にらんでいる。

　沖田の部屋からは、屯所ホームの庭がよく見えるのだ。先日の戦闘では無傷だった部分で、今も桜がひらひらと花びらを舞い散ちらせている。

　そう、桜が散っている。

　いつもと少しだけ違う姿で──







「マーヤ様……」

「……慌てなくていいわ、リリア」

　同時刻、マーヤとリリアも同じようにして窓の外を見ていた。

　彼女たち二人は、新しん撰せん組ぐみ幹部用の部屋をあてがわれている。空き部屋であるが、必要なものはすべて揃そろっていて、なんの不満もなかった。

　部屋の外には監視役がいるが、それくらいは当然なので、マーヤたちは気にしていない。

「どうしますか？　一応、準備はしておきましょうか？」

「必要があれば冬とう夜や君──土ひじ方かたが言ってくるでしょう。とりあえず、着替えておくわよ」

　マーヤは、寝間着代わりのＴシャツと短パンを脱ぎ捨て、下着姿になる。リリアも頷うなずいて、同じように寝間着を脱いだ。

「でも、リリア。いざというときは──わかってるわね？」

「マーヤ様の玉のお肌に傷一つつけさせませんよ！」

「きゃっ！」

　リリアが下着姿のままで、マーヤに抱きついてくる。

「ちょっ、なにしてるのよ！」

「エネルギーの充電ですよ！　これくらいは役得ですよね！」

「も、もうっ……！」

　マーヤはリリアを振り払えず、顔を真っ赤にする。

　リリアは子供でしかも同性だが、それでもくっつかれてしまうと恥ずかしい。

　それを知っているリリアは、マーヤの気をまぎらわせようとしている。小さな友人に感謝しつつ、マーヤは再び窓に目を向けた。







　白はく桜おう宮きゆう内に警報が鳴り響いている。

　中なかノの宮みやと呼ばれる、白桜宮の中心施設の廊下を結ゆう城きノアは歩いている。

　いつもの桃色のドレス姿だ。早足であるため、スカートの裾すそが乱れている。

「警報を止めてください。こんなにうるさくては作業に集中できないでしょう」

　ノアの後ろを歩く補佐官が「はい」と答え、スマホを取り出して連絡を始める。

「予報は、あとどれくらいで出せますか？」

「現在、演算中です。あと二十二分で規模予測の第一報が出せるとの報告です」

　別の補佐官が答え、ノアは頷き、たどり着いた部屋のドアを開けた。

　中ノ宮の第一司令室──この国のすべてを制御する中ちゆう枢すうである。

　モニターやコンソールがずらりと並び、二十人以上のオペレーターが作業中だ。

「何度見ても嫌なものですね……」

　ノアは一番奥に設置された指揮卓につき、正面の二百インチモニターを見つめる。

　巨大なモニターはいくつかの画面に分割され、第だい弐に京都内のあちこちの景色が映し出されている。

　永遠の春の都、桜が咲き続ける街──

　その桜の花がすべて──青く輝いている。

「青い桜。美しいけれど──美しいものが世界に優しいとは限らない」

　ノアは、ぽつりとつぶやいた。

　時じ空くう嵐あらし──

　十数年前からこの国を、世界を襲い続けている災厄。

　時間と空間が揺らぎ、人や建物、あるいは街そのものがどこへとも知れない異時空へと消えてしまう。

　第だい弐に京都では、その最悪の災厄が起きている間は、なぜか桜の花びらが青く光るのだ。

　この街の桜は、十年前の遷せん都とと同時に襲ってきた時じ空くう嵐あらしの影響により、咲き続けている。時空の歪ゆがみによる影響が現れやすくなっていると言われているが、青く光る理由は未いまだ解明されていない。

　かつての首都であった東京は、時空嵐に何度となく襲われ、機能が麻ま痺ひしてしまった。

　織お田だ信のぶ長ながのリンカーによって、名古屋への遷都が行われたが、新たな首都もまた強力な時空嵐に見舞われることとなった。

　遷都の直後に起きた災害は、最悪のタイミングとしか言いようがなかったが、首都機能の移転は急務であったこと、受け入れ可能で時空嵐の被害がもっとも小さかった都市は名古屋しかなかったため、やむを得ない。

　もっとも、第弐京都を襲った時空嵐は強力だったが、人間や施設への被害はごく軽けい微びだった。

　春が続き、桜が咲き続ける程度で済んだのは幸運だったとしか言いようがない。

　今回も、どの程度の被害が出るかはわからない。時空嵐の解析は進んではいるが、規模と被害の因果関係はまだほとんど解明できていないのだ。

　だが──

　ノアは、指揮卓の上でぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。

「Ｄ１デイーワン特別警けい戒かい態勢を発令。全都民をただちに避難させてください」

「了解、Ｄ１特別警戒態勢を発令！　繰り返す、Ｄ１特別警戒態勢を発令！」

　オペレーターの一人が答えると、司令室内の全員が動き出す。

　Ｄ１特別警戒態勢──全都民の避難及び自衛軍と警察による警戒網の発動を意味する。

　予測がつかないからこそ、嵐の規模が小さくても全都民の命を守るべく全力を尽くす。

　これは織田信長が決定した方針であり、ノアもまたそれを引き継いでいる。

　首都機能が停止するリスクを差し引いても、やるべきことなのだ。

　むろん、リスクを軽減する準備は信長の時代から進められてきた。第弐京都では至るところにシェルターがつくられている。時空嵐は地表への影響が大きいが、多重装甲に覆おおわれた地下シェルターならば被害はほとんど出ない。他県への避難誘導も可能だ。

「ふう……」

　ノアは、小さく息を吐いた。警戒態勢を発令するまでが彼女の仕事だ。ただ指令を下すだけとはいっても、数百万の都民に行動を強制し、国全体にまで大きな影響を及ぼす。発令には大きな覚悟が必要になるのだ。

「姫様、よろしいでしょうか」

「……？　どうしましたか？」

　話しかけてきたのは、黒髪を丁寧に撫なでつけた、スーツ姿の青年──

　特別高等官の織お田だ秀ひで信のぶだった。その名のとおり、織田信のぶ長ながにゆかりのあるリンカーである。

　前世は、織田信長の孫だった武将である。〝三さん法ぼう師し〟という名前のほうが有名かもしれない。本ほん能のう寺じの変へんののち、信長の後継者を選び出した〝清きよ洲す会議〟で羽は柴しば秀ひで吉よしの後押しによって跡を継いだ男だ。といっても、当時はまだ幼く、形式上の後継者でしかなかった。

　ランクはＢ。信長の後継者といっても、清洲会議以降は歴史にほとんど影響を及ぼしておらず、ＳＳＳトリプルエスだった信長とは比べものにならない。

　秀信は、リンカーとして生前の信長に仕えた一人だ。文官としては優秀だったため、結ゆう城きノアが白はく桜おう宮きゆうを継いだあとも、右腕として活躍している。

「問題発生です。こちらの映像を」

「……京きよう都と湾わんですね」

　ノアは、指揮卓のモニターに映し出された映像の目を向ける。そこには以前、黒い船団シユヴアルツ・フロツテが現れた京都湾が映っている。

「……っ、これは！」

　ノアは思わず立ち上がってしまう。

　京都湾の港へと、五隻せきの船が陣形を敷いて向かってきている。どの船も全長五十メートルほどで、あまり大きくはない。

　船は、砲や機き関かん銃じゆうで武装している。そしてなにより、海面から数メートル浮いた状態で進んできているのだ。

「黒い船団……いえ、違う……」

「船団の事件ののちに確認された船と同型船です。いえ、武装しているので、戦せん艦かんと呼ぶべきでしょうか。甲板上には複数の人間の姿が確認されています。識別はまだですが、新しん撰せん組ぐみの報告にあった坂さか本もと龍りよう馬まなるリンカーが乗っている可能性があるかと」

　秀信は、冷静だった。ノアは、彼が取り乱したり声を荒げるところを見たことがない。

　そこが頼もしいのだが──今は、不吉な予言を告げる悪魔のささやきに聞こえてしまう。

「坂本龍馬……こんなときに……」

「姫様、ご決断を」

「…………」

　冷たい声で言った秀信に、ノアはつい睨にらむような目を向けてしまう。すぐに、彼を睨んでも仕方ないと気づき──

「冬とう夜やさ──土ひじ方かた歳とし三ぞうに連絡。新撰組をここに呼び出してください！」







　かつて伊い勢せ湾わんと呼ばれた海、名古屋港と呼ばれた港。

　今は京都湾、第だい弐に京都港と呼ばれている。穏おだやかに凪ないだ海、静かな港である。

　そこに──数発の銃声が響いた。

「ちゃちゃちゃ、困ったもんぜよ」

　黒いコートをまとった大男──坂さか本もと龍りよう馬まの前に、数人の警官が倒れている。

　龍馬の手には、回転式拳銃リボルバーがある。彼は、銃じゆう口こうから煙を上げる拳けん銃じゆうのシリンダーを振り出すと、空から薬やつ莢きようを排出した。

「いきなり銃を向けてくるとは怖いのう。つい撃うち返してしもうたきに」

　龍馬は拳銃に新たな弾丸を装そう填てんしていく。

「あなたが怪しすぎるからでしょう。手配もかかっているんでしょうね」

　少女の龍馬が、どうでもよさそうに言った。今日もジャンパースカート姿で、周囲を警けい戒かいしている。

「しかし、やってしもうたの。最悪のお天気なんやき、おまわりさんたちは避難誘導をしちょればええのに」

「すぐにもっと来ますよ」

「はっはっは、参った参った。そんでは、そろそろ行こうか」

　龍馬は拳銃を握にぎった右手をさっと掲げた。

　彼の背後に、五隻せきの船が浮いていた。そのうちの一隻から、白いヘルメットとプロテクターをまとった兵士たちが次々と降りてくる。

「全員、準備万端じゃの。嵐に乗じて──この街をいただくとするか！」

　そう、坂本龍馬の目的は──

　時じ空くう嵐あらしの混乱に乗じて、第だい弐に京都に攻め込むこと。

　最終目標は、白はく桜おう宮きゆうへの進撃。

　そして、山やま南なみ敬けい助すけを始末し──あわよくば結ゆう城きノアを確保すること。

「皆みな善ぜんを為なさば、我われ独ひとり悪を為なせ。正義の味方、心優しきお姫様を、悪の我らが討つ！　悪者上等、クズでなければできんこともある！」

　龍馬は高く掲げた拳銃の引き金に指をかけ、天に向けて撃った。

　それが、第弐京都中ちゆう枢すうへの進撃の合図だった。







　Ｄ１デイーワン特別警戒態勢の発令と同時に、白桜宮内は慌ただしく動いている。

　だが、動きは整然としていて指揮系統に乱れはない。時空嵐の襲来は、年に数回起こる。白桜宮内の役人や職員は適切に対処すべく、充分な訓練を積んでいるのだ。

　白桜宮の庭には、いくつもテントが建てられ、自衛軍や警察が都内各所に指示を出しているところだ。

「失礼します」

　近こん藤どう勇いさみがテントの一つに入り、冬とう夜やもその後ろに続く。ノートＰＣを大事そうに抱えた山南もついてくる。

　それに、マーヤとリリアまで一緒だった。

　ここまでの道中は何事もなかった。肉体そのものが異時空に繋つながる門であるリンカー、それに強力な霊子スピリアを持つマーヤは時じ空くう嵐あらしの影響を受けにくいのだ。

　どうやら、リリアもマーヤと同類らしい。

「よく来てくれました、みなさん」

　テントではノアが待っていた。新しん撰せん組ぐみとマーヤを呼び出したのは彼女だ。

　ノアの前にはテーブルがあり、ノートＰＣが数台と、第だい弐に京都の地図が置かれている。

　周りには、彼女の護衛である警官たちも数人いる。特別に選よりすぐられた者たちであり、中にはリンカーもいるらしい。

「時間がありません。まずはこちらを見てください」

　ノアは、ノートＰＣを一台操作し、冬とう夜やたちのほうへ向けてきた。

「これは……第弐京都港わんですね」

　冬夜がすぐに気づいて言った。倉庫が建ち並んでおり、そのうちの一つが派手に壊れている。他でもない冬夜が、芹せり沢ざわ鴨かもとの戦いで〝牙が竜りゆう〟を使って破壊した倉庫だ。

「ほんの十五分ほど前の映像です。すぐに来ます」

　ノアがそう言ったのと同時に、映像に変化が生じた。倉庫の角を曲がり、いくつもの人影が現れたのだ。

　先頭に立っているのは冬夜にも見覚えのある大男──坂さか本もと龍りよう馬ま。

　その後ろを、全身に白いプロテクターを装着し、槍やりのように長いライフルを握にぎった兵士らしき者たちが数人ついてくる。

　ライフルの先には、きらめく刃やいばが見えた。

「坂本龍馬と、こいつらは……？」

「まさか……雷迅ブリツツ槍騎兵ランツイーラー……！」

　冬夜の疑問に答えたのは、マーヤだった。ノートＰＣのモニターを食い入るように見つめている。

「雷迅槍騎兵……彼らが持っているのは〝ゲヘナの火〟っていうライフルよ。簡易型バレット・ブレイドと言ったほうがわかりやすいかしら」

「簡易型？　それも未来の技術でつくられたものか？」

　冬夜は、空を飛ぶ黒船、光こう学がく迷めい彩さい、リンカーたちが使用しているものより進歩したバレット・ブレイドを目にしている。

　どれも現代の科学では製造不可能なものばかりだ。

「ええ、場合によっては兵士を〝現地調達〟することも考えて用意したものよ。リンカーでなくても魂をエネルギーにして、通常のライフル弾より強力な弾丸を撃うち、取りつけた銃剣は霊子の輝きを帯びる……」

「普通の人間でも使える……としても、この時代の技術で生産できるものなのですか？」

「コアユニット──機関部以外は、製造可能よ」

　今度はノアが質問し、マーヤはためらいなく答えた。

「ただ、現地調達は面倒も多いから最後の手段というか……はっきり言って、あたしはゲヘナの火のことなんて忘れてたわ。コアユニットはかなりの数があったと思うけど、どこにしまってあるのかも知らない」

　リリアも、こくこくと頷うなずいている。

　マーヤたちが腹をくくったのか、それとも黒い船団シユヴアルツ・フロツテにとってさほど重要でもない情報なのか。冬とう夜やには判断がつかないが……。

「マーヤ、そのゲヘナの火ってやつをなんで坂さか本もと龍りよう馬またちが持ってるんだ？」

「船団の誰かが横流ししたってことでしょう。元々、あたしたちはこの時代の多くの組織やリンカーに手を伸ばしてる。坂本龍馬がこの前乗ってた船も、〝ささやかな援助〟として渡したものよ」

「ささやか？　空飛ぶ船がか？」

　冬夜にはマーヤを責める気はないが、少し口調が険しくなってしまう。

「余剰部品を組み上げてつくった船よ。龍馬にも、結ゆう城きノア確保を依頼してるからね。依頼料としてはたいしたことないわ」

「……そこがいまいちわからない。なんで、黒い船団は芹せり姉ねえや龍馬たちに仕事を頼んでるんだ？　船団は充分な戦力を持ってるだろ？」

　冬夜は、かねてからの疑問を口にした。先日襲来した黒い船団も、交渉を持ちかけてきたりと、妙なところで手間をかけていた。

　いきなり第弐京都の街を砲撃した攻撃性と、ちぐはぐな気がしてならない。

「……リスクを減らすためよ。結城ノアの周りには護衛がいるし、新しん撰せん組ぐみもいる。仲間を失うより、装備や情報を提供したほうがリスクは小さいでしょう」

「その見返りにノア様を確保させる、か。でも、芹姉にしろ龍馬にしろ、それこそリスクが大きすぎないか？」

『いやあ、そうでもないぜ？』

「…………！」

　突然の声に、新撰組隊士、護衛の警官たちが身構える。

　その声は──坂本龍馬とその仲間たちの映像を映しているノートＰＣから聞こえていた。

「山やま南なみ、どうなってる!?」

「まあまあ、土ひじ方かたちゃん、落ち着くにゃー。ハッキングをくらってるだけだよ」

「ハッキングっておまえ……！」

　冬夜が言いかけ、そのときモニターの映像が切り替わった。

　モニターには、幅広の道路で対たい峙じする坂本龍馬たちと、自衛軍の部隊が映っている。

　龍馬たちは三十名ほど、自衛軍はその三倍以上だ。自衛軍兵士たちは建物や車の陰に身を潜ひそめ、身をさらしている龍馬たちに銃じゆう口こうを向けている。

『おっと、話しかけておいて悪いがやけど、その前に野や暮ぼ用ようを済ませちょくわ』

　モニター内の龍馬は、にやにやと笑っている。

「これは……リアルタイム映像ですね。ただちに該当部隊に連絡、撤退させてください」

「姫様、間に合いません」

　近こん藤どうが即座に言い、事態は──彼の言うとおり、もはや手遅れだった。

　自衛軍の指揮官が命令すると同時に、全兵士が発はつ砲ぽう、龍りよう馬またちに弾丸の雨が降り注いだ。

　しかし──

「Ｄ結界か！」

　冬とう夜やは、目を見開いた。龍馬の背後に控えていた槍騎兵ランツイーラーたちの周囲の空間が歪ゆがみ、弾丸が次々に弾はじかれていく。

　そして、槍騎兵たちがゲヘナの火を悠ゆう然ぜんと構え、トリガーを引き──

　ただの一撃、ただの一撃だった。槍騎兵たちが放った弾丸で、百名ほどの自衛軍兵士たちが血を噴き出し、悲鳴を上げて倒れていった。

　次の瞬間には──自衛軍の陣に、動く者は一人もいなくなっていた。

『お待たせ、結ゆう城きノア殿。えーと、なんの話やったか？』

「わたしは、あなたとお話ししたいわけではありません、坂さか本もと龍馬さん」

　ノアはモニターに映っている龍馬を睨にらみつけている。

「ですが、ここで回線を切るわけにもいきませんね。お話とはなんですか？」

『まず、あんたの確保にはたいしたリスクはないきに。船や銃を山ほどもらった手前、あんたを捕えるくらいの仕事はやらんとな。商売ではタダでものをもろうてはあかん』

「……そういえば、史実の坂本龍馬は商売にも熱心な方でしたね」

　冬夜も、それは知っていた。坂本家は武士としての格は低かったが商売で成功しており、龍馬自身も亀かめ山やま社しや中ちゆうという、日本初とも言われる株式会社を設立している。

「ただ、坂本龍馬の商売はほとんど成功していませんよね？」

『誰にでも得手不得手があるがよ』

　龍馬はノアの嫌いや味みにも動じず、にこやかに笑って言い返す。

『とりあえず、結城ノア、あんたへの挨あい拶さつが目的なんよ』

「とりあえず暴力で一撃やらかしておいて挨拶してくるのが、最近の流行なんですか？」

「…………」

　ノアの嫌味に、龍馬だけでなく、マーヤまで黙ってしまう。

　黒い船団シユヴアルツ・フロツテも第だい弐に京都を砲撃してから、ノアに交渉を持ちかけてきたのだ。

『まー、そやけど、人の家を訪ねるときは、事前に挨拶するのが筋やろう？』

「……こちらにいらっしゃるのですか」

『一般市民のみなさんを巻き込みつつ進撃してもええがやけど、さすがに迷惑すぎるきに。この嵐で地上に人がいない今がチャンスやろ』

　龍馬は、さらりと言い切った。京きよう都と湾わんから地上を進んでこの白はく桜おう宮きゆうを襲撃しに来ると言っているのだ。

『徒歩やと二時間ばぁかかるろう。そんだけあれば、お茶菓子の用意はできるやろ？』

「…………」

　ノアは、きゅっと唇くちびるを結んだ。

　現在の第だい弐に京都には、時じ空くう嵐あらしの被害を受けることを覚悟の上で、一部の自衛軍や警察の部隊が展開している。

　坂さか本もと龍りよう馬まは、彼らの妨害などものともしていない。

　冬とう夜やは、地図をちらりと見て計算する。距離から考えて、港からこの白はく桜おう宮きゆうまで確かに二時間はかかるだろう。

　だが、簡易型バレット・ブレイドを持つ槍騎兵ランツイーラーたちは並の人間ではない。その気になれば、もっと早く白桜宮に到着できると考えるべきだ。

　つまり、時間は──ない。

「調子に乗らないで、坂本龍馬！　軍雄フオースだかなんだか知らないけど、数人のリンカーと数十人程度の雷迅ブリツツ槍騎兵で新しん撰せん組ぐみに勝てるつもりなの!?」

『はっはっは、黒い船団シユヴアルツ・フロツテのお姫様、あんたはどっちの味方ながよ？　まっこと、おぬしらはなにを考えちゅうかわからん』

「あんたにだけは言われたくないわ！」

　マーヤが、ドンとテーブルを叩たたく。

『いやあ、オレは一つのことしか考えとらん。たった一つ、龍馬にはそれしかない。すべての龍馬は、その意志のもとに動いちょる』

「……なんだっていうのよ？」

『たった一つ──この国を洗濯する。世界を破滅させるお姫様にはご退場いただいて、オレたちが新たな国をつくる。龍馬の行動原理は、それだけよ！』

「オレたち、ですか……軍雄とはいったい何者なのですか？　坂本龍馬はいったい何人いるのですか？」

「はっはっは、そんなことはどうでもえい。オレも気にしたことないわ」

「…………ずいぶん豪快ですね」

　ノアは、眉まゆをひそめて言った。

　本当に隠しているわけではなく、気にも留めていないところが腹立たしい。

　豪快なところに惹ひかれる者もいるのだろうが、ノアは気に入らないようだ。

　冬夜も──まったく同感だった。とことん、気に入らない。

「いいでしょう、わたしたちがお相手しましょう、坂本龍馬。あなたの前世がどうあれ、世の中を簡単にひっくり返せると思わないことです」

　ノアは、身を乗り出しているマーヤを制して、鋭するどいまなざしをモニターに向けている。

　何度か冬夜が見てきた、凛り々りしく美しき姫──結ゆう城きノアだ。

『そう難しくはないのう。オレは、世の中をひっくり返すのは得意中の得意やきに。二百年以上続いた古い権威も無に帰すのが龍馬や。オレたちの進撃を、誰でもないあなたに止められるか？』

「わたしは、止めろと命じます」

　ノアは、はっきりと言い切った。〝誰の転生でもないリンカー〟であることを揶や揄ゆされても、彼女は少しも動じていない。

『さっすが信のぶ長ながの後継者や、小娘と思うちょったら痛い目見るのう。ただ──そうや、船団のほうのお姫様、あんたは間ま違ちごうちょる』

「……なにがよ？」

　マーヤが、訝いぶかしげな顔をする。

『龍りよう馬まは数人やけんど、うちの仲間たちは数十人ではないよ』

　モニターの中で、龍馬が拳けん銃じゆうを握にぎった手を高く掲げる。

　すると同時に──

　その背後に、次々と新手の兵士たちが現れる。全員が同じ白いプロテクターに、ゲヘナの火を装備している。

「土ひじ方かたちゃん、それだけじゃないにゃ！」

　山やま南なみがカタカタと素早くノートＰＣのキーボードを叩たたき、テーブルの上の他のノートＰＣに、龍馬の周りを映し出した映像を次々に表示させる。

　小型の黒船が低空を滑すべるように飛んできて、白いプロテクターを装備した兵士たちが、飛び降りてくる。

　さらに、大型の軍用輸送車両も合流し、そこからも同じ姿の兵士たちが現れる。

「……山南、数はカウントできるか？」

「はいはい、任せてにゃ」

　冬とう夜やに答え、山南はキーボードを数回叩いた。

「龍馬含めて千二百十人。監視カメラの範囲外にもいるから、多少の誤差はあるにゃ」

「そうか……」

　千二百人の、ゲヘナの火を持った兵士たち──

　冬夜の背中を、ぞくりと冷たいなにかが走って行く。

　むろん、軍や警察では相手にならないだろう。

　個人の質では本物のバレット・ブレイドを使う新しん撰せん組ぐみのほうが上だろうが、隊士は四十人足らず。いくらなんでも、数が違いすぎる。

　冬夜は、心臓が激しく高鳴り始めているのを感じた。

　これは恐怖か、それとも──

『ああ、もいっこ忘れとった。オレらは雷迅ブリツツ槍騎兵ランツイーラーやないきに。そいつは、未来から来たお姫さんらぁが現地調達してつくる予定だった兵隊の名称やろう。言うまでもない思うけど、坂さか本もと龍馬とその仲間たちは──〝海かい援えん隊たい〟や！』

「海援隊……！」

　ノアが、息を呑のんだ。マーヤたちも驚きの表情を浮かべている。

『これより海援隊は、白はく桜おう宮きゆうへ進撃する。結ゆう城きノア、何者でもないあんたは、何者でもないままに歴史から消え去れ！』

　龍りよう馬まが笑顔で叫び──

　冬とう夜やは、無言でコルトパイソンを抜き、ノートＰＣのモニターを撃うち抜いた。

「おまえはしゃべりすぎだ」

「……冬夜さん、モニターを撃っても意味はないですよ」

「無意味でもすっきりするでしょう、ノア様」

　冬夜は、コルトパイソンをホルスターに戻した。

　龍馬は、調子に乗りすぎている。ノアを脅すようなことを言われて、黙っていられる冬夜ではなかった。

　心臓の鼓こ動どうはさらに速くなっていく。だが、冬夜は自分の胸を高鳴らせる感情の正体に気づきつつあった。

　そして、ゆっくり息を吸い込み、心臓の高鳴りを少しずつ抑え──

「すっきりしたところで、準備を始めますか」

「ですね、実はわたしも彼にはイラついてました」

　ノアは、微笑して頷うなずく。

「だと思いましたよ」

　冬夜も微笑ほほえみ──覚悟を決めた。

　龍馬の〝宣戦布告〟はもう充分に聞いた。これからなにが起きるかは誰にでもわかる。

　来る、来る、来る、来る──来るのだ。

　坂さか本もと龍馬と千二百人の海かい援えん隊たいが、雪崩のようにこの白はく桜おう宮きゆうへと──







「……時じ空くう嵐あらしの状況は？」

　ノアは、冷静な口調で、近くの護衛警官に質問する。

「あ、はい。えー……東Ｆ71区画で避難中の市民及び警官隊が、距離六キロ、十二分後の地点に移動しました。全員記憶の混乱はあるものの、負傷者ゼロとの報告です」

「南Ｃ13区画では、ビルが三棟消滅。ただし無人であったため、人的被害は皆無です」

　続けて二人の警官たちが報告する。

　今のところ、時空嵐の被害はたいしたことはないようだ。このまま嵐が過ぎ去ってくれればいいが──あと二時間のうちにというのは難しいだろう。

　時空嵐は一度起これば、最低でも半日は影響を及ぼし続ける。

「まずいわね……船団内に、〝協力者〟に過剰に物資を回してるバカがいるとは思ってたけど、船が五隻せきにゲヘナの火を持った兵隊が千二百人……」

　マーヤが、ぐっと唇くちびるを噛かみしめ、リリアが慰なぐさめるようにその手に軽く触れている。

「マーヤさん、彼らは海援隊と言っていましたが、あの人たちが具体的に何者なのかわかりますか？」

「たぶん、この時代の一般人に訓練を施ほどこしたんでしょうね。あたしたちのプランにあった〝現地調達〟と同じよ。坂さか本もと龍りよう馬まが何人かいるにしても、白はく桜おう宮きゆうと正面から事を構えるには頭数が必要でしょ」

　マーヤが、ノアの質問に答える。

「そうですね、ゲヘナの火での射撃を見た感じ、ある程度の訓練は受けているでしょう。単純な火力を考えても、軍や警察では勝負になりませんね」

「ですが姫様、軍と警察を下げるわけには参りません。避難はまだ完全に終了していませんし、地上の治安維持に人員は必要です」

　近こん藤どうの発言に、ノアは黙って頷うなずいた。

　進撃してくる海かい援えん隊たいと、軍や警察が衝突する可能性は大いにあり得る。そうなれば、兵隊も警官も皆殺しにされるだろう。

　現状の任務についたまま、海援隊と遭遇したら撤退するように命じておくしかない。

「では、近藤局長。あなたの意見は？」

「我々は出撃します。相手の数は問題ではありません。ここで引いては──四隻せきの黒船に立ち向かった、犬いぬ神がみ夏なつ緒おに合わせる顔がなくなります！」

　近藤は、ノアを見つめながらその透き通った声で言い放った。

　そう、近藤局長は考えるまでもなく腹を決めている。いや、すべての新しん撰せん組ぐみ隊士が同じ答えを返すだろう。

　もちろん、犬神冬とう夜やも──

「……そうだ、マーヤ。一つ訊きいていいか？」

「え？　な、なによ？」

　冬夜の唐突な質問に、マーヤが目をぱちくりさせる。

「坂本龍馬のこと、多少は知ってるんだよな？　あいつの魂源アニマってなんだ？」

「……変なこと訊くのね。えーと、確か……なんだっけ……」

「〝坂ばん竜りゆう飛ひ騰とう〟。龍馬の友人がつくった言葉で、龍馬が歴史に飛び込んでいく様をあらわしたものだとか聞きました」

　マーヤではなく、ずっと黙っていたリリアが答える。彼女がただの子供ではないことを、冬夜だけでなく誰もが気づいている。この回答にも驚く者はいなかった。

「龍馬は歴史に飛び込み、流れをかき回し、世界をひっくり返す。結ゆう城きノアさんを確保するのも、山やま南なみさんを狙ねらうのも、彼にとってただ時代を混乱させるための一手でしかないのかもです」

「……賢かしこいな、君は」

　冬夜は、リリアの頭を軽く撫なでた。リリアは嫌がることなく、むしろ嬉うれしそうだった。

「そうだな、マーヤはあいつを〝一つ間違えた龍馬〟って言ってたけど、この時空の龍馬は二つも三つも間違えてる。それも魂源によるものか……」

　白桜宮への進撃など、まともな神経ではできない。ノアの確保など本当はどうでもよく、ただ世界をメチャクチャにしたいだけのように思えてならない。

　冬とう夜やには、確信に近いものがあった。だが──

「……ふっ、あはは、あははははははっ！」

「と、冬夜さん？　どうされたんです……？」

　ノアが戸惑いの目を冬夜に向けてくる。

「……龍りよう馬まは──自分の命を軽く見すぎている」

「ど、どういうことですか？」

「ノア様も知っているでしょう。新撰組俺たちは坂本龍馬あいつを殺していない。殺すまでもない相手だったんです」

　坂さか本もと龍馬の暗殺に関しては諸しよ説せつあるが、かつて信じられていた新しん撰せん組ぐみ犯人説はほぼ否定されており、京都見み廻まわり組ぐみという組織の犯行説が有力視されている。

　冬夜もなんとなく感じている。自分の中にいる土ひじ方かた歳とし三ぞうが、〝俺は龍馬を殺していない〟と語っている。

「龍馬を殺したのは、ろくに名も残せなかった殺し屋どもです。要するに、龍馬は新撰組が手を下すほどの相手でもなかった」

　冬夜は不敵に笑い、テーブルに両手をつく。

「軍雄フオースだろうとリンカーだろうと、龍馬は龍馬。奴やつは自分の安全を軽く見て、あっさりと殺された。殺し屋たちにできて、新撰組にできないはずはない。海かい援えん隊たいを止め、龍馬を仕留めます」

「冬夜さん、あなたは……」

　ノアは、戸惑いの表情を浮かべている。

　冬夜の背中を走る寒気は──歓喜によるものだ。

　恐怖ではない。千二百人の海援隊を目にした瞬間、全身を駆け巡ったのはどうしようもないほどの喜びだった。

　なぜだろう、なぜだろう、なぜこんなにも嬉うれしくなってしまうのか！

「大丈夫です、正気ですよ、ノア様。近こん藤どう局長と言ってることは同じでしょう？」

「そうですけど……」

「ノア様、意見具ぐ申しんします。すぐにでも動かなければ、被害は大きくなる一方です。ご命令を、今すぐにご命令を！」

「…………」

　ノアは、一瞬だけ迷ったような表情を浮かべて──

「白はく桜おう宮きゆうの主あるじ、結ゆう城きノアの名において命じます。新撰組は、第だい弐に京都の危機に際し、最さい善ぜんと思える行動を取りなさい！」

「了解！」

　近藤が力強く頷うなずき、冬夜のほうを振り向く。

「新撰組の作戦目標は二つ！　一つは結城ノア様の警護！　そして、もう一つは坂本龍馬の首だ！」

　近こん藤どうは高く叫び、冬とう夜やを射抜くような鋭するどい視線で睨にらんでくる。

「土ひじ方かた、おまえは土方なんだな？　副長として、私の命令を受けるに値する男か？」

「あなたが、俺を信頼していないことは知ってます」

　だからこそ、先の白はく桜おう宮きゆうでの大捕物のときも近藤は、もっとも危険が大きかった裏門をみずから引き受けた。

　獣のコード持ちの襲撃でも、近藤が矢面に立った。

　冬夜を、新たな副長を信じ切れていないからこそ、自分の力で解決を図ろうとしたのだ。

「いや、俺自身も土方と兄さんの魂を感じながらも、まだどこかで自分を疑っていたのかもしれない。でも──」

　冬夜は、にやりと不敵に笑う。

「戦いを前にして、圧倒的な敵が来てくれて喜んでしまうこの心は、間違いなく俺が土方の魂を継いだ証です。追い詰められるほど、敵が強いほど力が湧き上がってくる。俺が土方でなくて──誰だというんです？」

「……いいだろう、土方副長」

　少しだけ間を置いて、近藤が小さく頷うなずいた。

「既に作戦目標は示した。新しん撰せん組ぐみの大局は決した。あとは、おまえが命令を下すのみ！」

「了解、局長！」

　冬夜の返答に、近藤はもう一度頷くと、テントを出て行った。冬夜もそのあとに続く。

　テントの外には──新撰組隊士たちが勢せい揃ぞろいしていた。

　青い桜が舞い散ちる中で、まっすぐ前を見み据すえている。

　どんな命令も恐れない鋼はがねの心に黒い制服をまとった、前世からの仲間たち。

　冬夜は、隊士たちの前に出る。

「全員、聞けぇ！」

　ざざっ、と新撰組隊士たちがカカトを揃そろえる。

「結ゆう城きノア様からの命令は下った！　局長からの命令は下った！　そして、副長土方が最後の命令を下す！」

　そして、冬夜が作戦を素早く説明し──

　一瞬、隊士たちの中にざわめきが起きたが、すぐに全員が静まる。新撰組は若い者ばかりといっても、そのあたりの高校生などとは違う。

　最前列に立つ沖おき田ただけは、にやにやと笑っている。冬夜の作戦に呆あきれ、なおかつ面白がっているのだろう。

　どう思われようと作戦は決まった、命令は下した。

　あとは──動き出すのみ。

「では全員、準備にかかれ！　グズグズするな、駆け足ぃー！」

　ぱっ、と隊士たち全員が散っていく。命令には黙って従う新撰組隊士でも、何人かが訝いぶかしげな顔をして、冬とう夜やのほうを振り向いている。

　不審に思われるのは冬夜も承知しているので、彼らを咎とがめたりしない。

　それはそうだろう、あまりに危険すぎる敵に対して、これからとんでもない作戦を決行しようというときに──副長が心から嬉うれしそうに笑っているのだから。

　だが、冬夜はどうしても笑いを抑えられなかった。

　土ひじ方かた歳とし三ぞうの魂は、喜びに震え続けている。

　彼は、彼こそは滅びに抗あらがう者。

　鬼と化し、圧倒的劣勢の中でこそ輝く者。

　同じく解き放たれた怪物──鬼と竜が、青い桜の街で激突しようとしている。







　Ｄ１デイーワン特別警けい戒かい態勢が発令されてから、一時間後。

　第だい弐に京都ではスムーズな避難が進み、地上にはほとんど人の姿は見られなくなった。

　街はさながらゴーストタウンの様相を呈ていしているが、あちこちで青い桜が舞う景色はどこか幻想的でもある。

「悪くない」

　冬夜は、つぶやいた。

　彼は片道三車線の道路の中央に立ち、偉そうに腕組みしている。

　道路に沿って植えられている桜から舞う青い花びらを見つめながら──ふと、出撃前のことを思い出した。

『冬夜さん。約束を──忘れないでくださいね』

　白はく桜おう宮きゆうを出ようとする冬夜に、ノアが駆け寄ってきて、ささやくように言った。

　そのしなやかな指先が、ほんのわずかに冬夜の小指を握にぎっていた。

　約束──なんのことか、冬夜もすぐに察した。

　マーヤたちの時空では、〝クロノスの鍵かぎ〟と呼ばれるノアは、その能力を解放して時空を大きく狂わせ、世界は破滅してしまったという。

　ノア自身もまた、時空に干渉する能力によって予知夢を視みている。

　多くの敵と戦い、やがて時空を崩壊させてしまう夢──

　結ゆう城きノアという少女は、どんな敵よりも自分自身を恐れているのだ。

　だからこそ、鬼である冬夜に願った。

　もしも自分が地獄の門を開く悪魔になったら、そのときは鬼の力で消してくれと。

　それが心の底からの願いだとわかってしまったからこそ、冬夜は悲しくなった──

『俺が約束したのは、あなたを守ること。一歩も退ひかずに戦うことですよ』

　冬夜はそう答えて、身を翻ひるがえして歩き出した。

　ノアの指先が触れていた小指は、少し熱を帯びているように感じた。

　だが冬夜は、その熱さを振り切るようにして白桜宮を出てきた。ノアを守ることは冬夜の最優先事項だが、彼女のことに囚とらわれすぎては戦いにならない。

「さて、と……」

　冬とう夜やは、乗り捨てられた車のボンネットにバレット・ブレイド──カネサダを構えた肘ひじを置く。

　弾丸はフル装そう填てん、霊子スピリアは充実して心身に乱れはない。

　わずかに引き金を引く。カネサダの銃じゆう口こうに、白い光が満ち始め──

「始めようか」

　冬夜はつぶやき、強く引き金を絞しぼった。銃口から白く輝く一匹の竜が放たれ、まっすぐに飛んでいく。

　ドオン、と凄すさまじい轟ごう音おんとともに地面が爆発した。コンクリートが大きくめくれ、土煙が上がる。

　えぐれた地面とともに、十数人の海かい援えん隊たい士しが空中に舞い上がった。

「おいおいおいおい、おおおおおおおお、こいつは驚いたぜよ」

　とぼけた声とともに、冬夜の前に一人の男が着地した。

　黒いコートをまとった大男──坂さか本もと龍りよう馬まだった。

「警告なしでの発はつ砲ぽう、新しん撰せん組ぐみの親玉がいきなりのご登場とは！」

「俺はしがないナンバー２だよ。龍馬、第だい弐に京都を我が物顔で進撃しておいて、優しく警告してもらえると思ってたのか？」

「人はいつだって都合よく優しさを求めるがよ」

　龍馬は、にやにやと嬉うれしそうに笑っている。

「しかし、こいつが牙が竜りゆうか。うーん、前から噂うわさには聞いとったぜよ。新撰組の平ひら隊たい士しに、一撃必殺のとんでもない銃牙フアングを持つ奴やつがおるって」

「もう少し片付けておきたかったな。二十人に足りないくらいか」

　冬夜は、煙を上げる弾倉をリリースし、新たな弾倉をはめ込んだ。龍馬の背後には、百人ほどの海援隊士たちがいる。牙竜で二十人近く倒したが、それでも数は圧倒的だ。

　海援隊士たちは全員、冬夜にゲヘナの火を向けている。

「それで？　ナンバー２さんが一人でのこのこ出てきた理由はなんぜよ？」

「そいつら、海援隊って言ったよな」

「おお、そうよ。自慢の仲間たちじゃ」

　龍馬は嬉しそうに言って、大声で笑った。

「散開して、あちこちで自衛軍や警察の拠点を潰つぶしてるらしいな」

　冬夜には、耳につけたインカムを通して、山やま南なみから逐一報告が入っている。彼女は、第弐京都全体の通信を傍ぼう受じゆしていて、戦況をすべて把握しているのだ。

「後ろから襲われちゃ面倒やろう？　敵は、潰せる限りは潰しておかんと」

「なるほど、少しは戦術を知ってるみたいだ。龍馬なんて、ろくに戦もしたことのない、口先だけの素人かと思ってた」

「あっはっはっは、いやあ、言ゆう言う。あんたも口は回るのう」

　龍りよう馬まは、冬とう夜やの嫌いや味みにも心底おかしそうに笑った。

「けんど、あんまり史実の龍馬をバカにしたらあかんぜ。龍馬は高知の誇りながやき、ひどいこと言うちょったら、地元の皆さんにカツオと一緒にタタキにされるぜよ」

「おまえのいい加減な土と佐さ弁のほうがよっぽどだ」

「おお、そいつは気づかんかった。龍馬のキャラ立てのために土佐弁使つこうとったけど、これからは──そんな余裕もなさそうやね。実はオレ、東京生まれの東京育ち、渋しぶ谷やが地元やったがよ。ま、時じ空くう嵐あらしでメチャクチャになったけんど。土佐弁なんて龍馬の小説でしか読んだことなかったわ。そろそろ──お遊びは終わりにするかよぉ！」

　ギラリ、と鋭するどく突き刺さるような殺気が龍馬から放たれてくる。浮かんでいる軽薄な笑みは、どこか凄すごみを帯びてきている。

「なんせ、新しん撰せん組ぐみ副長さんがお迎えに来てくれたんだからなぁ！　こいつは全力で遊んでやらねぇと失礼ってもんだろ、えぇ？」

「本性見せたな、チンピラ。もちろん、こっちも全力で行くさ」

　冬夜は、さっと右手を挙げた。

　同時に、周囲のビルから一斉に自衛軍兵士たちが現れる。全員がアサルトライフルや機き関かん銃じゆう、対戦車ミサイルなどを手にしている。人数は一個中隊、百五十人程度。

　冬夜がノアに頼み込み、自衛軍の一部部隊の指揮権を預かったのだ。軍の指揮系統を乱すようなマネはあとあと火種になりかねないが、非常措置だ。

「ははは、なにかと思えば普通の兵隊かよぉ！　おいおい、おいおいおい、土ひじ方かたさんよぉ、どうかしちまったのか！　そんな奴やつらが海かい援えん隊たいの相手になるわけねぇだろ！」

「笑わせるな、龍馬さんよ」

　冬夜は、海援隊士をさっと見回す。

「海援隊だと？　そんなもん、歴史じゃたいしたこともできなかった弱小組織じゃないか。商売も戦闘もこなすだって？　どっちも中途半端に終わっただろ。しょせん、龍馬のオマケで有名になっただけだ！」

「とことん龍馬をバカにしゆうのう！　おおっと、土佐弁を練習しすぎたな！　いやいや、言ってることは間違いじゃないのが腹立たしいぜ！」

「勝手に腹を立ててろ。その腹も穴だらけにしてやるよ」

　冬夜は、掲げたままにしていた右手を軽く振った。

　合図を受けて、自衛軍兵士たちの銃器が一斉に火を噴いた。各ビルから路上への距離は三十から四十メートルほど。熟じゆく練れんした兵士ならば、確実に当てられる距離だ。

　今、地上に留まっている兵士たちは、全員が時空嵐を恐れずに戦うことを志願した者たちだ。腕前もメンタルも、充分に鍛きたえている。

　だが──彼らの正確な射撃は、海援隊士のＤ結界にすべて阻まれている。鋼はがねも貫つらぬく対戦車ロケットですら、爆発を起こすだけでダメージを与えられていない。

「ホント、なにを考えてるんだ、土ひじ方かたぁ？　海かい援えん隊たいに通常兵器が効かないことは、もう見せてやっただろうがよぉ！」

「ああ、見せてもらったよ。ありがとうな」

　むろん、冬とう夜やも何十発撃うったところで弾の無駄であることは承知の上だ。

　山やま南なみが映像から海援隊士のＤ結界を解析した。ランクＤのリンカーのものよりはるかに弱いが、歩兵の武器程度なら防いでしまう。

「税金の無駄遣いもいいところだなぁ、土方。せっかく、てめぇとサシでやれるってのに、こんなうるさい連中に邪魔されちゃたまらねぇ。やれっ！」

　龍りよう馬まが合図を出すと、ゲヘナの火の銃じゆう口こうがビルのほうへと向けられた。

　同時に──

「ぐわあああっ！」

「うああっ、なっ、なんだあああっ……！」

　数人の海援隊士が悲鳴を上げ、頭や胸を撃ち抜かれて倒れていく。

　そう、倒れたのは百人のうちの数人。しかし、彼らが倒れるとともに、ゲヘナの火を構えていた海援隊士が明らかな戸惑いを見せた。

「……これは」

「驚くなよ、龍馬。たいしたことじゃない」

　冬夜は、にやりと笑みを浮かべる。

「おまえたちは軍や警察をナメすぎだ。撃たれるに任せて、彼らが焦るのを見て楽しんでる。その余裕が命取りなんだよ。だから、中に狙撃手が一人混ざっていると、大量の銃じゆう撃げきに紛まぎれた必殺の一撃を見抜けない」

「新しん撰せん組ぐみ隊士がいたのかよ……！」

　やっと、龍馬も気づいたようだ。

　そう、冬夜は自衛軍兵士の中に新撰組隊士を数人配置していた。

　映像で見せられたとおり、海援隊士は自衛軍を甘く見ており、余裕をもって彼らの襲撃に対応しようとした。最初から新撰組が姿を見せれば、さすがに警けい戒かいしただろうが。

　山南の解析によると、ゲヘナの火のＤ結界はリンカーのバレット・ブレイドならば一撃で撃ち抜ける。

「しかも……こっちの指揮官を狙ねらい撃ちしやがったなぁ？」

「おまえ以外に指揮官がいるのもわかってた。千二百人の兵隊は、分隊、小隊、中隊、大隊規模での指揮官がいなければまとめられない。おまえが決断し、下級指揮官が最終的な命令を下す」

　それも山南の解析によるものだ。十人程度の小部隊を率ひきいる指揮官がいる。

　自衛軍への射撃の合図を出した者がその指揮官だ。さっきの新撰組隊士による狙そ撃げきは、彼らを正確に狙ったはずだ。

「海援隊の練度はさほど高くない。ゲヘナの火の性能があってこその戦闘力だ。指揮官もそういないだろう」

　冬とう夜やは確信している。海かい援えん隊たいでは、指揮官の代わりを務つとめられる者は多くない。

　全体の練度を見る限り、指揮官だけ大量に育っているということはないだろう。

「海援隊士のほとんどは、普通の人間だ。それが、ゲヘナの火っていう強力な力を手に入れ、力に酔っている。指揮官さえ片付ければ、料理するのなんて簡単だ」

「オレたちリンカーも、人間以上の力を手にしてるけどよぉ？」

「俺が受け継いだのは力じゃない──魂だ」

　冬夜は、迷うことなく答えた。

　彼の中には、土ひじ方かた歳とし三ぞうと犬いぬ神がみ夏なつ緒おの魂がいる。彼らの記憶を受け継いでいなくとも、その心も宿している──冬夜にはその確信があった。

　力に酔うことなく、時に熱くなっても、主あるじの命令のために、自分で決めた使命のために戦える。身に宿る誇り高き魂の導きがあるからこそだ。

「強いだけの奴やつなんて怖くない。龍りよう馬ま、おまえだって英雄の魂を継いでいるだろうに、そんなこともわからないのか？」

「ホントによく口が回るなぁ、土方よぉ。ま、百人くらいなら俺が直接指揮したって動かせるだろうよぉ」

　さすがに、龍馬は屈くつしない。軍雄フオースというわけのわからない存在であっても、彼単体ではリンカーと変わらないのだろう。

「こっちにはまだ千人以上の海援隊がいて、白はく桜おう宮きゆうへ進撃中だってことを忘れてないかぁ？　オレたちは、他の部隊と情報を共有してる。もう、さっきの手は使えないぜぇ？」

「俺の手が一つだけだとでも思っているのか、龍馬？」

　冬夜もまた、怯ひるまない。千人の海援隊は実のところ脅威だ。白桜宮に到達させたら、ノアの身が危なくなる可能性は高い。

　しかし、冬夜には新しん撰せん組ぐみの仲間たちと、ノアのおかげで指揮下に入れた自衛軍がいる。

「もう一つ、史実の龍馬に触れてみようか？　彼は器の大きい男だっただろう、自分の命よりも使命を優先する男だっただろう」

　坂さか本もと龍馬は、大きな混乱を起こすことなく徳とく川がわ幕ばく府ふを終わりにし、新たな政府を築きずくことが目的だった。

　混乱が起きれば、外国につけいられる。それを避さけ、黒船来航から乱れに乱れた世を治める。そのために二大雄ゆう藩はんであった長ちよう州しゆう藩はんと薩さつ摩ま藩はんに同盟を結ばせ、幕府に大たい政せい奉ほう還かんを決定させた。

　平和への道筋が見えたところで、龍馬は暗殺されて命を落とす──誰でも知っている、歴史の流れだ。

「龍馬、おまえは不用心すぎた。生き死には天命だから気にしない？　狙ねらわれる身であることを自覚していながら、命を守ろうとしないのはバカって言うんだ」

　坂本龍馬は、安全が確保されていない隠れ家に身を潜ひそめ、護衛も一人だけだった。

　彼にはまだ使命があった。なのに、命を守ることを怠おこたり、歴史から退場した。

　冬とう夜やには──そのことがひどく許せない。

「生きていれば、おまえも戊ぼ辰しんの戦を体験してたかもな。俺は戦ったぞ。京都の暗くら闇やみに潜ひそんで牙きばを剥むいていた狼たちは、光が差す華々しい戦場を駆け抜けた」

「おいおい、おまえは土ひじ方かたじゃなくて犬いぬ神がみ冬夜君だろうがよぉ」

「ああ、そうだったな」

　冬夜が、第だい弐に京都に現れた海かい援えん隊たいに興奮したのは、土方の魂が記憶している戦場を思い出したからだ。

　ある意味では、土方歳とし三ぞうの人生は京都を離れてからが本番だったのかもしれない。

「龍りよう馬ま、おまえは戦を知らない。だから──俺には勝てない！」

　冬夜は叫んだ。熱い戦場に魂が震えている彼は、叫ばずにはいられなかった。

　戦場を知る男が命令を下し、第弐京都の戦況は動いている。

　そう、今も──







「なんだ、あれは？」

　海援隊の部隊の一つ。百人ほどの海援隊士を率ひきいる指揮官は、足を止めた。

　向かう先に、自衛軍の装甲車両や輸送車両が数台停まっており、道路が塞ふさがれている。

　見たところ、車両には誰も乗っていないようだ。バリケードだけつくって、去ってしまったらしい。避難誘導のために道を封鎖したのだろう。

　彼らは、龍馬とは別ルートで白はく桜おう宮きゆうに向かっているところだ。既にいくつもの軍や警察の部隊を潰かい走そうさせてきた。

　実に他愛がなかった。軍も警察もこれほど弱かったのかと、拍子抜けしたほどだ。

「どうしますか、隊長？」

「そうだな……」

　指揮官は部下に問われて、少し悩んだ。

　彼は、幕末の龍馬に従った、名もなき海援隊士のリンカーである。

　リンカーの検査を終えて海軍に配属されていたが、龍馬の接触を受け、彼に従って軍を抜けた。

　海援隊士の記憶などはないものの、龍馬には一目で惹ひかれた。少女の龍馬にすら、逆らいがたい魅力を感じてしまったほどだ。

　どうやら、海援隊というのは坂さか本もと龍馬に心酔していた者が多かったらしい。龍馬への敬意が彼にも受け継がれている。

　自衛隊の車両はぴったりと斜めに並んでおり、通れる隙すき間まがない。とはいえ、乗り越えてしまえば済むことだ。

「いや、坂本さんの指示は──〝派手にいけ〟だ」

　別働隊は進撃ルートが決められている以外は、ほとんど指示がなかった。唯一の、指示らしい指示といえばそれだけだ。

　龍りよう馬まは、この作戦をのろしにするつもりだ。国を奪い、つくり変えるための戦いを始めると全世界に向けて発信しようとしているのだ。

　だからこそ、派手に進めなければならない。それでいて、市民の犠牲を最小限にするために、時じ空くう嵐あらしの最中に立ち上がった。

　これだけのチャンスは、今しかないのだ。

「全員、構え」

　指揮官は、部下たちに命令を下す。

　龍馬率ひきいる本隊は下級指揮官を狙ねらい撃うちされたらしいが、無人の車両ならば撃ち返される心配はない。

「撃てぇ！」

　百の銃じゆう口こうから一斉に霊子スピリアの弾丸が放たれる。

　すべての弾丸は狙いを外すことなく、すべての車両に命中し、巨大で重厚な車体が風に舞う木の葉のように吹き飛んで──

「……なにぃっ!?」

　指揮官は大きく目を見開いた。その目が焼けつくほどの閃せん光こうが、五台の車両から放たれている。

　耳をつんざく凄すさまじい爆音が響き、指揮官はＤ結界を展開したまま地面を転がっていく。

　激しい光と音、それに熱を浴びながら指揮官は気づいた。あの車両にはすべて爆薬が満載されていたのだ。

　Ｄ結界があるとはいえ、百人の海かい援えん隊たい士しを丸々吹き飛ばすには充分すぎる爆薬が──







　その女性は、ゆっくりと呼吸のリズムをととのえていた。

　そこは第だい弐に京都の外れ、旧名古屋時代の古いビルが密集しているエリアだ。

　八階建てのビル、その最上階の窓から狙いをつけている。

　二十歳くらいの若い女性で、ショートカットの髪にキャップをかぶり、市街戦用の迷彩服姿だ。

　窓際に置いた机の上に腹ばいになり、長大なライフルのスコープを覗のぞき込こんでいる。

「…………」

　人が見れば、彼女が生きているとは思わないかもしれない。それくらい気配が希薄で、微動だにしていない。

　彼女は、〝幕末のジャンヌ・ダルク〟と呼ばれた山やま本もと八や重えの転生である。

　八重は、明治維新後の官軍と旧幕府軍が衝突した戊ぼ辰しん戦争に参加し、故郷である会あい津づを守るために、女性の身でありながら銃をもって参戦した。

　彼女は凄すご腕うでの射手であり──のちの陸軍元帥、大おお山やま巌いわおを狙そ撃げきしたとも言われている。

　その転生である彼女は、結ゆう城きノアの護衛部隊に所属するリンカーだ。

　今は、ノアからの命令で新しん撰せん組ぐみに協力している。

「……来た」

　八や重えは、小さく言った。彼女のスコープには、ビルに近づいてくる海かい援えん隊たい士したちが映っている。

　数は五十人程度。意外と少ない、と八重は落胆する。

　自衛軍が囮おとりになって誘い込んでくれたはずだが、このあたりに展開している海援隊は多くないようだ。

　海援隊は、さほど慎重とも言えない動きで進んでくる。新撰組の土ひじ方かた歳とし三ぞうからの指示では、海援隊士たちは素人に毛が生えた程度の連中だそうだ。

「あれと……あれ……もう全員撃うってしまいたい」

　八重は、指揮官だけを狙撃するように命令されている。ただし、指揮官も適度に生かせという命令も来ている。

「土方の命令はテクニカルにすぎると思うの」

　不満そうに言い、八重は引き金を絞しぼった。まったくの無音で、それでいて弾丸は音速の壁を突き破やぶって飛び、あっさりと海援隊指揮官のＤ結界を貫通し、頭を撃ち抜く。

「……ナイスショット」

　八重は冷静に自じ画が自じ賛さんする。

　すぐに海援隊士が騒ぎ出すが、八重はかまわずに続けて何度も発はつ砲ぽうした。さらに三人の指揮官の頭を撃ち抜いたところで、八重は立ち上がり、くるりと身を翻ひるがえした。

　八重の銃牙フアングは〝姿なき山猫サイレント・シユーター〟。発砲音が一切せず、なおかつ銃弾はリンカーのＤ結界をも容易に貫つらぬく高速貫通弾である。

　八重は素早く部屋を出て、ビルの逆側の部屋へと入る。窓枠にロープが結んであり、懸垂降下ラペリングで地上へと降りた。

　周囲を警けい戒かいしつつ、ビルから離れていく。

　予定どおりのルートで進み、停めてあった車に乗り込む。

　タバコに火をつけ、ゆっくりと吸った。あとは待つだけだ。

　実戦に参加した兵士の中には、「戦車より狙撃手のほうが怖い」と語る者も多いという。

　海援隊士たちは、怯おびえながらビルの中へ慎重に入っていくだろう。放置して前に進むことは、もっと恐ろしい。背後から撃たれるほど怖いことはないから。

　待つこと十五分──

「あ、派手」

　八重は車の窓から外を見た。さっきまで彼女がいたビルの窓という窓から炎が噴き上がり──地響きのような音とともに建物そのものが崩れていく。

　狙撃で引きつけておいて、敵がまとめて建物に入ったところで爆破したのだ。

　爆薬を仕掛けたのも、遠くから監視しつつタイミングを見て起爆したのも自衛軍だ。

　自衛軍の優秀な工兵隊でも突貫での爆破準備は大変だったようだが、ビルの解体工事ではない。多少の危険は承知で、とにかく大量に爆薬を仕掛けておいたらしい。

　これは、土ひじ方かたが立てた作戦の一つだ。いくら廃ビルとはいえ、大胆にすぎるが、八や重えは気に入っている。大事なものを守るには、多少の損害など気にもかけない。

　もしも、あのとき土方歳とし三ぞうが指揮を執とっていたなら──

「っと、前世前世。ダメダメ」

　八重は、多少前世の記憶を持ってしまっているリンカーだった。

　ともすれば、官軍に立ち向かった鶴つるヶが城じようでの籠ろう城じよう戦せんを思い出してしまう。

　ふうーっ、と八重はゆっくりタバコの煙を吐き出した。

「こっちは五十人。他では、何百人死んだ？」







　海かい援えん隊たい本隊を率ひきいる龍りよう馬まの耳には、通信用の小型インカムがはめられている。

　そこからは、情報を統括する〝少女の龍馬〟によって状況が逐一伝えられてくる。

「車両、ビル、それに橋まで爆破。んん？　ヘリが海援隊の部隊にぶつかってきたぁ？」

「山やま南なみが遠隔操作してる無人ヘリだよ。黒い船団シユヴアルツ・フロツテの事件で回収した光こう学がく迷めい彩さいで隠してからの突撃だ。本隊以外で最大規模の部隊にぶつける手はずになってる。爆Ｃ薬４を満載しておいたから、さすがに効いただろうな」

　冬とう夜やは、なんでもないことのように言った。

　細かい作戦をいくつも立て、山南と自衛軍、さらにはノアの護衛部隊からも戦力を借りて実行を依頼しておいた。

　強引かつ、荒っぽい作戦ばかりではあるが──

「まあ、ヘリの突撃は効果的だろうがよぉ、少々の爆破くらいじゃゲヘナの火を持つ海援隊は崩せんぜ？」

「わかってるさ、軍の戦力じゃ海援隊は倒せない。けど──」

　冬夜は、不敵な笑みを龍馬に向ける。

「イヤガラセには充分だろ？」

「…………土方ぁ」

　初めて、龍馬が憤ふん怒ぬの表情を見せた。ずっと浮かべていた穏おだやかな笑みが嘘うそのような、悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとき顔だった。

「俺たちの最優先事項は、白はく桜おう宮きゆうに入る前に海援隊を阻止すること。せっかく散ちらばってくれた敵はたっぷりの爆発と物理的な打撃で足止めをして、さらに散らばらせる。適度な指揮官の始末も忘れずに。ああ、全員殺して烏う合ごうの衆しゆうになられると、こっちでもおまえたちの動きが把握しづらくなるからな」

「まるで盤上の駒でも動かしてるかのようだなぁ、土方よぉ」

「俺たちには、現実も盤上もそう変わらない。なんせ、こっちには山やま南なみがいる。あいつの解析で、こっちは不確定要素をずいぶん減らせるからな」

「……やはり、さっさと始末しておくべきだったなぁ、あの猫娘はよぉ」

「本当は始末できてたんだけどな。残念、こっちには心強い味方がいたんだよ」

　マーヤのおかげで、新しん撰せん組ぐみは山南を失わずに済んだ。本当によかったと思う。それに冬とう夜やは実は、彼女の能力だけが理由ではなく、あのおかしな少女を気に入っていたりする。

「さて、いつまでもおまえとおしゃべりしてられない。そろそろノア様のところに戻りたいんだ」

　ノアは、もちろん白はく桜おう宮きゆうにいる。彼女の周囲は、近こん藤どう率ひきいる新撰組主力が固めているので、警備は万全だ。

　実のところ、街に投入した隊士はほんの数人である。それでも、射撃が得意な隊士を選よりすぐったので、冬夜の作戦に支障はない。

「副長さんは、ずいぶんとあのお姫様に忠実らしいなぁ」

「ご褒美がいただけるんだよ。手の甲にキス、ハグ、さっきなんて小指を握にぎってもらったからな」

「……グレードダウンしてないかよぉ？」

「…………」

　冬夜は、言われてみればと気づいた。ノアの胸を揉もんだり、バスタオルだけの姿や下着姿も見ているが……偶然以外の接触はむしろグレードが落ちている。

「いいんだよ、もらえればなんでも！　むしろ、焦じらされるほうが燃える！」

「てめぇはアホなのか恐ろしいのかわからねぇなぁ。土ひじ方かた歳とし三ぞう、てめぇはランクＢだろぅ？　こっちはリンカーの検査は受けちゃいねぇが、ランクＳは確実だろうぜぇ？」

「新撰組をランクで計れると思うなよ。俺はランクＤの頃から格上とバチバチやりあってきたんだよ」

　ただの平ひら隊たい士しだった頃から、芹せり沢ざわ鴨かもだろうと吉よし田だ松しよう陰いんだろうと、恐れずに──いや、怖くはあっても戦いをためらったことはなかった。

「だったらよぅ、番狂わせってもんがあることもわかってるよなぁ！」

　龍りよう馬まがふところから拳けん銃じゆうを抜き──いきなり天に向けて一発放った。

　バレット・ブレイド──違う、冬夜はそれでもカネサダを出現させ、銃撃シユートモードで構えた。

　龍馬の背後に控えていた海かい援えん隊たい士しの一人が、唐突に跳ちよう躍やくした。高々と掲げた剣を、裂れつ帛ぱくの気合いとともに振り下ろす。

「キエエエエエェェェイ！」

「うるっさいよ！」

　だが、同時に冬夜の前に滑すべり込むようにして、小柄な人影が現れていた。

　沖おき田た総そう司じ──最強の新撰組隊士は、プリーツスカートの裾すそを揺らして冬夜に襲いかかってきた敵の剣を弾はじいていた。

「うおっ、とっ、とっ……！」

　しかし、沖おき田たは敵の斬ざん撃げきを受け損なって、バランスを崩してしまう。敵の打ち込みは軌道を逸そらされつつも、地面に斬きりつけ──深く長い亀き裂れつを刻み込む。

「……さすが沖田総そう司じ。我が全霊の剣を止めるか」

「オキちゃん、来といてよかったよ。トーヤはちょっと危なっかしいからね」

　沖田は体勢を立て直し、斬りつけてきた男──中なか村むら半はん次じ郎ろうもバレット・ブレイドを地面から引き抜いて、一歩後ろに下がる。

「……っ、トーヤッ！」

「わかって──」

　冬とう夜やはバレット・ブレイドを銃装転化バレル・ターンさせ、構えたが──一瞬、遅かった。すぐそばの地中からなにかが飛んでくる。

　かわしきれないと判断し、冬夜は負傷覚悟で引き金を絞しぼる。

「世話が焼けます！　でも世話を焼くのがお仕事っ！」

　甲高い声とともに、またもや冬夜の前に何者かが現れた。

　沖田よりさらに小柄な少女──リリアが、地中から飛んできたそれを斬撃モードのバレット・ブレイドで弾き飛ばした。

「リ、リリア？　なんでおまえが──」

　冬夜は、驚きを隠せなかった。リリアがバレット・ブレイドを振るったことではない。そちらはなかば予想していた。姫であるというマーヤなら、護衛の一人くらいついていて当然だからだ。

　リリアは子供であるが、バレット・ブレイドの使い手は、年齢では強さを計れない。新しん撰せん組ぐみ最強の沖田も、まだ十四歳の少女である。

　とはいえ、なぜ彼女がここにいるのか。マーヤとともに、白はく桜おう宮きゆうに留まっているはず。

「って、まさか！」

「ご、ごめん……だって、やっぱり、冬夜君……土ひじ方かたを放ほうっておくのは……」

　冬夜からほんの数メートル離れたところに、マーヤの姿もあった。

「くそっ、マーヤ！　話はあとだ！」

　冬夜は周囲を警けい戒かいしつつ、マーヤのそばへ駆け寄る。

「マーヤ様はお任せしますです、土方さん！　私はこのモグラさんを！」

　リリアは、斬撃モードの剣先で地面を指した。そこから、まるで水面から浮上するようにして、灰色のレインコートのような服を着た男が現れる。顔はほとんど見えない。

「河かわ上かみ彦げん斎さいか……！」

　冬夜は河上を睨にらみ、リリアも油断なくバレット・ブレイドを構えている。

　リリアのバレット・ブレイドは脇差しくらいの長さだ。黒い船団シユヴアルツ・フロツテのメンバーのバレット・ブレイドは銃撃シユート、斬撃スラツシユモードともに短い傾向にある。

「肉体を粒子化して、物質を透とう過かしているようです。悪用し放題で楽しそうです」

「あのな……」

　冬とう夜やは突っ込みそうになって、思いとどまった。あまりに、よく知る誰かさん沖田総司のような発想だった。

「河かわ上かみ、低空からの居合いが得意じゃなかったのか。まさか地中からとはな」

　おそらく、白はく桜おう宮きゆうで近こん藤どうたちを襲ったとき、彼の役割は陽動だった。そこでは真の能力は隠しておいたのだろう。

「しかし、次々に便利な力が出てくるな……不公平にすら思えてきた」

「だよね、トーヤ。瞬間移動とか地中移動とか、夢が広がりまくりなのに！　もう、トーヤのビックリ顔を見ない日はなくなるよ！」

「俺を脅かすためにだけ使うな！」

　我慢できず、冬夜はツッコミを入れてしまう。さすがに、幼い頃からボケられてきた相手だと、こらえきれない。

「はっはっは、本当におかしな連中だよなぁ。立場が違えば友達になりたいくらいだよ。けどなぁ、殺さなくちゃならねぇんだよぉ！」

「おまえの相手は俺だ、龍りよう馬ま！」

　冬夜はバレット・ブレイドを構え、銃撃シユートモードで二発撃うった。あくまで牽けん制せいの攻撃──しかし、一発が龍馬の頬ほおをかすめ、うっすらと出血する。

「……なんだ？」

「ふっ、ははははっ、オレに傷をつけたなぁ、土ひじ方かた！　さあ、準備はととのった！　頼む、彦げん斎さい、半はん次じ郎ろう！」

「おおおおっ！」

　彦斎は無言で地中に消え、半次郎は気合いの声を上げた。いや、それだけではない。

「おおっ？　なかむーがパワーアップしてる!?」

　沖おき田たが、中なか村むら半次郎に勝手にあだ名をつけ、驚きよう愕がくしている。彼女の言うとおり、半次郎の霊子スピリアが急速に高まりつつある。

「半次郎の銃牙フアングは〝狂信の番犬マツド・ドツグ〟。主あるじと認めた者の危険を認識すると、力が大幅に増すわけよぉ。いやあ、さっきの銃撃、死ぬかと思ったぜぇ」

「……なるほど」

　龍馬ともあろう者が、たかが牽制攻撃をかすらせたのは意外だったが、半次郎の能力を発動させるためだったらしい。

「まずは沖田総そう司じ。新しん撰せん組ぐみ最強のおまえさえ死ねば、土方などどうにでもなる」

　半次郎は〝蜻蛉トンボの構え〟を取っている。全身から強力な霊子が噴き出しているせいで、足下の地面が沈み込み、亀き裂れつが走っていく。空気が激しく震え、大地が揺れている。

　彦斎も地面に消えたままだ。彼は、地中から正確に標的を射抜けるようだ。力を練りつつ、チャンスを窺うかがっているのだろう。

　誰を狙ねらってくるか。普通なら冬とう夜や、あるいは半はん次じ郎ろうのサポートで沖おき田た、それとも邪魔をしたリリアか──あるいは、マーヤの可能性もある。

　四大人ひと斬きりを始末しておけば、こんな面倒はなかったのに──冬夜は歯は噛がみする。

「あはは、あのさあ、龍りよう馬まさんに人斬りちゃんたち。もう無駄だよ。なんで無駄かっていうと、私がオキちゃんだからだよ」

「オ、オキ？」

「こらこら、トーヤにまで驚かれるとショックだな。単純な話だよ。幕末の英雄たちの転生がいくら出てきたって関係ない。幕末最強が沖田総そう司じである以上、誰が、どんな能力を使っても、新しん撰せん組ぐみに──負けはない」

　沖田が、斬撃スラツシユモードのキクイチモンジを構え、腰を落とす。決して半次郎のような圧迫感はないものの、震えていた空気がピンと張り詰めていく。

「ついでに、うちの時空では私が最強ですから。あと最強に可愛かわいいです」

　リリアが、自分の頬ほおに人差し指をあてて、にっこり笑ってみせる。戦場の空気を完全に無視した笑みに、マーヤが嫌な顔をする。

　冬夜にとっても聞き流せない話だった。リリアが手て練だれなのはわかっていたが、まさか最強だとは……それも、さきほどの動きを見た限り、冗談とは思えない。

「私だって強さも可愛さも負けないよ、リリアちゃん！」

「おー、勝負ですね、総司ちゃん！」

「…………」

　冬夜は初対面の頃から思っていたが、リリアはなぜか沖田に少し似ている……。

「甘く見ていろ、沖田総司。我が剣は、〝二の太た刀ちいらず〟。一撃必殺の初しよ太だ刀ちは、黒船をも両断する……！」

「別に、黒船なんか斬れる必要ないでしょ。人間は急所を斬られたら死ぬんだから」

　沖田の言葉は、真理だった。傷自体はほんの数ミリでも深く斬り込めば人間は倒せるのだ。もちろんリンカーも。

「ま、とはいっても私も──それはいっか。来なよ、なかむー」

「子供を殺すのは気が進まないが……恨んでくれるなよ！」

　半次郎は、蜻蛉トンボの構えのまま、滑すべるように前に進んでくる。史実の中なか村むら半次郎は標的に向かってまっすぐ歩き、すれ違いざまに斬り捨てる技を得意としていたという。

　半次郎から放たれる圧力と、沖田の周囲に漂う静かな空気がぶつかり──

「チェストォォォォォォォォッ！」

　ゴオッと空気を巻き込み、音速の衝撃波ソニツクブームを放ちつつ、半次郎がバレット・ブレイドを振り下ろす。

「速い、重い──でも、私より弱い！」

　沖田はにっこり笑うと、振り下ろされてくる半次郎の一刀を恐れずに力強く踏み込んだ。地面を打ち抜くほどの踏み込みで、右手一本で構えたキクイチモンジを突き出す。

「なっ……!?」

　半はん次じ郎ろうが剣を振り下ろしながら、大きく目を見開いた。

　沖おき田たの突きは、刃やいばよりも速く襲ってきた音速の衝撃波ソニツクブームを貫つらぬいて拡散させ、二段目の突きが剣そのものを貫いて弾はじき──

「芹せり姉ねえさんのほうが、ずっと強かった！」

「がぁっ……！」

　三段目の突きが、半次郎の心臓を正確に貫いた。勢いそのままで、半次郎の身体からだは背後に吹き飛んでいき、近くのビルの壁に激突する。

　ビルの壁に張りつくようになった半次郎は、ぴくりとも動かなかった。絶命しているのは明らかだった。

「もう、四大人ひと斬きりさんたちには飽きちゃったんだよ。強いけど、それだけなんだよね。暗殺者には魂に深みがないよ」

　沖田はつまらなそうに言って、キクイチモンジを軽く振った。

「さて、リリアちゃんはどうかな？　手伝おうか？」

　そのリリアは、ぴょんぴょんと跳ねながら、地中からの銃じゆう撃げきをかわしている。彦げん斎さいは、リリアをまず倒すべき障害と定めたようだ。

　もちろん、冬とう夜やも警けい戒かいは怠おこたっていない。まだ、龍りよう馬まと海かい援えん隊たい士したちもいる。龍馬たちは、黙って成り行きを見ているが──

「何度撃うっても無駄ですです、地面に潜ってたって殺気がびんびんに伝わってきますよ！　マーヤ様みたいに、感情を隠すの下手すぎますね！」

「リリア！　いちいち、あたしを引き合いに出さないの！」

「やーです。マーヤ様いじりは、私のストレス発散なんですから！」

　リリアは、楽しげに跳ね回っている。少し調子に乗りすぎているようだ。

「それじゃ、そろそろ反撃しますか！」

　リリアが銃装転化バレル・ターンさせ、拳けん銃じゆう型のバレット・ブレイドを地面へ向ける。巡礼者ベイグラントのバレット・ブレイドは小さいが、ライフル型と比べても威力は劣らない。

「貫通弾で、まずはご挨あい拶さつ──」

「リリアちゃん！」

「…………っ！」

　沖田が叫び、続いて冬夜の背中に悪寒が走った。

　リリアの背後、二十メートルほど離れたビルの壁から、ひときわ強力な銃撃が飛んでくる。地面から来ると見せかけて、壁に潜り込んでの横からの一撃──

「あ…………！」

　リリアは小さく口を開き、そのまま地面に両りよう膝ひざをついてしまう。

　冬夜は、彼女のもとへ駆け寄ろうとして──その肩をマーヤが掴つかんできた。

「大丈夫よ、冬夜君。リリアは……残念なくらい強い子なの」

「さすがマーヤ様、よくご存じで」

　リリアはゆっくりと顔を上げ、にこっと笑った。

　よく見ると、彼女は右手で握にぎった拳けん銃じゆうを左の脇に差し込むようにしている。

「ぐっ……バカな……」

　ビルの壁から、ゆっくりと彦げん斎さいが姿を現す。ちょうど心臓の位置に三つの穴が空き、血が流れ出している。

「冴えない遺ゆい言ごんですね。辞世の句とかかっこよく言えばいいのに」

　リリアは立ち上がり、煙を上げる銃じゆう口こうをふっ、と吹いた。同時に、彦斎がばたりと倒れる。

「私は強いというだけで、マーヤ様の護衛についてるんじゃないんです。このリリちゃんには、死角はありません」

　リリアにはなんらかの銃牙フアングで背後も見えているらしい。前を向いたままで後ろへの銃じゆう撃げきを見事に命中させ──彦斎の背後からの攻撃は、かすった程度だったようだ。

「こりゃあ、参ったなぁ。四大人ひと斬きりは全滅かよぉ。ああ、悪いことをしたなぁ……」

　龍りよう馬まは、あごに手を当てて困ったように首を振っている。

「おまえらは信じないだろうがよぉ、いい奴やつらだったんだ。殺し屋だって年中殺してるわけじゃねぇ。気のいい奴らだったんだ、本当によぉ」

「おまえが差し向けてきたから、死ぬことになったんだろ。被害者みたいに言うな」

　冬とう夜やは、怯ひるむことなくカネサダの銃口を龍馬に向けた。沖おき田たとリリアは仕事をしてくれた。他の隊士たちや軍の兵士たちも義務を果はたしているだろう。

　ならば、冬夜自身も副長としてこの最悪の敵をここで止めなければならない。

「ああ、ちょっと待て。確かにてめぇが言ったとおり、海かい援えん隊たい士しは強さはいまいちだ。だけどよぉ、そんなことはこの龍馬が一番よく知ってんのさぁ。だからこそ──」

　龍馬の言葉の途中で、またもや海援隊士の中から一人が走り出してきた。

　ずいぶんと大柄だ。長身の龍馬よりさらに大きく、二メートルほどもある。そして、その大きさに見合わない速さで駆け、一瞬で──

「え？」

　沖田に肉薄し、手にした斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを一閃させた。

　そう、その海援隊士はゲヘナの火ではなく、バレット・ブレイドを持っている。

　いや、斬撃モードというより、完全に〝日本刀〟に見える剣だ。

「あ、あれ……？」

　沖田は、ぼんやりとつぶやいた。大柄の海援隊士は、バレット・ブレイドを振り切ると、素早く後ろに下がり、龍馬の横に立つ。

「紹介しよう、土ひじ方かた。そいつは、海援隊の──いや、龍馬の切り札さぁ。たぶん、知ってるんじゃねぇかな？」

　大柄の海援隊士は、ヘルメットを外し、投げ捨てた。

　冬とう夜やは、その顔に見覚えがあった。面識があるわけではない。ＴＶで何度も観みた顔だったのだ。

　常に、織お田だ信のぶ長ながのかたわらにいた色黒の大男──

「ま、まさか……」

　大柄の海かい援えん隊たい士しはなにも語らない。岩のように押し黙ったままだ。

「これは、さすがのオキちゃんも……びっくり、だね……」

　再びつぶやいた沖おき田たの胸が──ぱっと斜めに裂けた。血しぶきが散ちり、ぐらりと身体からだが傾く。

　冬夜は、かろうじて彼女の身体を支える。その手が、溢あふれ出してきた血でたちまち真っ赤に染まる。

「オキ、オキ……！　しっかりしろ、オキィィィィィィィィィ！」

「さすがの沖田総そう司じも、防ぐこともできなかったかよぉ。ま、当然だな。沖田総司は幕末最強かもしれねぇけど、こいつは違う」

　龍りよう馬まは、にやにやと笑い、大柄な海援隊士の背中をぽんと叩たたいた。

「こいつの名は、〝宮みや本もと武蔵むさし〟。歴史上、最強最高の剣士さぁ」













　　４章　血風が吹く街






「もう、おしまいなんですよ──」

　青い桜が舞う、白はく桜おう宮きゆうの庭。

　ノアは、ほんの数メートル離れたところに立つ少女を見つめている。

　少女は静かに、終しゆう焉えんを告げてきた。まだ幼いと言ってもいい、小さな女の子だ。ジャンパースカート姿で、サブマシンガン型のバレット・ブレイドを手にしている。

「ですか。あなたがそう思うのは自由ですが、言い切らないほうがいいですよ」

　ノアの前にいるのは、〝少女の龍りよう馬ま〟だけではない。

　さらにその後ろに、九人の〝坂さか本もと龍馬〟が並んでいる。男性が七人、女性が二人だ。年齢はまちまちだが、十代半ばから二十歳くらいの若者たちだ。

「姫様、お下がりください。こんな連中と話をする必要はありません」

　近こん藤どうが、ノアの前に進み出た。新しん撰せん組ぐみ隊士の藤とう堂どう平へい助すけ、吉よし村むら貫かん一いち郎ろう、服部はつとり武たけ雄おたちが彼女の周囲を固めてくる。

　新撰組隊士は、三十名ほど。数名を冬とう夜やが率ひきいていったが、白桜宮に残った彼らが主力と言っていい。

　土ひじ方かた歳とし三ぞうと沖おき田た総そう司じの二人が抜けても、戦力としては充分すぎる──はずだった。

「いいえ、近藤局長。彼らが用があるのはわたしですよ」

　ノアは、じっと少女の龍馬を見つめたまま、穏おだやかに言った。

「龍馬さん、あなたたちは主力を陽動に使ったのですね。新撰組と海かい援えん隊たい、お互いに主力と陽動がぶつかるなんて、笑えません」

　彼らが白桜宮に突入してきたのは、つい一分ほど前のことだ。

　正門近くの中庭で、ノアは冬夜の作戦を元に自衛軍に指示を出していた。新撰組が直接命令を下すと角が立つため、彼女はみずから指揮を買って出たのだ。

　時じ空くう嵐あらし対策は、織お田だ秀ひで信のぶに任せてある。彼は優秀だし、既に避難は九割以上終わっているので、問題はない。

　だが──坂本龍馬たちは、第だい弐に京都に散ちらばった海援隊とは別で侵攻してきた。

　いや、中には元からここにいた者たちもいる。

「お掃除が足りなかったようですね。近くにまだ、こんな危険な方々がいたなんて」

　ノアは、坂本龍馬たちを見回す。

　坂本龍馬のうち二名は、自衛軍の戦闘服姿だ。白桜宮職員の制服を着た者も一人いる。

　正体を隠し、見事にノアの近くに潜ひそんでいたらしい。

　新撰組と、ノアの護衛部隊に潜入者がいないことが救いだろうか。

「少しでも怪しい奴やつは全員追い出すくらいじゃないと。結ゆう城きノアさん、お姫様は詰めが甘いですね」

　少女の龍りよう馬まは、淡々と言った。彼女は感情を読ませない。

「お姫様育ちは反省しましょう。龍馬さん、あなたは小さいのに道理をわきまえてますね」

「龍馬、って名前は可愛かわいくないので気に入らないお年頃です。リョーカと呼んでください。本名と組み合わせただけですが」

「あなたは坂さか本もと龍馬である前に、一人の女の子でしょう。こんなバカをやっていないで、学校に行ったらどうです？」

　ノアは、リョーカと名乗った少女に真顔で説教してしまう。

「残念ながら、名前が可愛くなくても坂本龍馬の転生なので。バカだとわかっていても、バカをやらずにはいられないんですよ。あなたたちの命も、命知らずのバカたちのせいで風前の灯ともし火びです」

「ですか」

　ノアは、短く答えた。

「それにしても……坂本龍馬が十人ですか。大盤振る舞いですね」

　軍雄フオースという存在は未いまだに不可解だが、彼らが高ランクのリンカーであることは疑いない。強力な霊子スピリアの波動が伝わってくる。

　おそらく、ランクはＳ。新しん撰せん組ぐみは、近こん藤どうでさえランクＡ。戦闘能力はランクＳに匹ひつ敵てきするだろうが、そこまでの力を持つのは彼だけだ。

　仮に冬とう夜やや沖おき田たがいたところで、ランクＳが十人は多すぎる。

　近藤以外の新撰組隊士は、バレット・ブレイドの銃撃シユートモードや斬撃スラツシユモードで構え、臨戦態勢に入っている。

　ノアの護衛部隊、三十名もアサルトライフルを構えているが、彼らの攻撃は龍馬には通じないだろう。今、ここで護衛についている警官の中にリンカーはいないのだ。

「信じなくてもけっこうですけど、龍馬はこれで全員ですよ。いえ、一人は土ひじ方かた歳とし三ぞうと遊んでますが。でも、私たちは全員で、全力を尽くしてあなたを捕えます」

「そのようですね……。同じ方が何人もいるのは奇妙なものです」

「別にたいしたことでもないですよ。既に、ここ以外にもいくつも時空が存在することは知ってますよね？」

　ノアは小さく頷うなずく。マーヤも、こことは別の時空からの来訪者なのだ。

「単純な話です。この時空の坂本龍馬だけでなく、別の時空の坂本龍馬の魂をリンクしたというだけですよ。つまり、無数に存在する時空の中で、少なくとも坂本龍馬は十一人存在したということですね」

「……あっさり教えてくれるんですね。さっきの坂本龍馬はどうでもよさそうでしたが」

「あの人は龍馬の中でも若干特殊なんですよ。一応、リーダーをやってるのは、一番それらしいからですし」

　つまり、マーヤが言うところの〝融合率〟が高いということだろう。

　確かに、ノアから見てもあの大男は、イメージされる龍馬像に近い。

「坂さか本もと龍りよう馬まのいない時空は、どんな歴史をたどるんでしょうね」

　ノアは、どうでもいい質問をしてしまう。

「さあ？　軍雄フオースもリンカーの一種で、前世の記憶はないですからね。まあ、薩さつ長ちよう同盟にしろ大たい政せい奉ほう還かんにしろ、誰か別の人がやったのでは？　やってなくても、他の時空のことなんて知ったことではありませんし」

「なるほど……」

　リンカーの肉体は、異時空と繋つながる門そのものだ。この時空の直接の過去と繋がっていると考えられてきたが、別の時空と接続してもシステム的に矛盾はない。

「ですが……まさか、その龍馬が十人もここに来るとは思いませんでしたが」

「ナメないでください、結ゆう城きノア」

　リョーカが大きな目を細めて、冷たい声で言った。

「……？　わたしが坂本龍馬を甘く見る理由なんてありませんけど？」

「いいえ、ナメないで──というのは、土ひじ方かた歳とし三ぞうのことですよ」

「冬とう夜やさん、ですか？　あなたは、いったいなにを……？」

　ノアには、リョーカがなにを言っているのか理解できなかった。

「……あの時代、多くの者が京へ集い、維新を夢見る者も、幕府に忠義を尽くす者も、誰も彼もが皆、自分の命を捨てることを恐れませんでした。でも、たった一人、たった一人だけ、維新の志士たちも幕ばく臣しんたちも、修しゆ羅らの巷ちまたに集った者すべてが恐れた男がいました。ええ、土方歳三。鬼の新しん撰せん組ぐみ副長──」

　リョーカは、平坦な胸の前で、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「あの男を相手に戦術で勝とうなんて、龍馬たちもそこまで愚かではありません。新撰組を鍛きたえ上げ、仲間を鉄の絆で結びつけ、組織にほころびをもたらす異分子は旧友ですらも処断する。微み塵じんの容赦もなく敵を叩たたき、徹底的に攻め滅ぼす。まさに、鬼！　禍まが々まがしいほどの黒い霊子スピリアを放つと聞いていますが、それもさもありなん！」

「よくしゃべりますね……」

　ノアは、リョーカに気け圧おされるものを感じていた。

「敵は充分に研究していますから。我ら軍雄の最大の障害となり得る土方歳三なら、なおさらです。土方を相手に戦術で勝とうなんて、少しも思いませんでした。私たちにできることなんて、数を恃たのんでのゴリ押しくらい。こちらは、ランクＳの龍馬が十一人という、充分な全力を持っていますからね。とはいえ、さすが土方。結城ノアのそばに近こん藤どうや藤とう堂どう、主力を配置してあるとは。あるいは、主力で海かい援えん隊たいにぶつかってくると思ってましたが、そう甘くはなかったですね」

「そこまで冬夜さん──土方副長を恐れているなら、山やま南なみさんではなく、彼を狙ねらえばよかったのでは？」

　ノアは、当たり前の疑問をあえて口にする。

　リョーカは、わずかに苦い笑みを浮かべて、肩をすくめた。大人のような仕草だった。

「暗殺者がどうこうできる相手ではありません。彼の周りには、常に近こん藤どう局長や沖おき田た総そう司じのような実力者がいますしね。そう簡単に手出しできる相手ではないのですよ。これだけの戦力を用意して、ようやく立ち向かえるのです」

「ですか、冬とう夜やさんを──新しん撰せん組ぐみをよくおわかりのようで」

　ノアは、少しだけ笑って──

「……来てください、シルフィード・エイト」

　ノアの手に、真しん紅くのバレット・ブレイドが現れる。やや銃身は短め、片手でも射撃可能だ。彼女は未いまだ、この武器を実戦で撃うったことはないが──

「冬夜さんをずいぶん高く評価してくれているようですが……もうこれ以上、あなたのおしゃべりは聞いていられません。全力で来るというなら、迎え撃つだけです！」

　龍りよう馬またちが土ひじ方かた歳とし三ぞうを恐れている、というのは本心のようだ。

　だからこそ、彼らは遊ばない。本気で、標的であるノアだけを狙ねらってきている。

　話を聞いている余裕はない。彼らを今すぐにでも殲せん滅めつしなければ──

「やるつもりですか、結ゆう城きノア。お姫様育ちなのに？　お姫様のバトルは燃えますけど、できればあなたは生かして捕えたいんですよ」

「それは、あなた方の都合でしょう」

「白はく桜おう宮きゆうの姫の緊きん縛ばく動画とか、ネットで流したら凄すごい再生数を稼げそうですよね」

「なにを企たくらんでるんです!?」

　ノアは、リョーカの恐るべき野望に戦せん慄りつする。彼女は淡々としているが、とんでもない闇やみを抱えていそうだ。

「海かい援えん隊たいも活動費がかかるので。今、土方歳三お兄さんと遊んでるあの人は、お金はどこからか湧いてくると思ってるんですよ。なので、知的で冷静な私があなたに対処できてよかった。あきらめて捕まりませんか、結城ノア？」

「……姫様、この連中に同意するわけではありませんが、あなたは戦ってはいけない」

　近藤も、バレット・ブレイド──コテツを発現させる。

「あなたが戦うのは、本当に最後の最後の手段です。たとえ姫様が、この龍馬たち全員を薙なぎ倒す力があっても、それはあなたの役目ではない。あなたがあなたの役目を果はたせなくなる可能性が少しでもある以上、新撰組局長として戦わせるわけにはいかない」

「近藤局長……」

　誇り高き新撰組の局長は、己の役目を最優先にしている。たとえ主あるじであるノアであっても、邪魔することを許さない。

　ノアへの反逆ではない、無礼だとも思わない。間違っていたのは、ノアのほうだった。

「……お任せします、近藤局長。わたしのヴォルフたち」

「一番のお気に入りがいなくて申し訳ないですが、全力を尽くしましょう」

「なっ、きょ、局長……！」

　ノアは赤面し、珍しくアタフタとしてしまう。近藤の冗談も珍しいが、思った以上に焦っている自分に驚いた。

「ああ、ラブコメの匂においがしますね。動画を撮とっておけばよかった」

　リョーカも、どうでもいい冗談を言っている。

「残念ですが──新しん撰せん組ぐみの全力とやらで我慢しておきましょう」

　リョーカは無表情で言うと、スマホを取り出して近こん藤どうに向けた。

「……君は、撮影するだけか？」

「ええ、私は少女ですので。スカートですし、立ち回りは遠えん慮りよしておきますよ。九人の坂さか本もと龍りよう馬まの全力は──」

　そして、九人の龍馬たちがリョーカの前へと進み出てくる。全員が、それぞれのバレット・ブレイドを構えている。

「新撰組を殲せん滅めつし、白はく桜おう宮きゆうを破壊し、燃やし尽くし──織お田だ信のぶ長なががつくって、あなたが継承したシステムを炎の中に葬ほうむりましょう」

　リョーカが静かに宣言し──

　新撰組と、九人の坂本龍馬たちの殺気がふくれ上がっていく。

　ノアには──邪魔はできない。彼女の〝時を止める能力〟は、発動できるかわからない。迂う闊かつに使おうとすれば、なにが起こるか──

　あるいは、そこまでわかっていて近藤はノアを止めたのかもしれない。

「そんじゃ、行くぜっ！」

　魁さきがけ先生と呼ばれた、藤とう堂どう平へい助すけが斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを手に走り出す。

　もう、戦いは誰にも止められなかった。







　犬いぬ神がみ冬とう夜やは、七年前に家族を失っている。

　織田信長が引き起こした第二次戦国時代の混乱で孤児になった者は珍しくない。冬夜も施設に入ることになり、そこで出会ったのが沖おき田た総そう司じだった。

　もちろん、その頃の彼女には本名があった。彼女は、その名前が好きではなかったようだが……。

　何度もケンカをした。沖田はグループをつくらず、一人でいることが多かった。

　冬夜は何人かのグループを率ひきいて、何度も沖田と衝突し、その頃から少女でありながら腕っ節が強かった彼女には苦しめられたものだ。

　それでも、最後には冬夜が策さく略りやくを駆使し、いつも勝利を収めた。そのたびに、沖田は悔しそうに、泣きそうな顔をしていた。

　その顔が、なんだか可愛かわいくて。

　沖田も次第になついてくれて──いつの間にか、彼女は冬夜の妹いもうと分ぶんになっていた。

　冬夜と沖田は、ほぼ同時期にリンカーとして目覚め──

　リンカーの検査と最終試験を経て、沖田のほうがいくらか早く新撰組に配属されたが、二人は孤児院に続いて一つ屋根の下で暮らすこととなった。

　冬とう夜やが平ひら隊たい士しの頃はリーダーと部下、今は副長と一番隊リーダーという関係。

　それでも、二人の関係は不思議と変わらず、冬夜には沖おき田たとともにいるときの空気は心地よく、なによりも心が安らぐ時間だった──

「くそっ、オキ……！」

　冬夜は、沖田の身体からだを抱え、第だい弐に京都の街を走っている。

　胸から腹にかけてまっすぐ斬きられた沖田の傷は深かった。血が止めどなく流れ続けている。彼女は完全に意識を失い、呼びかけにも反応しない。

「逃がさぬ……！」

　背後からは、宮みや本もと武蔵むさしが追いかけてくる。

　年齢は、三十歳前後というところだろう。二メートルほどの長身に大柄な身体、それだけの巨きよ躯くであるにもかかわらず、動きも速い。

　逃げても逃げても、追いかけてくる──

「くそっ、しつこい！」

　冬夜は振り向き、片手でバレット・ブレイドを連射した。だが、武蔵は無造作に斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを振るい、弾丸を弾はじいてしまう。

「あの人、さっきからまったく撃うってきませんね」

「もしかすると、斬撃モードに特化してるのかもしれないわ」

　冬夜の前を走るマーヤとリリアも後ろを振り向き、注意深く武蔵を観察している。

　沖田が武蔵に斬られた直後、冬夜は迷うことなく次の手を打った。

　海かい援えん隊たいを包囲していた新しん撰せん組ぐみ隊士と自衛軍部隊に撤退を命じ、自分たちはマーヤとともに逃げ出したのだ。

　坂さか本もと龍りよう馬まと武蔵、両方の相手をしていては沖田の治ち療りようができない。彼女が一刻を争う状況なのは明らかだった。

　冬夜は、武蔵に向かって閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを放ほうり、続けて手榴弾を三つ投げつける。

　まばゆい光と、凄すさまじい爆発音が続けて響く。こんなものでは武蔵には傷一つつけられないだろうが、わずかでも足止めにはなるだろう。

「くそっ、瞬間移動が使えりゃ……！」

「言ったでしょ、無理なのよ。沖田総そう司じの傷は深すぎる。瞬間移動は、身体に負担がかかるの。万全な状態ならともかく、重傷を負ってるときは危険なのよ。移動したら、その傷がさらに開くわよ。いくらその子でも、ショック死する可能性が高いわ」

「…………っ」

　マーヤの説明に、冬夜はぎりっと奥歯を噛かんだ。逃走を始めてすぐにマーヤから同じ話を聞かされているのだが、受け入れがたいことだった。

　さらに、宮本武蔵が猟りよう犬けんのように追ってくる。応急手当てさえできない状況だった。

「……でもな、マーヤ。おまえたちまで一緒になって逃げる必要はないだろ？」

「あのね、土ひじ方かた。確かにあたしたちは、一時的に協力してるだけよ。あなたたちの仲間じゃない。でもね、ここであなたたちを見捨てるようなことはしないわ。絶対に、しない」

「……悪かった」

　冬とう夜やは、自分の思い違いを知った。

　マーヤは心優しい少女で──その優しさで、自分の立場を超えた行動も取れるのだ。

「……！　あれは！」

　冬夜は、道の角を曲がり、異変に気づいた。

　広い道路に何人かの自衛軍兵士たちが倒れている。銃じゆう撃げきの跡などもあり、どうやら海かい援えん隊たい士したちと一戦繰り広げたようだ。

　装甲車両や輸送車両なども何台か停まっている。そのうちの一台は、エンジンがかかったままだ。

「マーヤ！　車の運転はできるか!?」

「え、ええ、まあ……一応、そのくらいのことは」

「だったら、オキを連れて屯所ホームに戻ってくれ！　ここは俺が食い止める！」

　冬夜は、沖おき田たの身体からだをマーヤに預けながら叫んだ。

　もう武蔵むさしが迫ってきている。問答をしている暇はない。

　沖田をも倒した武蔵が相手では、冬夜でも勝ち目は薄い。だが、時間稼ぎくらいはできるだろう。

「行って、リリア！　任せたわよ！」

「私ですか？　いいですけど、アクセルに足が届きますかね……」

「!?　お、おい、マーヤ!?」

　突然のマーヤの命令に、リリアが渋々といった様子で従う。小さな身体で軽々と沖田を抱え、自衛軍の車両に載のせて、自分は運転席に座る。

「車で連れて行くなら、リリアだけで充分よ。海援隊と遭ったって、リリアなら大丈夫」

「それは、そうだろうが……」

　海援隊士が束になったところで、リリアにはかなわないだろう。

　リリアは沖田と気が合っていたようだし、信用もできる。

「それじゃ、マーヤ様。ぜーったいに死んじゃダメですよ。死ぬの禁止！」

「……禁止されなくても死ぬ気なんかないわよ」

　運転席のリリアは、マーヤに睨にらまれ、べぇっと舌を出してから車を発進させた。一応、アクセルは足が届いたらしい。

「ところで、あたしたちだけなら瞬間移動でも逃げられるけど？」

「武蔵の足止めをしておかないと、沖田たちに追いつかれたら終わりだ」

　冬夜は答え、バレット・ブレイドを銃撃モードで構える。

　その銃じゆう口こうの先に、悠ゆう然ぜんと武蔵が現れる。やはり、傷一つない。

「土方歳とし三ぞうだけか。沖田総そう司じはどうした？」

「残念ながら、おまえの相手は俺だ。歴史マニアならヨダレを垂らす状況だろうけどな。沖おき田た総そう司じ対宮みや本もと武蔵むさし、なんて」

「俺が生きた時代から二百年以上ものちに生まれた、天才剣士だそうだな。面白い、長い時を経てこの国の剣術はどう変わったのか。楽しみでならぬわ」

「…………」

　冬とう夜やは、目の前の大男に違和感を覚え始めた。

　見た目は三十歳前後だというのに、まるで悠久の時を生きてきた仙人のような、超越的な空気を漂わせている。

「……おまえは、信のぶ長ながの護衛についてた奴やつだよな？　なぜ、龍りよう馬まの味方をしてる？」

「あの頃、信長はどこを向いても敵しかおらんかった。転生者にも多くの敵がいたのでな、奴のそばにいれば戦う相手には事欠かなかったからよ。俺が求めるのは、強い自分と強い敵のみ。信長が死んだ後は退屈でならんかったが……」

「龍馬の野郎が、あんたを唆そそのかしたってわけか」

　武蔵は、強者と戦う機会をもらえるなら、誰の味方にでもつくらしい。龍馬にいいように言いくるめられてしまったのだろう。

　この武蔵は、深く前世に囚とらわれてしまっている。宮本武蔵ほどの剣豪の魂を宿してしまったならば、それも当然かもしれない。

「いいか、わかってるんだろうが、あんたは龍馬に利用されてるだけで──」

　剣に強すぎる執しゆう着ちやくを持つからこそ、龍馬のような人物にはさぞ利用しやすかっただろう。

「くだらん！　それがくだらぬのだよ、土ひじ方かた。おまえは剣士ではない。宮本武蔵を前にして言葉で語り合おうとする。もはやその時点で、俺の相手にはならん！」

「……そのとおりだよ、俺は剣士じゃないし、あんたみたいなバトルバカでもない」

　史実の土方歳とし三ぞうは、剣けん客かく集団の大幹部だ。近こん藤どうや沖田と同じ流派を学び、間違いなく剣の腕前も相当だっただろう。

　それでも、冬夜は彼は剣士ではなく、喧嘩師だったと確信している。

　剣にこだわらず、個人の強さにも執着せず、新しん撰せん組ぐみという組織が勝つことだけを最優先に置いていた。

「剣士の魂を持たぬ者は去れ！　沖田総司、奴はまだ終わっておらぬ！　俺が望むのは、奴との尋常な立ち会いのみ！」

「……ここは犬いぬ神がみ冬夜として答えてやる。どこの世界に、刃物ぶらさげたバカに妹を差し出す兄貴がいるんだ？」

　沖田がまだ終わっていない、というのは冬夜も理解している。彼女を連れて逃げたのは、意識がなくとも戦ってしまう可能性すらあるからだ。

　沖田総司の魂源アニマは〝剣けん才さい〟。剣一筋に生き、剣の才能が魂に深く刻み込まれている。彼女はきっと、最後まで剣を握にぎって戦い続ける。

「ああ、あんたが宮本武蔵だろうと、知ったことじゃない。やってくれたな……！」

　冬とう夜やの身体からだから、黒いもやのような霊子スピリアが放たれ始める。

　鬼の霊子──土ひじ方かた歳とし三ぞうの魂から引き出された、禍まが々まがしく強大な力。

　これを使わなかったのは、ノアに禁じられているからだけではない。

　獣のコードを持つヨシュアをも一撃で葬ほうむり去るほどの力を、冬夜はどこかで恐れていた。

　だが、もはや恐れを抱いている場合ではない。持てる力のすべてを注がなければ、武蔵むさしの刃やいばは沖おき田たに届いてしまう。

「お望みどおり、剣で相手をしてやるよ。別に嫌いじゃないんだ」

「鬼、か……そう呼ばれる者は何人も見てきた。己自身も含めてな。だが、本物を斬きり伏ふせるのは──初めてだ！」

　武蔵がバレット・ブレイドを高く構え、すうっと迫ってくる。決して速い動きではない。だが、冬夜は巨大で分厚い壁が近づいてくるような圧力を感じた。

「…………っ！」

　冬夜は、カネサダで武蔵の剣を受け止めながらも、全身を押し潰つぶされそうになってしまう。斬ざん撃げきも速くはなかったが、まるで戦せん艦かんにでものしかかられたかのような──

「なっ、なんだ……!?」

　冬夜は、鬼の力を全開にして武蔵の剣を食い止める。剣を握にぎる手の血管が破やぶれて、ぼたぼたと血がこぼれ落ち、全身の筋肉と骨が悲鳴を上げている。

「我が剣は鬼をも斬り伏せる！　呪のろわれた時代に生まれた鬼よ！　剣に生きなかったその身を恨むがいい！」

「いちいち……時代がかってるな、あんたは！」

　冬夜は苦し紛まぎれに武蔵の腹に蹴けりを入れ、間合いを開ける。しかし、武蔵は無造作に距離を詰めてくる。

　武蔵は、一刀であの沖田を倒したほどの凄すご腕うで──ゆっくりとした斬撃もまた、高度な技術によるものだ。かわしきれない、まともに受け止めることもできない。

　だが──冬夜は、笑い出してしまう。

　沖田を倒すほどの強敵を前にし、追い詰められ、〝悪あがきの勝利ラスト・スタンド〟の能力で、冬夜の力はどんどんふくれあがっている。

　全身を覆おおう黒い煙のような霊子がさらに強く噴き上がっていく。

　鬼だ、こいつもまた鬼だ。剣鬼という名の呪われた生き物。

　ならば、こちらも遠えん慮りよはいらない。己の中から溢あふれてくるすべての力を、黒いものを解き放て！

「宮みや本もと──武蔵ぃぃぃっ！」

「ああん、もうっ！」

　冬夜が叫ぶとともに、突然そんな声が聞こえた。

　続いて、連続した発はつ砲ぽう音が響いた。冬夜が振り向くと、マーヤがバレット・ブレイドを構えていた。どことなく、ノアのバレット・ブレイドに似ている。

「こんなの撃うちたくないのにっ！　やらせないでよバカ冬とう夜や！」

「……なんのマネだ、小娘。俺にそんなものが通じるわけなかろう」

　武蔵むさしは、じろりとマーヤを睨にらみつける。彼女が放った弾丸はすべて、武蔵を守る強力なＤ結界に阻まれて一発も当たっていない。

「通じなくていいのよ！　あんたみたいな剣術バカでも傷つけたくないの！」

　マーヤは、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを武蔵に向けたまま、冬夜の腕を掴つかんできた。

「ごめん、冬夜君！　いつも勝手でごめん──！」

「マーヤ!?」

　冬夜は、もう何度も体験した身体からだが浮遊するような感覚に襲われた。

　これは、マーヤの瞬間移動──







　次の瞬間。

　冬夜は、見慣れた景色の中に立っていた。

　桃色の桜が舞い散ちる、美しい庭──だったところだ。

　今は、遠くから青い桜が舞い込み、地面には巨大なクレーターが生じている。

　新しん撰せん組ぐみ屯所ホームの中庭だった。

「マーヤ！　なんでこんなところに！」

　冬夜は、まだ腕を掴んだままのマーヤに思わず怒鳴ってしまう。

　マーヤは、なぜか悲しそうな顔をして冬夜を見つめている。

「やっぱりここは、好きになれないわね。今日も桜が舞ってる……」

「そんなことはどうでもいい！」

「桜が嫌いって話したわよね。あたしたちの時空は結ゆう城きノアが引き起こした地獄の門の開放──〝時空間大崩壊クロノス・バースト〟で、滅びかけてる」

「……っ！　時空間大崩壊……！」

　冬夜は、突然の不意討ちに息を呑のんでしまう。

「見渡す限りの死の世界よ。けど……桜だけは、この時空と変わらない。人も動物も植物も死ぬか、大きく姿を変えた世界で、桜だけは綺き麗れいに舞っている。それが……あたしには不気味で、恐ろしかったの」

「…………」

　冬夜は、なにも答えられなかった。彼も第二次戦国時代の混乱を生き延びてきたが、おそらくマーヤはそれ以上の地獄を見てきている。

　いや、違う。そうではない──冬夜は、小さく首を振った。

「悪いが、それどころじゃない！　オキたちはまだ逃げてる！　あれじゃ武蔵に追いつかれるかもしれない！　わかってるのか、リリアだっているんだぞ！」

「わかってないのは、あんたよ！」

　マーヤは、キッと冬とう夜やを睨にらむと、その胸ぐらを掴つかんできた。ぐぐっ、と窒ちつ息そくしそうなほど強く首が絞まっている。

「……マーヤ、おまえなにを……？」

「あの男は危険すぎる！　沖おき田た総そう司じを一刀で倒すような奴やつよ！　鬼の力で対抗するなんて、自殺行為でしょ！」

「鬼の力を使わなきゃ勝てないだろ！」

「勝たなくていい！」

　マーヤは、さらに強く冬夜の胸ぐらを掴み、顔を寄せてくる。お互いの吐息がかかりそうなほどの距離だった。

「あたしはね──あんたを知ってるの」

「……今さら、なにを言ってるんだ？」

　言ってから、冬夜は気づく。マーヤの言葉は、通常ではあり得ない意味を含んでいるということを。

「あんたが犬いぬ神がみ冬夜の名前を捨てて、土ひじ方かた歳とし三ぞうになって──いいえ、逆ね。あたしが会ったとき、あんたはもう土方歳三だった。本当の名前を聞いたのは、ずっとあと……」

「そいつは……俺じゃない。おまえの時空に存在した別人だ……」

　ここにいる犬神冬夜の未来は、まだ定まっていない。少なくとも、冬夜は自分の名を捨てるつもりはない。

「ええ、近似の世界といっても、この時空ではあたしと犬神冬夜は出会わないかもしれない。未来は不確定で、流動的なものだから。だけど……確かなこともあるわ。絶対不変の未来も存在するのよ……！」

「それは……？」

「犬神冬夜、土方歳三として生きたあんたは、鬼になって戦い続けるってことよ。ドス黒い鬼の霊子スピリアを放ち、新しん撰せん組ぐみの鬼の副長として血まみれの人生を歩き続ける……！」

「……望むところだよ」

　冬夜は、マーヤの目を見つめながら冷静に言った。

「そんなの当たり前のことだろ。土方と……兄さんの魂を継いだときから、俺はそのつもりだ。血にまみれようと、手を汚そうと……ノア様を守るために、兄さんから引き継いだ副長の役割を果はたすために、俺は……」

「犬神冬夜は……鬼になるには優しすぎるの！」

　マーヤは、冬夜の胸ぐらを掴んでいた手を離し、胸へと飛び込んでくる。

「あなたの言うとおりよ、冬夜君は血にまみれ、手を汚し、多くの仲間を失いながら、それでも戦いをやめられない。結ゆう城きノアを失ったあともね……」

「そっちの俺は……バカ野郎だな。ノア様を守れなかったなんて……」

　ヨシュアから、彼らの時空ではノアは既にいないことは聞いている。だからこそ、クロノスの鍵かぎである彼女の力を必要とする巡礼者ベイグラントたちは、この時空に来たのだ。

「今のあんたは、そのバカ野郎と同じになろうとしてるの！　鬼の霊子スピリアを使ってたら、そうなる！　犬いぬ神がみ冬とう夜やは鬼に呑のまれて、土ひじ方かた歳とし三ぞうになりきってしまう……！　もうイヤなの、優しいくせに鬼になって、手を汚す自分に苦しむあんたを……見たくないの！」

「…………」

　冬夜は、そっとマーヤの肩に手を置いた。その華きや奢しやな肩は、小さく震えている。

「マーヤ……おまえは、いったいなにを見てきたんだ……？」

「あたしは、あなたが壊れるのを止められなかった……あなたは、あたしを救ってくれたのに……地獄のような世界で、泣くことしかできなかった弱いあたしに、あなたは手を差し伸べてくれたわ」

　マーヤは、すうっと顔を上げた。その頬ほおに涙が一筋伝っている。

「犬神冬夜は、あたしを守り、育ててくれた……壊れる前のあなたは、優しかった……」

「……マーヤ」

　彼女は、冬夜たちがいるこの時点から十五年ほど先の未来から来たという。

　まさか、未来の冬夜はマーヤの育ての親、のようなものだったのだろうか。

「本当は……結ゆう城きノアのことなんて、どうでもいい。あたしたちの時空を救えるかどうかは、問題じゃないの。こんなことを言ったら、今度こそ〝姫〟失格でしょうけど……」

「おまえの、目的は……？」

「救われるあなたを見たかった。あなたが笑顔で生きていける世界をつくりたかった。あなたが、当たり前の幸せを手に入れられる……そんな未来がほしかったの！」

「…………」

　冬夜は、なにも答えられなかった。

　自分が壊れると言われても、実感は持てない。鬼の力の危険性は充分に承知していても、使い続けた結果までは想像できないのだ。

　だが、マーヤがどこまでも真剣だということは痛いほど伝わってくる。彼女は、他の巡礼者ベイグラントたちとは違う──冬夜のために、この時空にやって来たのだ。

「……マーヤ、俺は鬼の力を使うよ」

「どうして……！」

「この力が必要だからだ。新しん撰せん組ぐみの副長として、ノア様を守るために。でも……俺が不幸になるなんて決めつけないでくれ」

　冬夜は、マーヤの身体からだをそっと離して──ぽん、とその頭に手を置いた。

「…………」

　マーヤが大きく目を見開く。言葉を忘れたように、絶句している。

「どうした、マーヤ……？」

「……う、ううん。冬夜君、よくそうやってあたしの頭、撫なでてくれてたから……」

「そうか……頭くらい、いつだって撫でてやるさ」

　冬夜は、マーヤに微笑ほほえみかけて。

　それから、くるりと彼女に背を向けた。

「行こう、マーヤ。いくら言葉で話したって証明はできないよな。俺は鬼の力を使う。でも、壊れたりしない。不幸にならない俺を──見せてやるさ」

「……もし、あなたが壊れそうになったら、どんなことをしても止めるわ」

「そうしてくれ」

　冬とう夜やは振り向かずに、歩き出す。

　自分がどうなるかなど、誰にもわかるはずがない。だが、冬夜には壊れる可能性がある。それを知っていれば──結果を変えられる。変えようという意志を持てる。

「冬夜君、リリアたちを追うの？　あたしが瞬間移動で連れて行っても──」

「いや、リリアに任せたおまえの判断を信じる」

「え、ええ……大丈夫よ。リリアは死ぬほど生意気だけど、あれで優秀だから」

「だろうな。でも、優秀なのはリリアだけじゃない。新撰組うちの連中も揃そろって優秀だ」

「……でも、近こん藤どうの主力だって今はどうなってるかわからないわ。龍りよう馬まは、武蔵むさしなんてとんでもない切り札を持ってた。白はく桜おう宮きゆうにもなにか仕掛けてるかも」

「なにかはあっただろうさ。さっきから、山やま南なみからの通信がずっと途絶えてる。でも、大丈夫だ、あそこには近藤局長とみんながいる。それに──」

「それに？」

　冬夜は、マーヤの質問に振り向かずに歩き続ける。












　行く先は白はく桜おう宮きゆう。屯所ホームからは目と鼻の先の距離だ。冬とう夜やとマーヤなら、すぐにたどり着ける。瞬間移動でいきなり飛び込むより、様子を見ながら近づくほうがいい。

　冬夜は、既に打ってある手を信じていた。

「新しん撰せん組ぐみの戦いはこれからが本番だ。龍りよう馬まなんぞに好きにさせるか。武蔵むさしなんて、カビの生えた化け物も、さっさと料理してやる」

　冬夜は、にやりと微笑ほほえみ──その身体からだから鬼の霊子スピリアが噴き上がっていく。

「ここからが本番、ここからが盛り上がるところクライマツクスだ。新撰組の反撃が──始まる」







「リリアちゃん、止めて！」

「わうっ！」

　ほとんど中腰のような体勢で運転していたリリアは、とっさにブレーキを踏んだ。

　重い車体が滑すべるようにしながら、道路脇で停車する。

「そ、総そう司じちゃん、起きてたんですか？」

「……さっきから、意識は戻ってたよ。大丈夫、血は止まったから」

　沖おき田たは、後部座席から前へと身を乗り出すようにしている。

　確かに、ひどかった出血が止まり、傷が塞ふさがり始めているようだ。強い回復能力を持つリンカーとはいえ、沖田のそれはずば抜けているらしい。

「トーヤは……宮みや本もと武蔵を食い止めてくれてるんだよね？」

「はい、マーヤ様も一緒です。危なくなったら、マーヤ様は土ひじ方かたさんを連れて跳ぶでしょう。あの人、土方さんにメロメロですから」

「むう……トーヤ、最近モテてるなあ……なんかイラッとする……」

「え!?　それって恋!?　恋ですか!?」

　リリアは、ぱっと顔を輝かせて、沖田の顔を覗のぞき込こむ。

「ま、オキちゃんも乙女ですから。恋はしたいなあ。でも、ろくな相手がいないから、ダメだったら手近なところで我慢しよっかな」

「……わあ、ツンデレ！　それってツンデレですか！　マーヤ様のお株を奪うデレっぷりですね！」

「まだデレてないよ。いいからリリアちゃん、私は降りるよ」

「え？　マーヤ様が跳んじゃったら、武蔵が追いついてくるかもですよ！」

「かもじゃないよ」

　かまわずに、沖田は重いドアをぐっと力を込めて開ける。

「うっ……ごほっ、ごほっ！」

「うわあ、総司ちゃん、血を吐いてます！　内臓まで傷ついてるんですよ、それ！」

「沖田総司は血を吐くもんなんだよ。それより……ほら、あれ」

　沖田は、車から降りて少し先を指差した。

「…………あ」

「ということだよ、リリアちゃん。悪いけど、ちょっと待っててね」

　沖おき田たは、運転席の少女ににっこり笑いかけて言った。

　視線を前に戻すと──道路の真ん中に、大男が仁王立ちしていた。

「ふむ、いい覚悟だ。こんな時代に、しかも少女が剣士の魂を見せてくれるとはな」

　宮みや本もと武蔵むさしが、バレット・ブレイドを手に不敵に笑う。

「別に、オキちゃんは剣士なんかじゃないよ。でも……武蔵君をこの先に行かせるわけにはいかない」

「気高き者は心地いい。こちらの剣けん気きまで澄すんでいく──」

　武蔵は、一瞬目を閉じて穏おだやかにそう言うと、いきなり駆け出した。

「…………！」

　沖田は、目を大きく見開く。武蔵の姿がまるで霧きりのようにかき消え──次の瞬間には、沖田は斬撃スラツシユモードで武蔵の豪剣を受け止めていた。

　霊子スピリアの光が飛び散ちり、全身の骨を粉々に砕かれるような衝撃が走る。

「……ほう」

　武蔵は、ぱっと後ろに下がって間合いを取りながら感心したように唸うなった。

「我が剣を止めるとは……幕末最強というのは伊達ではないか」

「オキちゃんをナメないでほしいね。武蔵君の剣は凄すごいけど、一度見ればタネもわかるってば」

　沖田は、開きかけた傷口の痛みに耐えながら言った。

「武蔵君の技──いや、銃牙フアングかな？　無念無想。殺気も予備動作もなしで、相手から見れば、斬きられて死ぬまで自分がなにをされたかもわからない」

「然しかり！　これこそ剣の極意なり！　我が追い求め、巌がん流りゆうとの立ち会いで昇り詰めた境地！」

「完全にリンクした魂に呑のまれちゃってるなあ。本名も忘れちゃってるんじゃないの？」

　沖田は、ため息をついた。大口を叩たたいたものの、武蔵の斬撃をもう一度止めるのは無理だろう。タネがわかっていても、絶大な威力を持っていることは間違いない。次に武蔵の剣を受ければ、今度こそ傷口が開いて死ぬ。

　死んでは──恋ができない。

「使っちゃダメって言われてるけど、しょうがない。武蔵君はたぶんランクＳ、しかも私たちと同じ戦闘特化型だもんね」

「そ、総そう司じちゃん……！」

「リリアちゃん、出てきちゃダメ。というか、離れていたほうがいいかも」

「な、なにをする気ですか……？」

　リリアが怯おびえたような声を出す。彼女もまた、相当の手て練だれだ。沖田がなにをしようとしているのか──おぼろげに察したのだろう。

「さて……久しぶりだけど、上う手まくいくかな？」

　沖おき田たは斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを半身になって構える。全身をひねり、タメをつくって──

「終わりだよ、武蔵むさし君。これで私が歴史上最強になっちゃうかなー。あー、やだやだ。そんな強くなっちゃうと、ますます恋のお相手がいなくなる。本格的に手近なところで片付けることになるね」

「なにをぶつぶつ言っておるか！　やれるものなら──やってみるがいい！」

　再び、武蔵の気配がふっと消える。最強最速、最大の一撃を放つつもりだろう。受け太だ刀ちはできない。逃げ場はない。

「空間断裂Ｄイーター──発動」

　沖田は目を閉じ、狙ねらいも定めずに剣を振るった。まるで素振りでもしているかのような、なんでもない斬撃だった。

　だが、それは──

「うおおっ!?」

　武蔵は奇妙な声を上げ──その突進が止まった。彼のバレット・ブレイドが刃のなかばで綺き麗れいに切断され、さらに彼の肉体そのものが見事に両断されていた。

　血の一滴も流れず、そのまま上半身と下半身が倒れていく。

「うえぇぇぇっ!?」

　リリアが、ひっくり返った声を出した。

　沖田の剣は武蔵を斬きり、その上──彼の背後に建ち並んでいたビルが、一つ、二つ、いや、見える限り十以上の建物が野菜のように切断されていく。

　切断されたビルは、凄すさまじい地響きを上げながら崩れてしまう。

「そ、総そう司じちゃん……今のは……！」

　リリアが運転席から飛び出し、沖田のところへ駆け寄ってくる。

「なんというか、空間そのものを斬る銃牙フアングだよ。ただ、範囲を絞しぼるのが難しくて。最悪の場合は、地球そのものを輪切りにしちゃいかねないんだよ」

「おっそろしいこと言ってますよ、総司ちゃん！」

「だからトーヤに使用を禁じられてたんだよね。ま、ビルが十個くらいなら別にいいんじゃない？　姫様がなんとか後始末してくれるよ、きっと。姫様、いい人だから」

「さすがに、結ゆう城きノアさんが気の毒に思えてきましたよ……」

　リリアは、すっかり呆あきれているようだ。避難が済んで周辺のビルは無人とはいえ、やりすぎなのは沖田もわかっている。だが、これでも上手く手加減できたほうだ。最悪の場合は、第だい弐に京都の半分くらいは斬ってしまったかもしれなかったのだ。

「……強かったよ、武蔵君。たぶん、オキちゃんが出てくるまでは──君が最強だっただろうね」

　沖田は、ちらりと倒れた武蔵に目を向ける。彼女の持つ最強の一撃でなくては、彼にはまず勝てなかっただろう。

「それじゃあ行こうか、白はく桜おう宮きゆうへ。たぶん、トーヤもそこに向かう。姫様がいるんだからね」

「……マーヤ様も一緒でしょうね。ふう、新しん撰せん組ぐみの近くにマーヤ様を置いておくの、心配になってきましたよ。総そう司じちゃんみたいなトンデモな人がいる組織とか怖すぎです……」

　リリアは苦笑しつつ、沖おき田たに手を差し出した。

「ほら、手を貸します。普通、そのケガじゃ歩くこともできませんよ」

「ありがと、リリアちゃん」

　沖田は微笑ほほえんで、リリアと手を繋つないだ。

　あとは、冬とう夜やと合流すればいい。そうすれば、自分がどうすればいいか教えてくれる。

　海かい援えん隊たいのことなど、沖田は気にもかけていない。

　彼女の幼なじみ、犬いぬ神がみ冬夜は──ケンカで負けたことがないのだ。







　霊子スピリアの弾丸が飛び交い、白く輝く刃やいばが交錯する。

　白桜宮の広大な庭は、戦場と化していた。三十人の新撰組隊士と九人の坂さか本もと龍りよう馬まが、バレット・ブレイドを駆使して戦っている。

　戦いは互角、と言いたいところだが状況は厳しい。近こん藤どうが〝竜りゆう爆ばく〟という銃牙フアングで龍馬の一人を、藤とう堂どうが他の隊士数名と連携して一人を仕留めたが、まだ七人もいる。

　いや、戦闘に参加していないリョーカを含めれば八人だ。

　おかしい──結ゆう城きノアは、離れたところで激戦を見守りながら、違和感を覚えていた。

　リョーカと名乗った龍馬以外の九人──いずれも若者に見える龍馬たちは、確かに強い。

　弾丸の威力といい、刃が宿した霊子の強さといい、間違いなくランクＳだろう。

　だが、新撰組は完かん璧ぺきな連携で攻めているにもかかわらず、あまりに苦戦しすぎている。

「なるほど、わかったにゃー」

「わっ、ケイさん、いらっしゃったんですか？」

　いつの間にか、ノアの足下に山やま南なみが座り込んでいた。

「さっきからいたにゃ。新撰組の総力戦といっても、お姫様に一人もつかないわけにはいかないからにゃー」

　山南は頭脳派だが、戦闘能力も備えている。あのバレット・ブレイドを一瞬で解体する技は、リンカーにとっては脅威だろう。

　ノアには護衛部隊がついているが、彼らだけでは心こころ許もとないのも事実だ。

「……それで、わかったというのは？」

「あのリョーカって子以外は、心がない……んにゃ、みずから封じてるって感じだにゃ。ランクＳの坂本龍馬の戦闘力を持った操り人形といったところかにゃー」

「心を……封じてる？　なんのために、そんなことを？」

　質問しつつも、ノアも納得していた。大男の龍りよう馬まやリョーカはべらべらとよくしゃべるのに、他の龍馬たちはまったく口を利かない。同じ魂を継いでいても個体差があるのかもしれないが、彼らは実は別の英雄の転生かもしれないと疑っていたのだ。

「たぶん、自分と同じにゃ。このケイちゃんがリンカーの能力の大半を脳の処理速度に使ってるように、龍馬たちは心や英雄が持つカリスマとかその辺に割り振るリソースを、全部戦闘力に費やしてるんだにゃー」

「…………！」

　そういうことか、とノアは再び納得した。

　戦闘能力ならばランクＳに匹ひつ敵てきする近こん藤どうが、龍馬たちに対しては攻めあぐねている。他の隊士たちは巧みに立ち回って、近藤が一対一で戦えるように誘導しているのだ。

　獣のコード持ちも一蹴したという近藤が手こずるというのは、尋常なことではない。

　指揮官である二人の龍馬以外は心を捨て、戦闘力を強化しているというわけだ。

「もうあきらめてはいかがですか？」

　リョーカが無表情で言う。

「結ゆう城きノア、私たちの目的はあなたです。あなたが、こちらに来るならすぐに撤退してもかまわないんですけど」

「姫様、耳を貸してはなりません！」

　近藤がバレット・ブレイドを振るいながら、叫んだ。山やま南なみも、珍しく不安そうな顔をしている。

　彼らは、黒い船団シユヴアルツ・フロツテの旗き艦かんへの接舷攻撃アボルダージユには参加してない。だが、ノアが一度はあきらめ、ヨシュアに降伏しようとしたことを知っているのだろう。

「……あきらめません。誰があきらめるものですか」

　ノアは、絞しぼり出すように言った。

「わたしはもう、二度とあきらめない！　それが命を懸けてわたしを守ると誓ってくれた人に──新しん撰せん組ぐみに報むくいるためにできる、たった一つのこと！　わたしの覚悟！　絶対に、この身をあなたたちに委ゆだねたりしない！」

「……いい度胸です、お姫様。私たち龍馬の軍雄フオースは、全力で新撰組を鏖おう殺さつし、その血にまみれた手であなたを連れ去るとしましょう！」

「やってみなさい！　ですが、焦っているのはあなたたちではないですか！　あの人が来ることを──龍馬ですら恐れてる！」

　ノアは、信じている。いつか地獄の門を開いてしまうかもしれない自分を守ると言ってくれたあの男を。

　あの男が率ひきいる、新撰組という組織を。

「そうかも……しれません。では、あの男が来る前にさっさと皆さんを片付けますよ。新撰組、やはりあなたたちは歴史の敗残者になるんです」

「…………！」

　リョーカが右手を掲げると──龍りよう馬またちから噴き上がる霊子スピリアが一斉に高まっていく。

　ノアは驚きを隠せない。彼らはまだ全力ではなかった──！

　新しん撰せん組ぐみを倒したあとのことも考え、余力を残していたのかもしれない。だが、龍馬たちは全身全霊を尽くして戦うことを決めたようだ。

　ノアの背中を冷たい汗が伝う。自分は、龍馬たちを無用に挑発してしまったのではないか。このままでは、冬とう夜やが来る前に──

「んじゃまあ、そろそろ──！」

「わたくしたちの出番ですわね！」

　突然、ノアの背後に控えていた二人の護衛たちが着ていた服を豪快に脱ぎ捨てつつ叫んだ。服と一緒に、ウィッグらしきものまで飛んでいる。

　一人は、ピンクの髪を三つ編みにした少女。

　新撰組の上着に、ミニのプリーツスカート。すらりとした脚きやく線せん美びをあらわにしている。

　もう一人は、長い黒髪に眼鏡をかけた少年。

　同じく新撰組の上着にズボン。なかなかの長身だ。

「あなたたちは……」

　ノアは、目を見開いた。この二人は、確か数日前に護衛部隊に加わったばかりの長なが田たと西さい川かわという名前だったはずだ。

「姫様、あらためて自己紹介いたしますわ。わたくしは新撰組二番隊リーダー、永なが倉くら新しん八ぱち」

「同じく、新撰組三番隊リーダー、斎さい藤とう一はじめ」

　少女はきりりと表情を引き締めて宣言するように言い、少年のほうは眼鏡をくいっとあげながらにやりと笑う。

「申し訳ありません、姫様。新たな副長からの指示で、護衛部隊に潜り込んでガードさせていただいてましたわ」

「まーったく、前の土ひじ方かたさんは怖かったけど、今度の土方さんもたいがいだよな。姫様にも内緒で身分を偽ぎ称しようして、しかも変装までして白はく桜おう宮きゆうに忍び込ませるなんて」

　永倉と名乗った少女はずいぶんと生き真面目まじめで、斎藤という少年は軽い感じだ。

　ノアだけでなく、新撰組の隊士たちも呆あつ気けにとられている。

　永倉と斎藤は何ヶ月も隊を離れて九州にいたはず。しかも、ノアですら二人は九州を出てから行方ゆくえ不明になったと聞いている。

　冬夜は、味方をも欺いて、永倉と斎藤に密かにボディガードをさせていたらしい。

「その子が山やま南なみ敬けい助すけだよな！　マジ可愛かわいい！　エロい！　なにその水着！　お兄さんがもっと際きわどい水着を買ってあげよう！」

　突然、斎藤が屈かがみ込こみ、地面に座り込んだままの山南の手をぎゅっと握にぎる。

「……言っておくけど、自分、十二歳だにゃ？」

「ますますいい！　女の子は若いほうがいいに決まってる！　若さは武器だぞ！」

「十二歳は、幼いと言うのですわ」

　ずいっ、と永なが倉くらが斎さい藤とうと山やま南なみの間に割り込む。

「見苦しいものをお見せして申し訳ありませんわ、姫様。この男と何ヶ月も九州にいましたが、黒くろ田だ親子や島しま津づ四兄弟と戦うより、見境なく女の子を口説くこのバカを抑え込むほうが大変でしたの」

「そ、そうなのですか……」

「ええ、まったくこれで──腕が悪ければ、わたくしが斬きり殺してましたわ！」

「危険な女は大好きだ！　脅されるほど燃えるね！」

　永倉と斎藤が同時に動いた。

　プリーツスカートの裾すそを揺らし、永倉は一瞬で龍りよう馬まの一人に肉薄する。その龍馬のバレット・ブレイドの銃じゆう口こうが永倉の頭に向けられ──

「龍りゆう飛ひ剣けん！」

　龍馬が引き金を引くよりも速く、永倉は斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを下段から振り、銃身をすり上げるようにして弾はじく。それと同時に、上段から振り下ろした永倉の剣が、龍馬の胸を深々と斬り裂いていた。

「おおおっ……」

　斬られた龍馬は、無表情のまま悲鳴だけを上げながら血をしぶかせ、倒れていく。

　ノアの見間違いでなければ、永倉は龍馬のバレット・ブレイドを弾いたのとまったく同じタイミングで、胸を斬り裂いていた。攻撃と防御の同時発動──それが永倉の〝銃牙フアング〟なのだろう。

　そして、斎藤は──

「烈れつ火か・華か閃せん翔しようっ！」

　不敵な笑みを浮かべたまま、細身のバレット・ブレイドの刀身を龍馬の一人に向けると、鍔つば元もとから真っ赤な火が噴き出した。

　轟ごう音おんを響かせ、斎藤のバレット・ブレイドはロケットのようにまっすぐに龍馬に向かっていく。

「加速っ……再加速っ！」

　斎藤の叫びに呼応して、噴き出す火が一度、二度と大きくなり、目にも留まらぬ速度でバレット・ブレイドに引きずられるようにして彼の身体からだが飛んでいき──

「がっ……！」

　狙ねらいをあやまたず、斎藤の剣先は龍馬の心臓を見事に貫つらぬいていた。

　噴き出していたのは炎のように見えたが、あれは霊子スピリアのかたまりなのだろう。噴出する霊子で加速して放たれる、超高速の突き──しかも途中で二度加速するため、敵はよけるタイミングが計れず、木で偶くのようにくらってしまう技のようだ。

「とまあ、こんな感じで！　斎藤一はじめの帰還の挨あい拶さつってことで！」

「姫様、近こん藤どう局長！　ここからはわたくしたちにお任せください！　あ、藤とう堂どう君！　あなた、まだ髪が頭の悪い色のままですわね！　わたくしが帰ってくるまでに黒く染めておくように言っておきましたのに！」

　突然、永なが倉くらがバレット・ブレイドの刃先を藤とう堂どうに向ける。

「あ、ははは……うへー、新しん撰せん組ぐみの〝学級委員長〟のお帰りかよ……」

　藤堂は、情けない顔で笑った。永倉とは面識があり、苦手意識を持っているようだ。

　というか、永倉の髪もピンクがかっているのだが、あれは地毛なのだろうか。なぜか古典的なお嬢様口調であることといい、ツッコミどころの多い人物らしい。

　ノアには、戸惑うことばかりだったが──

「……ありがとうございます、永倉さん、斎さい藤とうさん」

　二人に小さく一礼して、顔を上げて表情を引き締めた。

「新撰組にあらためて命じます。軍雄フオース、坂さか本もと龍りよう馬まを──滅ぼしなさい」

「聞こえたな、新撰組隊士たち。永倉、斎藤、二人には二番隊と三番隊を任せる」

「「了解！」」

　近こん藤どうが命令を発し、永倉と斎藤は間を置かずに返答する。隊士たち数名が、帰還した二人の幹部のそばへと走り寄っていく。元々、永倉たちの部下だった隊士たちだろう。

「では、一番はおまえに任せていいか──土ひじ方かた？」

「……さすが近藤局長。この状況で気づくとは」

　白はく桜おう宮きゆうの正門のほうから、堂々と一人の少年が歩いてくる。

　新撰組副長、土方歳とし三ぞう──

「むう……」

　その後ろにぴったりくっつくようにして歩いている銀髪の少女──マーヤの姿に、なぜかノアは胸がちくりと痛むのを感じた。

　いや、今は個人的な感情は置いておかなければならない。

　二人の幹部の帰還に、冬とう夜やの合流。

　残った龍馬はリョーカを含めても六人。もはや、状況は絶望的とは言えなくなっている。

　それどころか──ノアは勝利の確信さえ抱き始めていた。







　冬夜は、悠ゆう然ぜんと中庭を横切り、龍馬たちのそばを通り過ぎて近藤の近くで立ち止まった。

　ノアの隣にいたいところだったが、副長としては局長の近くにいなくてはならない。

「……永倉と斎藤か」

　二番隊と三番隊の前に立っている少女と少年がこくりと頷うなずいた。潜入任務の命令は通信で下したので、直接会うのは初めてだが、二人の顔は写真で何度も見ている。

　彼らは、二人とも十八歳。冬夜より一つ歳とし上うえだが、副長として多少の威い厳げんを見せなくてはならない。ここは呼び捨てでも問題ないだろう。

「任務ご苦労だった。引き続いてよろしく頼む」

　永倉と斎藤には、自分たちの判断で正体を明かしていいと命令してあった。状況から察するに、正しい判断を下したようだ。

「言われなくともわかってますわ、副長さん。斎さい藤とうのバカの面倒を見るより、二番隊を率ひきいるほうが万倍楽ですしね」

「おやおや、楽をしようなんてクソ真面目まじめな永なが倉くらお嬢様らしくもない。どうせ堕おちるなら、俺と一緒に快楽に堕ちていかないかい？」

「この騒動が終わったら、あなたを袋詰めにして九州の最前線へ送り返しますわ」

「…………」

　冬とう夜やは、永倉と斎藤の性格までは知らなかったが、かなり扱いにくそうだ。少し頭が痛くなってきたが──それどころではない。

「来ますよ、ノア様、局長。あいつが──来る！」

　冬夜は、キッと上空を睨にらみつけた。今の彼は〝悪あがきの勝利ラスト・スタンド〟で力が増し、感覚も研ぎ澄すまされている。空から迫り来るそれに誰よりも早く気づいた。

　小型の空飛ぶ船が、まっすぐこちらに向かって来る。それは瞬く間に白はく桜おう宮きゆうに迫ると、正門を壊しながら、中庭に強行着陸する。

　着陸の衝撃で嵐のような暴風が吹き荒れ、立っていられないほど地面が激しく揺れた。

「くっ……！」

　冬夜がノアをかばおうと動き出したときには、既に二番隊と三番隊が姫君を囲むようにしてＤ結界を展開していた。

　さすがに、本来のリーダーが戻ってきただけあって部隊単位での動きが速い。冬夜は感心しつつ、小型船に目を向ける。

　地面を大きく削けずりながらも着地を決めた小型船の縁から──ひょこっと大柄な男が姿を見せた。

「大勢お集まりでありがとうよぉ！　あ、写真撮影は待ってくれよなぁ、左手を隠すからよぉ！」

「龍りよう馬まジョークはいらない」

　冬夜は冷たく言った。

　龍馬の写真は何枚か残っているが、左手を隠しているものが多い。史実の坂さか本もと龍馬は寺田屋という旅籠はたごで幕府の役人に襲われ、その際に両手をケガしている。特に酷い傷跡が残った左手を隠しているという説があるのだ。

　その坂本龍馬の転生──ついさっきまで、冬夜が対たい峙じしていた男だ。

「はっはっは、冷たいなぁ。おんや、武蔵むさしは追いついてねぇか。オレらと合流できなかったら、白桜宮に向かうように言っておいたんだけどなぁ。しょうがねぇ奴やつだよぉ！」

　龍馬は、からからと笑って、小型船から飛び降りた。その手には漆黒のバレット・ブレイドが握にぎられている。

「ふむ、そっちも沖おき田た総そう司じがいねぇようだなぁ。それとも死んだかぁ？」

「うちのオキは、殺したって死なない。それより……船は一隻せきだけか。五隻確認したんだけどな」

　空飛ぶ小型船は、兵員輸送に使ったようだが、港から動いていないのが冬とう夜やは気になっていた。あるいは、同じ港で修理中の回かい天てんを狙ねらうつもりかと疑っていたが……。

「実はまともな武装がついてるのは、これ一隻せきだけなんだよなぁ。壊れても直せねぇし、あまり使いたくなかったんだよなぁ」

「ですか。これ以上、第だい弐に京都を荒らされては困りますが……」

　ノアが、二番隊と三番隊の間を通り抜けて、前に出てくる。

「空飛ぶ船で突っ込んでくるなんて、正気とは思えません……」

　ノアが破壊された正門を呆ぼう然ぜんと見つめている。

　あなたも以前、回天を自分が通う学校の体育館に突入させましたよね、と突っ込みかけて冬夜は自重した。ノアは若干天然なのだ。

「ちょっと強引だったかぁ？　ま、龍りよう馬まは派手好みなんだよぉ。それに、お迎えにはアシが必要だろぉ？　おい、リョーカ」

　龍馬は親指を立て、少女の龍馬──リョーカに合図する。

「おまえたちは、引き上げろ。龍馬が四人やられて、こっちは新しん撰せん組ぐみ幹部を一人も仕留められてねぇ。これ以上の損害は避さけるべきだろぉ？」

「……あなたは、どうするんですか？」

「戦略的撤退には、殿軍しんがりが必要だろぉ？」

　龍馬は笑顔でリョーカに応こたえ、ひらひらと手を振った。

　リョーカは少し迷ってから──生き残った六人の龍馬とともに跳び上がり、小型船へと乗り込んだ。

「冗談だろ！　逃がすわけが──」

「待て、藤とう堂どう！　追わなくていい！」

　飛び出そうとした藤堂を、冬夜は鋭するどく制した。

「逃げてくれるなら、それでいい。ノア様の安全が最優先だ」

　あの小型船もどんな戦闘力を持っているか、わかったものではない。黒船ほどではないだろうが、生身で立ち向かう危険を冒す必要はないだろう。

　一時的だろうと、ノアから危険が遠ざかるなら大歓迎だ。

　悔しがる藤堂の視線の先で、小型船はゆっくりと宙に舞い、飛び去っていった。

「あらら、意外とあっさり見捨てられたなぁ。リョーカはドライだよなぁ。龍馬って奴やつは変なとこで合理主義でいけねぇよぉ」

「おまえが一緒に逃げなかったのは賢明だ。おまえだけは──逃がさない」

　冬夜は、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを龍馬に向ける。続いて、新撰組隊士たちも同じようにバレット・ブレイドを構えた。

　既に、新撰組は四人の龍馬を仕留めている。このリーダー格の龍馬は多少腕がいいかもしれないが、極端な違いはないだろう。

「おおおーい、まさか新しん撰せん組ぐみ全員でよってたかってオレを殺すのかよぉ？　そりゃあ、弱い者いじめってもんだぜぇ？」

「新撰組は多数で少数を圧倒するのが得意なんだ。知らなかったか？」

　冬とう夜やは銃じゆう口こうの狙ねらいを定めながら、悪びれずに言った。幕末の新撰組は、数人がかりで一人を攻撃する戦術を得意としていたのだ。

「武器を捨てろ、龍りよう馬ま。もう──終わりだ」

「こりゃ、ここに来ないほうがよかったかなぁ？　いや、そしたらリョーカたちを逃がせなかったかぁ。リーダーなんて損ばかりだよなぁ」

　龍馬は、バレット・ブレイドのグリップから手を離し、銃身を両手で掴つかんで──

「なにをしてる、龍馬っ!?」

　地面に捨てるかと思いきや、龍馬はバレット・ブレイドを高々と掲げた。そして、彼の全身から霊子スピリアの波動が放たれる。

「こ、これは……!?」

　冬夜は、妖気とでもいうべき異様な気配を感じた。それは足下から絡みつくようにして、全身を覆おおっていく。

　どういうわけか、バレット・ブレイドを握にぎっていられない。手が震え、地面へと取り落としてしまう。

「どうなって……なっ、なんだ……？」

　冬夜は、視線を動かして、さらなる異常に気づいた。他の新撰組隊士たちも、全員が冬夜と同じようにバレット・ブレイドを手放してしまっている。

　近こん藤どうや永なが倉くら、斎さい藤とう、幹部も含めてすべての隊士たちが身体からだを震わせ、バレット・ブレイドを拾い上げようとしているが──

「……龍馬、なにをした……!?」

「いやいや、なんの策もなしに敵の本拠地に突っ込むわけないだろうがよぉ」

　龍馬は、器用にバレット・ブレイドの銃身をくるりと回転させる。

「オレのバレット・ブレイド──ムツノカミヨシユキの銃牙フアングは〝武力根絶ピースメーカー〟。周囲のバレット・ブレイドの能力を封じ、戦意すら失わせる。ラブ＆ピースの世界ってわけよぉ！」

「バカな……」

　冬夜はうめくように言った。だが、確かにバレット・ブレイドがただの鋼はがねのかたまりとなっている。能力が封じられているだけでなく、リンクした魂からバレット・ブレイドに霊子が注がれていない。

　リンカーとしての能力が、すべて無効化されている。

「武ぶ力りよく倒とう幕ばくを拒絶し、無む血けつ革かく命めいを目指した龍馬ならではの能力よぉ！　てめぇらのような血まみれのケダモノどもにはよく効くだろぉ。戦意が強ければ強いほど、オレの能力は効きやすいのさぁ。身動きすらできなくなるほどになぁ！」

「こんな、ことで……」

　冬とう夜やは、右太もものホルスターからコルトパイソンを引き抜こうと手を動かす。バレット・ブレイドを使えなくても、まだ武器はある。

「さすがは土ひじ方かた、鬼の副長……まるで闘争本能のかたまりだなぁ。もっともオレの能力の影響下にあるはずなのに、打ち破やぶりかけてるとはなぁ」

　龍りよう馬まは、バレット・ブレイドを放ほうり出し、コートのふところから回転式拳銃リボルバーを取り出して構えた。

「〝武力根絶ピースメーカー〟は強力だがよぉ、発動している間はバレット・ブレイドの他の能力が使えねぇのが欠点なんだよなぁ。ま、能力を丸ごと封じられたリンカーなんて人間と変わらねぇ。拳けん銃じゆうでも充分殺せる──」

「…………っ!?」

　冬夜は、目を見開いた。龍馬の銃じゆう口こうが──ノアへと向けられている。

「……あくまで、狙ねらいはわたしですか、坂さか本もと龍馬」

「クロノスの鍵かぎ──軍雄フオース、リンカー、新しん撰せん組ぐみ、黒い船団シユヴアルツ・フロツテ、すべての者たちがあなたを求めてる。時空を狂わせ、時空を正しき姿へ戻す。世界の破滅と救済の扉を開く鍵。あなたは危険すぎるわけよぉ。だから──」

「ふざけるなぁっ！」

　冬夜は絶叫し、手の震えを必死に抑え、コルトパイソンの引き金を絞しぼった。轟ごう音おんとともに一発の弾丸が放たれる。

「…………っ！」

　龍馬は、小さく声を上げ、のけぞるような体勢になる。

　しかし──

「ははっ、凄すごい凄いぃ、よく撃うったぁ！　でも惜おしかったなぁ、土方！」

　龍馬のこめかみから血がつうっと伝った。それだけだった。冬夜が放った弾丸は、龍馬の頭をわずかにかすめただけだったのだ。

「それじゃ、お姫様。お覚悟はよろしいかぁ？」

　龍馬は、拳銃の銃口をゆっくりとノアに据すえて──

　それでも、ノアは表情を変えずにまっすぐ龍馬を見つめている。

　冬夜は、動かない身体からだを必死に動かし、走り出そうとする。ノアだけは、彼女だけはなんとしても守らなければ。

　強くなり、大切なものを守ろうと誓った。そして、ようやく見つけた、自分よりも大切な、貴とうとい存在──

「ノア様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　冬夜が絶叫した瞬間──龍馬は突然、銃を逸そらした。

　黒光りする銃口が向けられたのは──

「…………っ！」

　冬夜は、胸に熱を感じた。正確に二発、彼の胸の中心に銃弾が撃ち込まれている。

「冬とう夜や……さんっ……!?」

　ノアが小さく叫ぶのが聞こえた。しかし、冬夜は状況が理解できなかった。確かについさっきまで銃じゆう口こうを向けられていたのはノアだった。だが今、撃うたれたのは自分──

　ああ、でもよかった……ノア様は撃たれなかった……！

　冬夜は弾丸が食い込んだ痛みも忘れ、安あん堵どしていた。本当に、彼は自分の命よりもノアを優先していたのだ。

　違う──ダメだ。冬夜は、一瞬の安堵を忘れ、すぐに新たな異常に気づいた。

「冬夜さん……冬夜さん……冬夜さんっ……！」

「そうだぁ、それでいい！　お優しすぎるお姫様は、自分の命の危機では能力を発動できないぃ！　もっとも大切な者の命が危険に晒さらされたそのときこそ──クロノスの鍵かぎは地獄の門を開き、すべての力を解き放つ！」

　龍りよう馬まが両手を掲げ、高く笑っている。

「バカな……ノア様の力を解放すれば、おまえだって……この世界そのものが、どうなるか……わかっているのか！」

　冬夜は、再び襲ってきた痛みをこらえつつ、龍馬を鋭するどく睨にらんだ。

「もちろん、わかっているさぁ！」

　龍馬は冬夜が向けている殺意を気にもかけず、笑い続ける。

「オレが見たかったのはこれよぉ！　結ゆう城きノアの力が世界を滅ぼすのか、救うのか！　どちらでもいいさぁ！　救われるならそれでいい！」

「それが……すべての龍馬の意志なのか……？」

「もちろんさぁ！　軍雄フオースは新しん撰せん組ぐみ以上の絆で結ばれているんだからよぉ！　あいつも龍馬、こいつも龍馬、オレも龍馬！　滅びるならそれも一興！　かつての龍馬が成し得なかった、滅びからの復活という新たな段階に進めるだろうよぉ！」

「……おまえは、二つ三つどころか、なにもかも間違った龍馬だ……！」

　いや、龍馬などはどうでもいい。冬夜は、地面に両りよう膝ひざをつきながら、ノアに目を向ける。

　ノアの身体からだからは、真っ白な光が噴き上がり、天を貫つらぬいている。

　空には雲が渦巻き、地獄の底から響いてきたかのような不気味な轟ごう音おんが聞こえてくる。

「あ、あ、あああああああああああああああっ！」

　ノアが身体を弓なりに反らし、絶叫する。

　彼女の周囲にいた新撰組隊士たちが吹き飛ばされ、庭の木々や壁へと衝突していく。

　冬夜もまた、痛む身体で必死にこらえなければならなかった。ノアを中心に、凄すさまじい暴風が吹き荒れている。

　ただの物理的な風ではない。時間と空間をも揺るがせる、世界を滅ぼす風だ──

「まさか、時空間大崩壊クロノス・バースト──!?」

　そう叫んだのは、マーヤだった。銀色の髪を揺らし、彼女もまた必死に耐えながら冬夜のそばへと近づいてきている。

「マーヤ、逃げろっ！」

「見捨てないって言ったでしょ！　あたしはあんたに──返しきれない恩があるの！」

　それは、この時空の俺じゃない──冬とう夜やはそう言いかけたが、あまりの風の凄すさまじさに口もきけなくなってしまう。

　ノアは光を放ちながら、さらに強く強く風を吹かせている。

　世界の、時空の、すべての崩壊が始まろうとしていた──







「山やま南なみっ、状況を！」

　冬夜は、胸の痛みにもかまわずに叫んだ。血がこぼれ出し、一発は肺をかすめているが、心臓には当たっていない。

　龍りよう馬まは正確に心臓を狙ねらってきたが、ギリギリのところで、冬夜はわずかに身体からだを動かして急所への直撃を避よけていたのだ。

「……姫様の力で時じ空くう嵐あらしが強化されてるにゃ。さっきまでは中規模程度の嵐だったけど、今はこのあたりだけ最大規模の荒れ具合だにゃー。このままいくと、白はく桜おう宮きゆうが消滅するか、どこかの時空に吹っ飛ぶにゃ」

「ちっ……護衛部隊は地下に退避！　新しん撰せん組ぐみ隊士は、全員Ｄ結界を最大出力で展開！　わずかでもいい、嵐の拡大を防げ！」

　冬夜は、素早く指示を下した。ノアの周りにいた護衛部隊は既に吹き飛ばされていたが、指示を聞いて立ち上がり、逃げ出した。ここにいても役に立たないどころか、足を引っ張ると理解できているのだろう。

「龍馬は……ちっ！」

　いつの間にか、龍馬は逃げ去っている。逃がしたくはなかったが、〝武力根絶ピースメーカー〟は解けていて、今ならＤ結界も展開可能だ。

「聞こえたな、全員Ｄ結界を展開、姫様を囲むようにだ！」

　近こん藤どうが冬夜の指示を補足し、隊士たちがノアから距離を取りつつ、彼女の周りでＤ結界を展開する。

　近藤や永なが倉くら、斎さい藤とう、藤とう堂どうたち幹部が前に出て強力なＤ結界を展開、彼らの背後で平ひら隊たい士しもそれにならう。

「これで少しはもつか──ノア様！」

　冬夜もＤ結界を展開しながら、ノアのもとへと駆け寄る。

「土ひじ方かたちゃん!?　無む茶ちやだにゃ、今の姫様に近づくのは──！」

「このまま引き下がってられるか！」

「ダメよ！　結ゆう城きノアに近づいたら、時空の果はてに飛ばされるかもしれないわ！」

　マーヤの悲鳴のような声も響く。

「知ったことか……！　ノア様のいない世界よりマシだ！」

　マーヤたちの時空では、ノアは時空間大崩壊クロノス・バーストを起こしたあと、消滅している。このままでは、この時空でもそうなるかもしれないのだ。

「ぐぐっ……！」

　風の圧力に耐えながら、冬とう夜やはすり足で前に進んでいく。少しでもＤ結界が緩ゆるめば、吹き飛ばされてしまいそうだ。

「ノア……様っ……手を伸ばしてください……！」

　冬夜はノアに向かって手を差し出す。

　ノアはわずかに顔を上げて、冬夜のほうを見て──小さく首を振った。

「いけません……冬夜さん、新しん撰せん組ぐみのみなさんと……ここから逃げてください……どうなるか、わたしにもわからないのです……」

「俺は大丈夫です！　あなたがそんな力を使う必要はない！」

「一度解放された力は止められません……放たれた弾丸を戻せないように……」

「あきらめるな、ノア様！」

　冬夜は叫び、一歩前に出た。片手で握にぎった斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドの刃を立てるようにして、空間の歪ゆがみを斬きり裂いていく。黒い霊子スピリアが溢あふれ出し、風も空間も呑のみ込こんでいる。

「うおおおおおおおっ！」

「来て……しまうのですね、あなたは……だったら、わたしを……すべてを消してしまう前に、わたしを消して……」

「…………っ！」

　黒い霊子を全開にした牙が竜りゆうをこの近距離で放てば、あるいはノアの望みを叶えることは可能かもしれない。

　それが、ノアの心からの望みだ。心優しい彼女は、世界を滅ぼす悪魔になどなりたくないのだろう。自分の命よりも、世界が大事なのだろう。

　だが、冬夜は──彼女を消滅させる約束など知ったことではない。

「俺はあなたを守ると誓った！　ノア様、手を伸ばせ──！」

　もう、冬夜にとって結ゆう城きノアはお姫様ではなかった。守るべき人、この世でもっとも大切な人、そして──笑顔が似合う可愛かわいい女の子だ。

　彼女が消えることなど、絶対に受け入れられない！

「……それは、同情ですか？」

「え……？」

　不意に、暴風が止やんだような気がした。それほどまでに、ノアの言葉は意外で、冬夜の耳に強く響いたのだ。

「なにを……言って……？」

「黒い船団シユヴアルツ・フロツテの事件のあと、冬夜さんの……わたしへの気持ちが変わったことは、気づいていました……」

「だから、なんの話を……今はそれどころじゃ……！」

「今、訊きかなくちゃいけないんです！」

　ノアは、身体からだの奥から絞しぼる出すようにした大声で叫んだ。

「あなたがわたしに向ける感情は、可哀かわい想そうな、ひとりぼっちの女の子を……救ってやろうという気持ちだった……違いますか？」

「それは……」

　冬とう夜やには否定できなかった。

　ノアを知るにつれて、彼女の孤こ独どくを目の当たりにして、そばにいたいと思った。少しでも彼女の寂しさを埋うめてやろうと思った。

「その気持ちは嬉うれしい……でも、辛つらくもあったんです。わたしは、可哀想な女の子だから、冬夜さんに守ってもらえてる。白はく桜おう宮きゆうの主あるじだからでもなく、新しん撰せん組ぐみの主だからでもなく、友達だからでもなく……それに……」

「ノア、様……」

「このまま、一人のまま消えていくのが哀れだから、幸せを知らないままなのが可哀想だから、あなたは手を差し伸べてくれるの……ですか……？」

「…………っ」

　冬夜は、ぐっと奥歯を噛かみしめた。

　ノアが言いたいことはわかる。確かに、冬夜は彼女を哀れんでしまっていた。

　それは友達に向けてはいけない感情だったかもしれない。だが──

「俺は、あなたを救いたいんだ！　憧あこがれから始まって、同情するようになって、でも──それもこれもひっくるめて、あなたが好きだからだ！　好きな女の子を救いたいと思って、なにが悪い！　俺は、そこにいるのがあなただから、手を伸ばしてるんだ、ノア！」

「…………っ！」

　冬夜は感情を爆発させて叫び、ノアはびくりと身体を震わせる。

　哀れんでいたことを否定しなければ、彼女は傷ついたままかもしれない。

　だが──冬夜にできるのは、本当の気持ちを叫ぶことだけだった。

「冬夜、さん……」

　ノアが、冬夜に目を向けた。その瞳ひとみに、じわりと涙が浮かんでくる。

　気持ちが伝わったのか、確証はない。しかし、ノアが思っていたように、冬夜の気持ちが哀れみだけではないことはわかってくれたはずだ。

　好きだから、守りたい。救いたい。生きていてほしいと──心の底から思う。

「あなたも生きることを望んでいるはずだ、ノア！　だから、あなたは消えちゃいけないんだよ！」

「こんなわたしでも、生きていて……いいのですか……」

　ノアの目から、ぱっと涙が飛び散ちる。

　その涙の滴しずくが、冬夜の手に触れ──

「…………っ！」

　瞬時に、冬とう夜やの目の前の景色が切り替わった。

　そこは、かつて何度も見た光景──







「進め、進め、進めぇぇぇぇぇぇぇ！　退ひく者は斬きぃぃぃぃるっ！」

　果はてしなく広い大地を騎馬の男が駆けていく。

　数百数千の銃火がきらめく中、男は剣を振り上げ、凄すさまじい叫びを上げている。

　そして、再び景色が切り替わる。







　そこも見慣れた場所だった。新しん撰せん組ぐみ屯所ホームの中庭──

　桜が舞い散ちる美しい庭で、二人の男が声を落として話している。

「本当にそれでいいんだな、歳としさん……」

「ああ、あいつは……目覚めの時ももう近いだろう。そのときには、俺は……それが副長としての最後の仕事になる。ま、悪くはないさ」

　土ひじ方かた歳とし三ぞうと名乗っていた男──犬いぬ神がみ夏なつ緒おが、近こん藤どう勇いさみに笑顔で語りかけている。







「君は、髪の毛一筋も残さず、この時空から消えた──」

　また景色が切り替わった。そこは──見たことのない場所だった。

　崩れ、廃はい墟きよと化したビルが並ぶ街中。小高い丘になっている場所に桜が一本植えられていて、花びらを散らしている。

「俺は、君を守ってやれなかった。あの日の誓いを破やぶってしまったんだ」

　桜の前に、一人の男が立っている。髪を長く伸ばし、黒い軍服をまとっている。

「あのあたたかな身体からだは、この世のどこにも存在しない。もう、いないんだ。今でもどこか信じられない。そのせいかな、こうして君のいない世界にしがみついているのは……」

　男の長い髪が揺れ、その顔があらわになった。歳を経ているが、確かにそれは──土方歳三、あるいは犬神冬夜と呼ばれた男だった。

「ノア、俺はもう少し戦うよ。死に場所を求めてさまようのは、土方の魂を継いだ者のさだめらしい。くだらない執しゆう着ちやくだとわかっているが……いや、言葉は意味を持たないな」

　男は、少しだけ笑ったようだった──







「…………！」

　冬夜は、現実に戻ってきたことに気づいた。一歩進めば手が届く場所に、ノアがいる。

「ノアっ……！」

　土ひじ方かた歳とし三ぞう、犬いぬ神がみ夏なつ緒お、そしておそらく──未来の冬とう夜や、土方歳三の姿を思い出す。

　未来の土方は言った。ノアは、髪の毛一筋も残さずに消えた──と。

　冬夜は、直感的に気づいた。時空を狂わせる嵐の影響だろう。

　三つの光景は、彼が継いだ二つの魂が見てきた景色と、いつか自分が見るであろう未来。

　ノアの時に干渉する能力は、既に経過した過去だけでなく、これからこの時空が進んだ先の未来と繋つながってしまうほどに強力で──

　つまり、このままいけばこの時空の未来もマーヤの未来と大きく変わらないものになるということだろう。

　結ゆう城きノアが失われてしまう未来──

「生きていて……いいに決まってるっ！」

　冬夜は絶叫し、足を引きずるようにして前へと動かす。

「でも、やはりわたしは……世界を滅ぼす、悪魔に……」

「悪魔だろうとかまうもんか！」

　冬夜は前へゆっくり進みながら、必死に手を伸ばす。

「俺が守りたいのは世界じゃない！　あなたなんだ、ノア！」

　ノアの墓前に立って、無意味な繰くり言ごとを語るような未来など来られてたまるか！

　彼女の笑顔がない世界に生きる意味などない。

　冬夜にとって──世界とは、ノアが生きて笑っている場所のことなのだ。

　だから、なにがあってもあきらめたりしない──

「はあ……なにを見たのか知らないけど、気合い入っちゃったわね。もうあたしじゃ止められないじゃないの、バカ」

「マーヤ!?」

　必死に前に進もうとする冬夜のそばに、マーヤが現れていた。猛烈に吹きつけてくる風の中でも涼しい顔をしている。

「こんなところで力を使うなんてね。あたし、マジで処刑されちゃうんじゃないの」

　マーヤは軽い口調で言って、ノアに向かって伸ばしていた冬夜の手をぱっと掴つかんだ。

　さらに、なんでもないように一歩進み、もう一方の手でノアの手をしっかりと掴む。

「お、おい、マーヤ、おまえ……」

　冬夜がまるで届かなかったノアの手を、あっさりと掴んでしまうとは。

　そして──

「これは…………」

　冬夜は呆ぼう然ぜんとつぶやき、大きく目を見開いた。

　さっきまで吹きつけていた強風が唐突に収まっている。いや、マーヤを中心にした半径数メートルだけ時じ空くう嵐あらしが完全に止やんでいるのだ。

　ノアも、ゆっくりと顔を上げ、マーヤを見つめる。

「マーヤさん、これはいったい……」

「あたしたちが、なんの策もなく、クロノスの鍵かぎなんて危険物を回収に来たと思う？　黒い船団シユヴアルツ・フロツテの巡礼の旅は、クロノスの鍵に共鳴し、その力を制御する存在──〝姫〟と呼ばれる能力者の完成をもって実行に移されたのよ」

　キィィィィ、と甲高い音が鳴り響き、マーヤの身体からだが薄く発光している。霊子スピリアの輝きのようだが、凄すさまじい高密度、圧倒的なエネルギーが感じられる。

　マーヤの全身がまばゆいほどの光に包まれ、その銀色の髪が長く長く伸びていく。その長さは数メートルにも達して──

「あたしのもう一つの名は、ＹＮ－０８８。結ゆう城きノアのＤＮＡサンプルから生み出された第だい二に世せ代だいクローン……」

「クローン……わたしの……？」

　ノアは、呆ぼう然ぜんとしてつぶやく。冬とう夜やは、言葉も出なかった。時間に干渉するノアに対して、空間を跳び越える力を持つマーヤ。どこか似ている能力ではあるが──

「数体つくられた結城ノアの完全なクローンは、ほぼなんの能力も持たず、しかもごく限られた寿命しか持たなかった。だからこそ、クロノスの鍵の再生を目指す狂信的な科学者たちは、遺伝子を書き換え、能力を強化した第二世代をつくり出したの。そのうちの一体、唯一の成功例があたし──」

「まさか、そんなこと……」

「あなたの能力をこうして抑え込んでいるのがなによりの証拠でしょ？　まあ、遺伝子をかなりいじってるから顔はあまり似てないけど。ていうか、あたしのほうが美人よね。胸も下品にならない程度に大きいし」

　マーヤは軽口を叩たたいて微笑ほほえむ。

「それに──あたしは、結城ノアが干渉した時間の中でも動けたわ。実のところ、確証はなかったんだけど、あたしはあなたを抑える鍵になり得る……！」

　ぱっ、とマーヤの全身から放たれた輝きが、飛び散ちる。それは空へと昇っていき、まるで星のようにきらめいて、地上へと降り注いでいく。

「嵐が……収まっていく……!?」

　冬夜は、空を見上げてぽかんと口を開けてしまう。

　第だい弐に京都を覆おおっていた時じ空くう嵐あらしが霧む散さんし、時と空間の乱れが消えていく。

　白はく桜おう宮きゆうの庭を舞う桜の花びらも、青から桃色へと──

「大丈夫、暴走は致命的なレベルじゃなかったみたい。まだ、結城ノアの能力も未熟だからかしら。時空間大崩壊クロノス・バーストが起きてたら、こんなものじゃないでしょうね。本物の破局が訪れていたら、白桜宮も、新しん撰せん組ぐみも、いいえ──この第弐京都がとっくに崩壊してるわ」

「崩壊は……困りますね」

　こんなときでもズレたことを言えるのが、ノアの凄すごいところだ。

　マーヤも少しだけ苦笑して──長く伸びていた髪が、元の長さに戻る。

「そうよ、困るのよ。だから、この男に少々のことがあったくらいで暴走しないで。犬いぬ神がみ冬とう夜やは不死身よ。そう、めったなことじゃ死なない。あたしは、よーく知ってるわ」

「わたしのほうが、冬夜さんのことを知ってます。胸を揉もまれたこともあるんですよ？」

「あたしなんて、全裸──って、そんなことを言ってる場合じゃない！」

　マーヤは、キッと冬夜を睨にらみつけてくる。

「冬夜君、あと一つ始末しなくちゃいけないことがあるでしょ。こうなったら乗りかかった船よ、最後まで付き合うわ」

「……ああ、頼むよ」

　冬夜は、マーヤがなにを言っているのかすぐに察した。その程度のことがわからないようでは、新しん撰せん組ぐみ副長は勤まらない。

「ノア様、あなたは……」

「……わたしは大丈夫です。マーヤさんに訊ききたいことはたくさんありますが、今はそれが優先ですね。あとのことは、わたしと近こん藤どう局長に任せてください」

「ありがとうございます、ノア様」

「……さっきみたいに、ノアと呼び捨てでもいいですよ」

「あっ、あれは……！」

　冬夜は、あたふたと手を振る。つい、呼び捨てにしてしまったが、姫君に対して失礼すぎた。冗談ではなく、不ふ敬けい罪ざいになるかもしれない。

「正直、ちょっとドキドキしました……ほら、触ってみますか？」

「いいえっ！」

　ノアが冬夜の手を掴つかみ、自分の胸に触らせようとする。冬夜は慌てて手を引いた。これ以上、罪を重ねたくはなかった。

「そ、それより……マーヤ、頼めるんだよな？」

「ええ、どこまでも行くわ。あなたと一緒なら」

　マーヤはわざとだろうが──意味ありげに言って、微笑ほほえんだ。

　なぜかノアが不機嫌そうに頬ほおをふくらませたが、冬夜は気づかないフリをする。今は、これ以上話をややこしくしてはいけない。

　まずは──やらなければならないことがある。







　龍りよう馬まは足を止め、空を見上げた。

　遠くから舞ってくる桜の花びらが、いつもの桃色に戻っている。

「あちゃー、収まってしまったがかよ……って、また土と佐さ弁に。キャラづくりがどうも上う手まくないなぁ」

　軽口を叩たたきながら、龍馬は近くの壁に背中をもたせかけた。

　ここは、白はく桜おう宮きゆうから二キロほど離れている。商店が並んでいる通りだが、さすがに首都の中心部だけあって、高級そうな店ばかりだ。龍りよう馬まがいるのは、酒店の前だった。

　時空間大崩壊クロノス・バーストがそう簡単に起こるとは、龍馬も思っていない。黒い船団シユヴアルツ・フロツテの巡礼者ベイグラントから聞いた情報では、ノアがその能力を完全解放にするには多くの条件が必要だそうだ。

「世界を滅ぼすのも楽じゃない、かよぉ。ここは龍馬らしく無む血けつ革かく命めいを目指すべきか、それとも新世代の龍馬として新たな革命を起こすべきか。迷うところだよなぁ」

「迷う必要はない」

「…………っ!?」

　突然、龍馬は頭に強い衝撃を感じた。横に倒れそうになり、なんとか踏ん張る。

「くううっ！」

　龍馬はとっさにムツノカミヨシユキを取り出し、斬撃スラツシユモードで構え──

「遅いっ！」

「むうっ!?」

　構えたムツノカミヨシユキに、重い衝撃が伝わってくる。振り下ろされてきた刃やいばを受け止めながらも、霊子スピリアが衝突して激しくスパークし、刀身がビキッと奇妙な音を立てて真ん中からへし折れてしまう。

「おおっ……！」

　今度こそ、龍馬はその場に倒れ込んだ。へし折れたムツノカミヨシユキからは、霊子の輝きが消えつつある。

　これでは──

「もうこれで、武力根絶ピースメーカーは使えないだろ。まさか奇襲が卑ひ怯きようとは言わないよな、龍馬？」

「……土ひじ方かた歳とし三ぞう」

　龍馬の前には、黒い霊子を漂わせる土方歳三の姿があった。

　胸から血をぼたぼたと流したままで、死人のような顔色であるにもかかわらず、その姿には微み塵じんの揺らぎもない。

　彼の後ろには、銀髪の少女──マーヤの姿もあった。

「まっこと、新しん撰せん組ぐみはしつこいのう……！」

　龍馬は、頭から流れ出した血が目に入るのを感じながら、にやりと笑った。







　冬とう夜やは、地面に座り込んだ坂さか本もと龍馬を見下ろしている。

　初しよ太だ刀ちで龍馬の額をかち割り、二の太た刀ちで彼のムツノカミヨシユキを無効化した。バレット・ブレイドは多少壊れても能力を発揮するが、ここまで完全にへし折られては、例の武力断絶を発動するのは不可能だろう。

　龍馬の額からは、血が止めどなく流れ出ている。初しよ太だ刀ちは確かな手て応ごたえがあった。あるいは、二の太刀は必要なかったかもしれない。

「……ふふ、よくオレの居場所がわかったじゃないかよぉ」

「もう説明の必要はないだろ？　うちの総長は優秀でな。おまえの逃走ルートを割り出すくらい軽いらしいぞ」

「……本当に、山やま南なみは厄介だなぁ。それに加えて、そこの銀髪美少女の瞬間移動かぁ」

「武力根絶ピースメーカーをくらう前に、不意討ちで能力を抑えなきゃいけなかったからな。助かったよ、マーヤ」

「別に。そいつには、あたしもムカついてたしね」

　マーヤは赤面して、ぷいっとそっぽを向いてしまう。リリアが言うように、彼女はツンデレらしい。

「さて、と。今度こそ終わりだな、龍りよう馬ま」

　冬とう夜やは銃装転化バレル・ターンさせ、銃じゆう口こうを龍馬に向ける。わずかに引き金を引いて、黒い霊子スピリアを集めていく。

「そうらしいなぁ」

　龍馬はわずかに笑うと、頭の傷に手をやった。

「オレは脳をやられた。もうダメだなぁ」

「……徹底的に龍馬だな、おまえは」

　諸しよ説せつあるが、龍馬の最後の言葉は「おれは脳をやられた。もういかん」だったとも言われる。

「だが、龍馬はオレ一人じゃないからよぉ。だから、簡単にあきらめられる。命は一つじゃねぇんだよなぁ」

「残りの龍馬も全員捜し出して仕留める。龍馬、おまえたちは歴史をかき回すことに使命を感じてる。ためらいなくノア様の能力を引き出したことで、それがよくわかった。歴史の不定要素──坂さか本もと龍馬は危険すぎる。俺たち新しん撰せん組ぐみが、確実に龍馬を一人一人、すべて消していく！」

「ああ、そうしてみせろぉ！　だがおまえたち新撰組も、きっと同じ運命をたどる！　また歴史の敗残者になるんだろうよぉ！」

　龍馬はふところから拳けん銃じゆうを取り出し、素早く冬夜に向けてくる。

「俺たちは──二度と負けない。ヴォルフは結ゆう城きノア様とともに、歴史の勝者となる！」

　冬夜は動じずに言って、トリガーを引いた。イズミノカミカネサダの銃口から、黒く巨大な竜が飛び出し、拳銃から放たれた弾丸を呑のみ込こんで──

　拳銃を構えたままの龍馬の身体からだを消し飛ばし、背後の建物に直撃する。轟ごう音おんとともに建物が爆発し、凄すさまじい煙が上がった。

「……やったわね。でも、一人倒しただけよ」

「わかってる。龍馬が一人でも残ってる限り、ノア様には危険がつきまとう。もっとも、あの人にとっては危険の一つでしかないだろうけど……」

　冬夜はマーヤに答えながら、バレット・ブレイドの弾倉をリリースした。牙が竜りゆうを放ち、加熱した弾倉が煙を上げている。

　同時に、カネサダが消えてしまう。どうやら、先の牙が竜りゆうで体力を使い果はたしたようだ。

「さあ、戻ろう。オキとリリアも──」

「振り向かないで！」

「…………！」

　冬とう夜やは、マーヤのほうを向きかけてぴたりと止まった。

　マーヤが冬夜の背後に回り、バレット・ブレイドの銃じゆう口こうを押しつけている。

「動いたら撃うつ。あたしは、本気よ！」

　冬夜は動けなかった。マーヤからは確かに殺気が伝わってくる。

　彼女は殺す気で冬夜に銃口を突きつけ、おそらく引き金に指をかけている。

「……マーヤ、なんでだよ？」

「黒い船団シユヴアルツ・フロツテの目的はあくまで結ゆう城きノア。彼女を生きたまま、あたしたちの時空へ連れて行くこと。その最大の障害になるのは新しん撰せん組ぐみ──いえ、土ひじ方かた歳とし三ぞう、あなたよ」

「だろうな。でもマーヤ、俺は──」

　相手がマーヤだろうと、冬夜はノアを渡しはしない。たとえ世界を敵に回しても、彼女を守って戦う覚悟を決めている。

「そう……でしょうね。そうでしょうね！　あなたにとって一番大事なのはいつだって結城ノアなのよね！　今も、未来でも！　あの人がいなくなっても、ずっと、ずっと！」

「マ、マーヤ……」

　マーヤの急変に、冬夜は思わず振り向いてしまう。そのとき──

「冬夜君っ……！」

「…………！」

　振り向いたとたん、冬夜は息が止まる思いがした。マーヤが背伸びして、飛びつくように唇くちびるを重ねてきたのだ。

「んんっ、んんんん……」

　マーヤのくぐもった声が聞こえてくる。冬夜はなぜか、まったく抵抗できなかった。マーヤの唇の柔らかさに、ただただ圧倒されてしまう。

「んんっ……冬夜君っ、冬夜君っ……あたし……！」

「んぐっ！」

　マーヤは一瞬唇を離すと、また強く口づけてきた。冬夜の唇に噛かみつくようにして、ぐぐっとキスしてくる。

　あまりに濃厚すぎるキスに、冬夜は息ができなくなってしまう。それでもマーヤはかまわずに、ぐいぐいと唇を押しつけてきて──

「……ふわぁ……」

「お、おい……マーヤ……」

　マーヤはたっぷり五分近くキスしていたかと思うと、不意に冬夜から離れた。

　顔をうつむかせ、ぶるぶると肩を震わせている。












「あたしは、救われなかった犬いぬ神がみ冬とう夜やをずっと見てきた……だから、希望が残されてるあなたを見ると、自分が止められなくなっちゃう……愛しくてたまらなくなる……あの人の身代わりって言えばそうなのかもしれないけど……でも、あなたが……好き……」

「…………っ」

　驚く冬夜の前で、マーヤはくるりと身を翻ひるがえした。

「ごめん、こんなこと言ったら冬夜君が困るの、わかってる。あたしも、戸惑ってばかりで……自分がなにしてるのか……本当に、ごめん……」

　マーヤは背中を向けたままで言って。

「今度会うときは、敵同士ね。あなたを撃うつかもしれない。あなたに撃たれるかもしれない……」

「俺は……マーヤを撃つつもりなんて……ない」

「冬夜君。あなたは、いずれ旅に出ることになる」

「なに？　旅……？」

「それは、とてもとても長い旅。時の北限へと至る征せい旅りよ。きっとそうなる。必ずそうなる。あたしは……それを見届けたい。それまでは、この時空にいる。ずっと、あなたを見つめ続けてる」

　それからマーヤは、唐突に駆け出した。彼女が向かう先には──

「リリア！　帰るわよ！」

「ほぇっ？　え、ええっ、マ、マーヤ様のファーストキッスが……！」

「いいから！　ていうか、なんで初めてだって知ってるのよ！」

　いつの間にか自衛軍の車両がすぐそばに停まっていて、リリアと──沖おき田たの姿があった。

　マーヤはリリアをかっさらうようにして手を引っ張り、ぱっと姿を消した。瞬間移動を使ったようだった。

「……行ったのか」

「瞬間移動って便利だね。いくらでもヤリ逃げＯＫだし」

「ヤリ逃げって……」

　冬とう夜やは、ゆっくりと沖田のそばへ歩み寄る。彼女もかなり消しよう耗もうしているようだが、自分の足できちんと立っている。

「オキ、傷は……大丈夫なのか？」

「武蔵むさしは倒したよ。白はく桜おう宮きゆうに向かってたんだけど、海かい援えん隊たいがちょこちょこ邪魔してさ。手間取っちゃった。ケガはまあ、なんとか。トーヤも思いっきり撃うたれてるね。平気？」

「こっちも龍りよう馬まは倒した。傷は大丈夫だけど……まあ、ある意味重症かもな」

　撃たれた傷より、マーヤからのキスのダメージのほうが大きいかもしれない。冬夜は、マーヤがなにを考えているのか、理解しきれていない。

「……見てたんだろ？　怒らないんだな、オキ」

　キスは、沖田が言うところの〝えっちなこと〟には入らないのだろうか。

「人がキスしてるところなんて初めて見たよ。けど、さっきのマーヤちゃん見てると、マジすぎてなにも言えないね」

　沖田は、小さく首を振った。

「まあ、オキちゃんにできることは、姫様にご報告するくらいだね」

「待て！　それなら怒られたほうがマシだ！」

「さーて、白桜宮に行こうか。姫様とみんなもいるんでしょ？」

「オキーっ！」

　沖田は重傷を負っているとは思えない身軽さで歩き出した。冬夜も、彼女の後ろをついていく。

　マーヤは最後に違う意味で波乱のタネをまいてくれたようだが……。

　ひとまず、沖田の言うとおり、白桜宮に戻らなければならない。

　ノアと近こん藤どう、新しん撰せん組ぐみの仲間たちが待っている。






　　エピローグ






　正午近くになり、穏おだやかな日差しが降り注いでいる。

　今日も永遠の春の都では桃色の桜が舞い、人々は日常を生きていく。

　時じ空くう嵐あらしと海かい援えん隊たいの進撃が起きた日から一週間。

　既に、第だい弐に京都はいつもの喧けん噪そうを取り戻していた。

　黒い船団シユヴアルツ・フロツテの襲撃と比べれば、被害ははるかに少なかった。ただ、一般人への被害は軽けい微びだったが、自衛軍は大勢の将兵を失ってしまい、多くの悲劇を生んだ。

　国の象徴でもある白はく桜おう宮きゆうの一部が破壊されたことも、国民には大きなショックだったようだ。

「ここの修理は後回しにしたんですね」

「ええ、街の復興が優先ですから」

　冬とう夜やは、破壊された白桜宮正門を見上げている。門は、これ以上崩れないように応急処置がなされただけだ。

　隣にいるのは結ゆう城きノアだ。ドレス姿で、かすかに吹く風にスカートの裾すそが揺れている。

「冬夜さんがなかなか派手にやってくれた上に、トドメで沖おき田たさんのアレが……」

「…………」

　冬夜は、黙り込むしかなかった。戦術的に必要だったとはいえ、自衛軍を利用して、いくつかビルや橋を爆破し、ヘリを墜落させたりもしている。

　その上、沖田が空間を斬きり裂く銃牙フアングを使い、十二棟のビルをまとめて輪切りにしてしまった。彼女の恐るべき能力をよく知っている冬夜にしてみれば、最小限の被害で済んだと思えるが、ビルの持ち主たちには違う感想があるだろう。

「ですが、新しん撰せん組ぐみはよくやってくれました。冬夜さんもひどいケガを……」

「もう大丈夫です。通常弾を二発くらっただけですから」

　冬夜はさらりと言った。虚勢を張っているのではなく、実際に弾丸が肺をかすめた傷も既にほぼ回復している。

「ですか。あなたたちがいなければ、被害はもっと拡大していた……という方向で新撰組の責任追及をかわします。なんとかなるでしょう」

「す、すみません……お願いします、ノア様」

　こればかりは、新撰組の力ではどうにもならない。ノアにすべてを任せるしかない。

　とにかく、まだしばらくはノアは事件の後始末に追われることだろう。

　内通者の一斉逮捕から始まり、海援隊の進撃まで数日にわたって連続して起きた事件は、のちに〝聖せい変へん〟と呼ばれることになる。

「ええ、それくらいは任せてください。とりあえず……終わったのですね」

「とりあえず、ですが。龍りよう馬まもまだ生き残りがいますし、黒い船団もこのままおとなしくはしていないでしょう」

　冬とう夜やは、ノアに答えた。脅かしているのではなく、新しん撰せん組ぐみ副長としての冷静な判断だ。

「でも……少しくらい気を抜いてもいいでしょうか？　少しだけ……」

「え？」

　冬夜は、はっとする。舞い散ちる桜の花びらが──空中で止まっている。

　ノアの能力──時間停止だ。彼女の手が、冬夜の手にわずかに触れている。

　この能力が発動すると、ノア自身と彼女が接触している相手以外の時間が止まるのだ。

「こんなときにも発動するのですね。わたしが──誰にも邪魔されずに話をしたいと思っただけで」

「話って……それはいったい……」

「なんでも、マーヤさんといいことをしたそうですね？」

「げっ！」

　ノアは、ぐっと身体からだを乗り出すようにして真面目まじめな顔で訊きいてきた。

　まさか沖おき田たが本当にノアにご注進していたとは……。

「へえー、あの可愛かわいい可愛いマーヤさんとチューですか。それはよかったですね。どうせわたしなんて、手の甲にキスしてもらうのがやっとですから」

「い、いや……おかしいでしょう、どうしてノア様がそんなことを……」

「わたしのことを好きって言ったじゃないですか」

「…………！」

　冬夜は、ノアに睨にらまれて、ようやく彼女の気持ちを理解する。

　思い上がりで、ただの自意識過剰だと思っていた。しかし、そうではなかった──？

「自慢ではないですが、告白されたのなんて初めてなんですよ？　正直、ここ何日か思い出しては悶もん々もんとして、夜も眠れなかったんですよ？」

「ノ、ノア様……」

「時間を止めて、あらいざらい話したくなるくらいにストレスが限界だったんです。冬夜さん、あなたには──わからないんですか！」

　ノアは冬夜の胸元をぐっと掴つかみ、近くの桜の幹に押しつけるようにして──

　背伸びして、顔を近づけ──唇くちびるを重ねてきた。

「…………っ！」

　互いの唇が触れていたのは、ほんの数秒だろう。

　あたたかく、柔らかな唇の感触が──ゆっくりと離れていく。

「……ノ、ノア様」

「マーヤさんには……負けてられません」

　これが、冬夜の告白への返事──それくらいのことは、すぐに理解できた。

「わたしの時間停止の効果は、せいぜい五分といったところでしょう。よほど追い詰められるか、思い詰めないと発動しません。たぶん命の危機にさらされるか──あなたが好きで好きで、ほしくてたまらなくならないと、使えないでしょう」

　ノアは、冬とう夜やの胸元を掴つかんだまま真しん摯しな目を向けてくる。

　そして、彼女は頬ほおを赤らめ、肩を震わせながら口を開く。

「その、たった五分だけ……わたしは、あなただけのノアになりましょう」

「……でも、時間が止まったときに俺がノア様のそばにいるとは……限りません」

「いてください」

「え？　で、でも……」

「いてください。それに……わたし、あまり詳しくないんですが……ご、五分あれば……いろいろできます、よね？」

「……ど、どうでしょう。まあ、たぶん……」

　冬夜は、ノアの意図をしっかりと察して曖あい昧まいに返事する。

　結ゆう城きノアは白はく桜おう宮きゆうの姫君だ。新しん撰せん組ぐみ副長ならともかく、ただの犬いぬ神がみ冬夜としてそばにいることは許されない。

　だが、時間が止まった空間なら──誰にも割り込まれないなら、ただの少年と少女でいられる。マーヤが近くにいなければ、の話だが。

　お互いを想い合っている、少年と少女ならば当たり前のようにキスして、その先も──

「う、うああ……でも、今すぐじゃないですよ？　わたしにも覚悟が……」

「え、ええ……俺も覚悟が……」












　冬とう夜やとノアは、黙って見つめ合い──

　そして、あっという間に短い五分は過ぎ去って。

「そ、それでは参りましょうか」

「は、はい、ノア様」

　時間が動き出し、冬夜とノアは、少年と少女から、新しん撰せん組ぐみ副長と白はく桜おう宮きゆうの姫に戻る。

　二人は白桜宮正門を抜けて内部に入り、そこには──

「全員、並べぇっ！」

　新撰組局長、近こん藤どう勇いさみが澄んだ声で号令をかける。

　正門前の道路に集まっていた四十名ほどの新撰組隊士たちが、一斉に整列する。

　隊士たちの前にノアが進み出て、その左右に近藤と冬夜が並ぶ。さらに、冬夜の横に総長である山やま南なみが立つ。例によって、今日も水着姿だ。

「一番から三番隊、八番隊、局長付小隊、監察小隊、すべて揃そろいました！」

　冬夜が全隊を確認してから、朗々と叫ぶ。

　新撰組は、この数日の間に組織改編を行った。

　沖おき田た、永なが倉くら、斎さい藤とうの三人が指揮を執とる一番から三番までの部隊に加えて、新規で八番隊を結成した。

「はあ～、ホントに俺がリーダーかよ……」

　八番隊リーダーは藤とう堂どう平へい助すけである。幹部になるのを嫌がっていた彼を、無む理り矢や理り納得させたのだ。

「ふふ、藤堂さん、そう嫌がらずに。新撰組はこれから活動の機会が増えます。実働部隊が三つでは足りませんから。能力のあるあなたに、指揮官をやってもらわないと」

「はっ、はいっ、姫様！　藤堂平助、頑張ります！」

「まずは、その頭の悪い金髪をなんとかするべきですわね」

「今時、金髪なんてモテねえもんな。ま、新撰組のモテ男は俺一人で充分だけどさ」

　ノアに敬礼した藤堂に、永倉と斎藤がツッコミを入れる。

「戦力は強化されたけど、面倒もさらに倍って感じだね。いやー、トーヤも大変そうだ」

「おまえが巻き起こす面倒が一番大変なんだけどな……」

　冬夜は呆あきれつつ言った。新撰組が活動する機会が増えれば、沖田がまた銃牙フアングを使う可能性もある。地球を斬きらないように、厳重な監視が必要だ。

　ちなみに、沖田の傷もほぼ全快している。内臓に達するほどのケガだったというのに、異常な回復力だった。

「にゃー、まあ自分は指揮権もない総長だからにゃー。気楽にやらせてもらうにゃ」

「格好だけでも、もうちょっと威い厳げんがほしいな……」

　冬夜は、いつもの服装の山南をじろりと睨にらむ。永倉にも注意されているのだが、山南は知らん顔だ。ただ、海かい援えん隊たいの事件では彼女の功績は大きかったため、文句も言いづらい。

「おまえたち、姫様の前でゴチャゴチャ私語はよせ！　これから、我々は白桜宮直属から結ゆう城きノア様の直属となる！　無礼はこの近こん藤どう勇いさみが許さない！」

「あはは、近藤局長は堅苦しいですね。いいんですよ、この楽しい空気が新しん撰せん組ぐみでしょう。あなたももう少し笑顔でいてください」

「え、笑顔ですか……」

　近藤が引きつった笑みを浮かべる。生き真面目まじめすぎる彼は、あまり笑顔が得意ではない。

「それでは、土ひじ方かた副長。あなたも隊士のみなさんに一言どうぞ」

「……特にあらたまって言うこともないんですが」

　そう、近藤も語ったように新撰組は結城ノアの直属となった。元々、彼女が上司ではあったが、より密接な繋つながりができたということだ。

　具体的には、白はく桜おう宮きゆうに新撰組の一部隊が常に駐屯し、ノアの護衛につく。

　そして、土方副長がノアと新撰組の連絡担当となる。冬とう夜やはノアの参謀役のような役割も兼ねるのだ。

　一気に冬夜の権限が拡大されたということでもある。だが、組織改編の件も含めて、今や隊士のほとんどが冬夜を副長として認めている。

　山やま南なみ敬けい助すけを入隊させ、海かい援えん隊たいの進撃を止め、さらにリーダー格の龍りよう馬まをその手で仕留めた。もはや、誰もが冬夜の功績を認めないわけにはいかない。

　隊士たちは副長として立つ冬夜の背中についていくことを決めたのだ。

　冬夜は、隊士たちに顔を向け、口を開いた。

「山南の入隊、永なが倉くらと斎さい藤とうの帰還、組織体制の改編をもって新撰組は完成した！　これより、俺たちはノア様の守護者としてさらなる戦いの日々に突入する！」

　冬夜は声を張り上げて宣言し、ノアをちらりと見る。ノアも冬夜に視線を送り、凛りんとした表情でこくりと頷うなずいた。

「始めるぞ！　新撰組は、一歩も退ひかずに前進する！　退く者は──俺が斬きる！」

「おおおおおおおおおおおおおっ！」

　新撰組隊士全員が斬撃スラツシユモードのバレット・ブレイドを取り出し、高く掲げる。太陽の光を受けて、刃やいばがきらりと輝いた。

「冬夜さん」

　ノアが、ささやくように言う。

「どんな未来が待っていても──白桜宮の姫には新撰組が、土方歳とし三ぞうがいます。結城ノアには、犬いぬ神がみ冬夜がいてくれます」

「どんな未来、ではありません。ノア様──あなたが幸せになる未来しかない」

　冬夜はまっすぐに彼女を見つめて答え──ノアは、明るい笑みを浮かべた。

　土方歳三が──犬神冬夜が副長を務つとめる新たなる新撰組は走り出した。

　彼らは最後まで止まることなく、歴史を駆けていくだろう。

　舞い散ちる桜の中で優しく微笑む、一人の少女を守るために──





あとがき




　またお会いできて嬉うれしいです。鏡かがみ遊ゆうです。




　というわけで、２巻です。幕末の英雄たちが今巻もドカドカと登場です。

　新しん撰せん組ぐみの敵側勢力として、やはり一番有名なのは龍りよう馬までしょうか。あ、作中ではいろいろ言ってますが、実は僕、龍馬さんとは同郷で。地元の英雄として誇りに思ってます。

　とはいえ、新撰組が一番好きなことに変わりはないですが。




　ヒロインたちはなかなか大胆になりましたね。高貴なノア様まで、肌色だけでなく思い切った姿を見せてくれるようになりましたよ。はしたない姫様です。最高です。

　マーヤさんは、チョロ──実は素直なところが可愛かわいらしいですよね。沖おき田たはスタイルでは負けてますけど、幼なじみ＋妹系ヒロインの強みで勝負ですよ！




　と、主人公とヒロインたちのラブコメ模様も盛り上がってきたのですが──

　このシリーズは、今巻で終了ということになりました。

　楽しみにしていただいた読者の皆様には本当に申し訳ありません。

　終了については諸事情あるのですが、要するに僕の力不足が原因です。

　冬とう夜やとノアの恋愛が進展し、新撰組のレギュラーメンバーが揃そろったところですが、ここで区切りとすることになりました。

　沖田やマーヤ、近こん藤どう、山やま南なみ、今巻で新登場した新撰組メンバーたちも良いキャラたちでしたので、大事に描いていきたかったのですが……。

　このような形での終了となってしまい、申し訳ありません。

　もしチャンスがいただけるなら、新しい作品で再チャレンジしたいと思います。




　最後になりましたが謝辞です。

　みけおう先生、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。肌色多めのイラスト、個人的にも楽しみにしていました！

　担当さん、この本の制作・販売に関かかわってくださった皆様、ありがとうございます。

　なにより、読んでくださった読者の皆様に最大限の感謝を捧げたいと思います。

　それでは、またどこかでお会いできることを祈っております。





二〇一五年十一月　鏡遊











　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　まだ銃は撃ちに行けていません。まあ、軟弱な引きこもりなので銃なんて撃ったら身体がクラッシュしそうです。

　　がんばります、いろいろと。




　イラスト

　みけおう

　　北海道出身、札幌在住のイラストレーター。

　　最近作業机の位置を窓向きに移動しました。

　　庭に大きなモミの木があるのですが

　　毎日小鳥がやってくるのが見えて癒されてます。

　　ＨＰ「ＰＩＮＫ ＣＨＵＣＨＵ」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／みけおう

　　装丁／百足屋ユウコ＋石田隆（ムシカゴグラフィクス）











血風の英雄伝承レジエンズⅡ








鏡遊
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平成27年12月25日　発行
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〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3
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